
意
思
欠
缺
の
法
的
取
扱
い

ボ
ッ
フ
ム
ル
ー
ル
大
学

ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授

（
訳
者

半
田
吉
信
）

目

次

１

は
じ
め
に

２

ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
意
思
の
欠
缺

（
１
）

意
識
的
な
意
思
の
欠
缺

（
ａ
）
心
裡
留
保
（
ド
民
一
一
六
条
、
日
民
九
三
条
）

（
ｂ
）
仮
装
行
為
（
ド
民
一
一
七
条
）

日
民
九
四
条
と
は
異

な
る

（
ｃ
）
諧
謔
表
示
（
ド
民
一
一
八
条
）

（
２
）

錯
誤
論

（
ａ
）
取
消
の
要
件

（
ａ
ａ
）
表
示
錯
誤
（
ド
民
一
一
九
条
一
項
）

（
ｂ
ｂ
）
内
容
錯
誤
（
ド
民
一
一
九
条
一
項
）

（
ｃ
ｃ
）
伝
達
の
瑕
疵
（
ド
民
一
二
〇
条
）

（
ｄ
ｄ
）
表
示
意
識
の
欠
缺

（
ｅ
ｅ
）
性
質
錯
誤
（
ド
民
一
一
九
条
二
項
）

（
ｂ
）
共
通
の
取
消
要
件
と
排
除
原
因

（
ａ
ａ
）
因
果
関
係

（
ｂ
ｂ
）
取
消
期
間
（
ド
民
一
二
一
条
）

（
ｃ
ｃ
）
放
棄
、
確
認

（
ｄ
ｄ
）
解
約
権
と
し
て
の
取
消
原
因
？

（
ｃ
）
ド
民
一
二
二
条
の
損
害
賠
償
義
務

（
ｄ
）
特
別
の
問
題

（
ａ
ａ
）
法
律
効
果
の
錯
誤

（
ｂ
ｂ
）
読
ん
で
い
な
い
証
書
の
署
名
お
よ
び
白
紙
の
署
名

（
ｃ
ｃ
）
計
算
錯
誤
、
双
方
的
動
機
錯
誤
お
よ
び
基
礎
錯
誤

（
ド
民
三
一
三
条
二
項
）

３

共
通
参
照
枠
に
お
け
る
意
思
欠
缺

（
１
）

概
観

（
２
）

取
消
の
要
件

（
ａ
）
重
要
な
瑕
疵

（
ｂ
）
相
手
方
の
責
任

（
ｃ
）
錯
誤
者
の
責
任
と
危
険

講

演

千葉大学法学論集 第２６巻第４号（２０１２）

１



１

は
じ
め
に

意
思
欠
缺
の
法
的
取
扱
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
様
々
に
変
遷
し
て
き

（
１
）

た
。
そ
し
て
今
日
ま
で
全
く
不
統
一
に
規
定
さ
れ
て
き

（
２
）

た
。
一
般

的
な
観
察
が
も
た
ら
す
あ
ら
ゆ
る
不
安
定
さ
に
際
し
て
、
ド
イ
ツ
民

法
の
よ
う
な
取
消
志
向
的
な
立
場
と
共
通
参
照
枠
（
第
三
編
）
の
よ

う
な
契
約
志
向
的
な
立
場
と
が
区
別
さ
れ
う
る
。

意
思
欠
缺
の
規
定
が
も
っ
ぱ
ら
一
つ
の
指
導
形
象
に
基
づ
く
い
か

な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
秩
序
も
存
在
し
な
い
。
ド
イ
ツ
民
法
の
第
一

草
案
が
大
幅
に
意
思
説
に
従
っ
た
後
で
、
ド
イ
ツ
民
法
の
創
設
に
際

し
て
い
か
な
る
ド
グ
マ
も
き
わ
め
て
深
き
に
わ
た
る
修
正
な
し
に
は

貫
徹
さ
れ
え
な
い
こ
と
に
つ
き
広
い
一
致
が
存
在
し

（
３
）

た
。
純
粋
な
意

思
説
か
ら
離
れ
る
と
い
う
こ
の
傾
向
は
、
商
品
取
引
が
国
際
化
し
、

巨
大
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
よ
り
正
当
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
商
取

引
は
行
為
の
信
頼
を
前
提
と
す

（
４
）

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
意
思
欠
缺
の
各
々

の
規
定
は
、
利
益
考
量
、
ひ
い
て
は
危
険
の
割
り
当
て
を
必
要
と
す

る
。
こ
れ
は
様
々
な
指
導
形
象
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
最
も
重
要
な
四
つ
の
指
導
形
象
は
以
下
の
如
く
で
あ

（
５
）

る：

第
一
は
意
思
ド
グ
マ
で
あ
る
。
法
律
行
為
（
契
約
）
と
一
致
し
た
意

思
が
な
け
れ
ば
表
意
者
は
原
則
と
し
て
拘
束
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

こ
の
理
論
は
伝
統
的
に
取
消
志
向
的
で
あ
り
、
意
思
説
を
決
定
す
る
。

第
二
は
信
頼
ド
グ
マ
で
あ
る
。
こ
れ
は
表
示
の
相
手
方
が
、
錯
誤
に

よ
り
な
さ
れ
た
表
示
の
権
利
外
観
を
信
頼
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
。

こ
の
ド
グ
マ
は
伝
統
的
に
契
約
志
向
的
で
あ
る
が
、
意
思
ド
グ
マ
と

結
び
つ
き
う
る
。
行
為
は
そ
の
場
合
取
り
消
し
う
る
が
、
表
示
の
相

手
方
は
そ
の
被
っ
た
信
頼
損
害
の
賠
償
を
取
得
す
る
。
第
三
は
取
引

保
護
ド
グ
マ
で
あ
る
。
こ
れ
は
契
約
を
客
観
的
な
制
度
と
し
て
保
護

す
（
６
）

る
。
こ
の
ド
グ
マ
は
伝
統
的
に
契
約
志
向
的
で
あ
る
。
第
二
お
よ

び
第
三
の
ド
グ
マ
は
様
々
な
方
法
で
表
示
説
の
数
多
く
の
活
動
の
種

類
を
作
り
出

（
７
）

す
。
第
四
は
過
失
ド
グ
マ
で
あ
る
。
こ
れ
は
意
思
の
欠

缺
を
契
約
前
の
情
報
提
供
、
説
明
お
よ
び
保
護
義
務
と
い
う
標
準
に

よ
っ
て
処
理
す
る
。
こ
の
ド
グ
マ
は
抽
象
的
に
み
る
と
中
性
的
で
あ

る
が
、
お
そ
ら
く
両
価
値
併
存
的
で
す
ら
あ
る
。
具
体
的
な
状
況
に

従
っ
て
当
事
者
の
一
方
の
た
め
に
取
消
、
契
約
信
義
ま
た
は
損
害
賠

償
が
観
察
に
現
れ
う
る
。
こ
の
ド
グ
マ
は
意
思
の
欠
缺
と
契
約
締
結

上
の
過
失
の
（
現
代
的
な
）
定
式
化
と
を
結
び
つ
け

（
８
）

る
。

（
３
）

法
律
効
果

（
ａ
）
取
消

（
ｂ
）
一
部
取
消

（
ｃ
）
取
消
権
は
償
還
請
求
権
を
保
証
し
な
い

（
ｄ
）
契
約
適
合

（
４
）

競
合

（
ａ
）
損
害
賠
償
と
の
競
合

（
ｂ
）
消
費
者
法
と
の
競
合

４

結
語
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２

ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
意
思
の
欠
缺

意
思
の
欠
缺
の
理
論
は
意
思
と
表
示
の
内
容
上
の
対
置
に
関
わ
っ

て
い
る
。
意
図
さ
れ
た
と
は
な
に
か
異
な
っ
た
こ
と
が
表
示
さ
れ
た
。

意
思
表
示
の
理
念
類
型
的
な
構
成
要
件
が
ド
イ
ツ
民
法
の
基
礎
に

な
っ
て
い
る
。
意
思
表
示
の
内
部
的
な
構
成
要
件
と
し
て
の
意
思
は

表
意
者
の
動
機
と
は
異
な
っ
て
い

（
９
）

る
。
そ
し
て
そ
れ
に
加
え
て
行
動

意
思
、
表
示
意
識
（
法
的
拘
束
意
思
）
お
よ
び
行
為
意
思
に
分
け
ら

れ
る
。

１９
世
紀
に
は
動
機
、
行
動
意
思
（H

andlungsw
ille

）、
表
示
意

思
お
よ
び
行
為
意
思
（G

eschäftsw
ille

）
の
区
別
が
広
く
経
験
心

理
学
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ

（
１０
）

た
。
し
か
し
、
特
に
法
律
に
慣
れ
な
い
者

が
動
機
と
そ
の
意
思
の
様
々
な
内
容
と
を
事
実
上
区
別
す
る
こ
と
は

非
常
に
疑
わ
し
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
理
論
は
時

代
遅
れ
で
は
な

（
１１
）

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
動
機
と
行
為
関
係
的
意
思
と
の

区
別
は
当
事
者
の
責
任
お
よ
び
危
険
領
域
を
確
定
す
る
か
ら
で
あ

（
１２
）

る
。

契
約
締
結
に
際
し
て
こ
の
危
険
の
割
り
当
て
は
当
事
者
に
よ
り
な
さ

れ
（
１３
）

る
。

今
問
題
に
な
っ
て
い
る
ド
民
一
一
六
条
以
下
は
、
行
為
意
思
と
表

示
の
表
示
意
識
と
の
区
別
に
関
わ
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
一
般

的
に
な
に
か
法
的
に
重
要
な
こ
と
を
表
示
す
る
意
思
の
欠
缺
、
す
な

わ
ち
表
示
意
識
の
欠
缺
は
、
法
律
行
為
の
具
体
的
形
成
に
関
す
る
意

思
の
欠
缺
と
概
ね
同
様
に
扱
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
は
行
為
意

思
の
欠
缺
で
あ
る
。
行
為
意
思
と
は
、
こ
の
行
為
ま
た
は
か
の
行
為

を
そ
の
特
殊
的
な
態
様
の
も
と
で
行
う
と
い
う
具
体
的
に
形
成
さ
れ

た
意
思
で
あ
る
。
行
動
意
思
の
欠
缺
は
意
思
の
欠
缺
の
理
論
と
直
接

に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
問
題
は
ド
民
一
〇
五
条
二

項
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
意
思
に
よ
り
操
縦
さ
れ
て
活
動

し
う
る
こ
と
の
欠
缺
が
生
じ
る
こ
と
が
行
為
無
能
力
と
近
い
関
係
に

あ
る
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
う
る
。
こ
れ
は
取
引
に
必
要
な
理
解
力
が

継
続
的
か
つ
一
般
的
に
欠
け
て
い
る
と
い
う
の
と
異
な
ら
な
い
。

そ
れ
ら
の
構
成
要
件
に
従
え
ば
意
思
の
欠
缺
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
割
さ
れ
る：

表
意
者
に
と
っ
て
彼
が
意
図
し
た
も
の
と
は

何
か
異
な
っ
た
こ
と
を
意
識
的
に
表
示
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
か

よ
う
に
ド
民
一
一
六
条
〜
一
一
八
条
の
意
識
的
な
意
思
の
欠
缺
が
第

一
章
を
形
成
す
る
。
次
い
で
表
意
者
が
内
心
の
意
思
と
外
部
的
な
表

示
と
の
食
い
違
い
に
気
づ
い
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
錯
誤
し
か
も

表
意
者
の
責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
錯
誤
が
そ
の
主
た
る
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
さ
ら
に
意
思
の
欠
缺
は
第
三
者
、
大
抵
は
表
示
の
相
手
方

の
行
為
に
基
づ
き
う
る
。
そ
れ
は
強
迫
お
よ
び
詐
欺
な
い
し
（
非
技

術
的
に
は
）
強
要
お
よ
び
欺
罔
（
ド
民
一
二
三
条
、
一
二
四
条
）
の

場
合
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
こ
こ
で

（
１４
）

は
脚

（
１５
）

注
で
扱
わ
れ
る
。

（
１
）

意
識
的
な
意
思
の
欠
缺

（
ａ
）
心
裡
留
保
（
ド
民
一
一
六
条
、
日
民
九
三
条
）

ド
民
一
一
六
条
一
文
は
秩
序
に
適
っ
た
法
取
引
の
基
本
原
則
を
包

含
す
る
。
誰
で
も
表
示
さ
れ
た
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
主
張
し
う
る
場
合
は
、
法
律
行
為
が
拘
束
力
を
有
さ
な
い
こ
と
が

意思欠缺の法的取扱い

３



明
ら
か
で
あ
る
。

ド
民
一
一
六
条
二
文
は
表
面
的
に
自
明
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
規
定
は
も
と
も
と
一
文
か
ら
の
論
理
的
に
必
然
的
な
帰
結

で
あ
る
。
留
保
が
知
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
は
も
は
や
秘
密
で
は

な
い
。
し
か
し
、
問
題
は
法
律
行
為
が
し
ば
し
ば
同
意
を
も
く
ろ
ん

で
い
る
こ
と
で
あ

（
１６
）

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
表
示
さ
れ
た
こ
と
が
相
手

方
の
同
意
を
得
て
外
見
上
の
み
な
さ
れ
た
場
合
は
常
に
ド
民
一
一
七

条
が
適
用
さ
れ
る
。
ド
民
一
一
六
条
は
結
果
的
に
あ
ま
り
重
要
な
意

味
を
持
た
な
い
。
し
か
し
理
論
的
に
は
そ
の
原
則
は
興
味
が
も
た
れ

る
。
そ
の
一
文
は
過
失
主
義
の
刻
印
と
位
置
づ
け
ら
れ

（
１７
）

た
。
こ
れ
は

確
か
に
誤
り
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
に
お
い
て
ド
民
一
一
六
条
の
全

規
定
は
な
く
て
も
よ
い
。
そ
の
帰
結
は
す
で
に
受
領
者
の
地
平
を
相

当
に
考
慮
す
る
規
範
的
な
解
釈
か
ら
導
か
れ
る
。

（
ｂ
）
外
観
行
為
（
ド
民
一
一
七
条
）（
日
民
九
四
条
は
異
な
る
）

ド
民
一
一
七
条
一
項
は
外
観
行
為
ま
た
は
仮
装
行
為
を
扱
う
。
外

観
行
為
に
は
法
的
拘
束
意
思
（
表
示
意
識
）
が
欠
け
て
い
る
。
い
つ

も
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
ば
し
ば
そ
れ
は
第
三
者
の
欺
罔
を

惹
起
す
る
。
主
要
な
事
例：

土
地
所
有
権
の
取
得
は
売
買
代
価
に

従
っ
て
租
税
義
務
を
負
わ
せ
る
。
譲
渡
人
は
場
合
に
よ
っ
て
は
受
け

取
っ
た
売
買
代
金
に
課
税
さ
れ
る
。
さ
ら
に
公
証
人
に
支
払
う
費
用

が
売
買
代
金
に
従
っ
て
算
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
両
当
事
者
は
、

公
証
人
に
よ
り
実
際
に
合
意
し
た
よ
り
も
低
い
売
買
代
価
が
書
類
に

記
録
さ
れ
る
こ
と
に
利
益
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
隠
匿
行
為
と
呼

ば
れ
る
。

仮
装
行
為
が
認
め
ら
れ
う
る
か
否
か
は
、
も
っ
ぱ
ら
当
事
者
が
合

意
さ
れ
た
法
律
効
果
を
真
摯
に
意
図
し
た
か
ど
う
か
に
従
っ
て
決
せ

ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
い
わ
ゆ
る
脱
法
行
為
（
の
大
部
分
）
は
外
観

行
為
で
は
な
い
。
事
例：

税
法
上
の
理
由
で
当
事
者
は
、
し
ば
し
ば

そ
れ
が
本
来
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
り
容
易
な
他
の
方
法
よ
り
も
有

利
だ
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
特
定
の
組
合
法
的
な
構
成
を
選
択
す
る
。

組
合
の
設
立
は
そ
の
場
合
、
当
事
者
が
選
択
さ
れ
た
構
成
の
法
的
な

帰
結
に
甘
ん
じ
る
が
ゆ
え
に
、
外
観
行
為
で
は
な
い
。

外
観
行
為
ま
た
は
仮
装
行
為
の
も
と
で
は
し
ば
し
ば
隠
匿
さ
れ
た

ま
た
は
隠
さ
れ
た
行
為
が
あ
る
。
事
例：

隠
匿
行
為
の
場
合
当
事
者

は
五
〇
、
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
価
格
の
売
買
契
約
を
書
類
に
記
載
さ
せ

た
が
、
ひ
そ
か
に
一
五
〇
、
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
売
買
代
価
が
合
意
さ

れ
て
い
た
。
隠
匿
行
為
の
運
命
は
ド
民
一
一
七
条
二
項
が
定
め
る
。

結
果
的
に
こ
れ
は
隠
匿
さ
れ
た
行
為
の
効
力
が
二
番
目
の
切
り
口
で

検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
か
ら
隠
匿
行
為
で
は

（
ま
ず
第
一
に
）
全
く
有
効
に
合
意
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
導
か
れ

る
。
仮
装
行
為
は
ド
民
一
一
七
条
一
項
に
従
っ
て
無
効
で
あ
る
。
隠

匿
行
為
に
は
ド
民
一
一
七
条
二
項
、
三
一
一
ｂ
条
一
項
、
一
二
五
条

が
適
用
さ
れ
る
。

（
ｃ
）
諧
謔
表
示
（
ド
民
一
一
八
条
）

ド
民
一
一
八
条
は
真
摯
さ
が
欠
け
て
い
る
事
例
を
規
定
す
る
。
ド

民
一
一
八
条
の
意
味
は
実
際
に
は
小
さ
い
。
し
か
し
理
論
的
に
は
そ

れ
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
が
表
意
者
に
表

示
意
識
（
法
的
拘
束
意
思
）
が
欠
け
て
い
る
事
例
を
定
め
る
こ
と
に

《講 演》
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お
い
て
示
さ
れ
る
。
若
干
の
者
は
今
日
ま
で
事
前
の
取
消
の
な
い
無

効
と
い
う
ド
民
一
一
八
条
の
法
律
効
果
が
、
彼
が
な
に
か
潜
在
的
に

法
律
上
重
要
な
こ
と
を
表
示
し
た
こ
と
を
全
く
知
ら
な
い
と
い
う
理

由
で
、
表
意
者
に
法
的
効
果
意
思
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
気
づ
か
れ

て
い
な
い
場
合
に
も
適
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
る
。
そ

れ
は
ト
リ
ア
の
ワ
イ
ン
の
競
売
と
い
う
机
上
設
例
で
あ
る
。
通
説
は

正
当
に
も
そ
れ
に
従
わ
な

（
１８
）

い
。
通
説
は
ド
民
一
一
八
条
を
む
し
ろ
、

表
意
者
が
こ
の
場
合
彼
の
視
点
か
ら
も
と
も
と
、
表
示
の
相
手
方
が

い
か
な
る
意
思
表
示
も
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
い

う
確
た
る
期
待
を
有
す
る
こ
と
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
例
外
規
定
と
理

解
す
る
。

ド
民
一
一
八
条
が
意
思
ド
グ
マ
を
強
く
考
慮
し
す
ぎ
る
と
い
う
批

判
す
ら
な
さ
れ
う

（
１９
）

る
。
そ
の
他
ド
民
一
一
八
条
は
立
法
者
が
特
別
に

ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
で
い
た
こ
と
の
現
わ
れ
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば

立
法
者
は
冗
談
を
い
う
者
に
ド
民
一
二
二
条
に
よ
り
損
害
賠
償
義
務

を
負
わ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

通
説
は
誤
っ
て
な
さ
れ
た
外
観
行
為
（
一
方
が
外
観
行
為
を
意
図

的
に
な
し
、
相
手
方
が
そ
れ
に
気
づ
か
ず
ま
た
は
彼
に
外
観
行
為
意

思
が
欠
け
て
い
た
場
合
）
を
同
様
に
ド
民
一
一
八
条
に
従
っ
て
処
理

す
（
２０
）

る
。

（
２
）

錯
誤
論

今
や
述
べ
ら
れ
る
べ
き
状
況
に
は
、
表
意
者
が
彼
の
表
示
が
相
手

方
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
か
を
意
識
し
て
い
な
い
と
い

う
第
一
の
論
点
が
共
通
し
て
い
る
。
よ
り
正
確
に
は
そ
れ
が
相
手
方

に
よ
り
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
な
い
し
理
解
さ
れ
う
る
か
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
相
手
方
の
た
め
に
定
め
ら
れ
る
表
示
の
内
容
は
受

領
者
の
地
平
に
従
っ
た
規
範
的
な
解
釈
に
よ
り
探
求
さ
れ
る
べ
き
だ

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
解
釈
が
取
り
消
し
に
先
行
す
る
。

そ
れ
と
と
も
に
我
々
は
以
下
の
状
況
が
共
通
で
あ
る
第
二
の
論
点

に
向
き
合
う
こ
と
に
な
る：

常
に
そ
れ
自
体
と
し
て
当
初
か
ら
の
表

示
の
無
効
が
問
題
に
な
る
の
で
は
な
く
、
今
や
述
べ
ら
れ
る
べ
き
意

思
の
瑕
疵
は
取
り
消
し
の
原
因
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
錯
誤

者
は
法
律
行
為
を
無
効
と
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
そ
れ
を
取
り
消
さ

ね
ば
な
ら
な
い
（
ド
民
一
四
二
条
一
項
）。
瑕
疵
あ
る
法
律
行
為
を

そ
れ
自
体
と
し
て
無
効
と
宣
告
す
る
こ
と
に
代
え
て
取
消
権
を
付
与

す
る
と
い
う
立
法
者
の
解
決
の
理
由
は
、
錯
誤
者
と
い
う
人
の
考
慮

の
中
に
あ
る
。
こ
の
者
は
法
律
行
為
を
無
効
と
す
る
か
そ
れ
と
も
そ

れ
に
固
執
す
る
か
の
選
択
権
を
有
す
る
。
後
者
は
そ
の
法
律
行
為
が

な
お
有
利
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
場
合
に
選
ば
れ
る
が
、
特
に
行

為
へ
の
固
執
は
な
お
不
利
な
損
害
賠
償
義
務
を
回
避
す
る
た
め
に
選

択
さ
れ
る
。

か
く
し
て
我
々
は
述
べ
ら
れ
る
べ
き
状
況
お
よ
び
さ
ら
に
諧
謔
表

示
に
も
共
通
の
第
三
の
論
点
に
向
き
合
う：

こ
の
場
合
意
思
と
表
示

の
対
立
は
表
意
者
の
責
任
領
域
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
結
果

と
し
て
彼
は
表
示
の
存
在
を
信
頼
し
た
者
に
損
害
賠
償
義
務
を
負
う

（
ド
民
一
二
二
条
一
項
）。
多
数
説
は
こ
の
解
決
を
今
日
、
契
約
が

取
り
消
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
耐
え
ら
れ
な
い
も
の
と
す

（
２１
）

る
。
そ
れ
に

意思欠缺の法的取扱い
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よ
っ
て
契
約
の
清
算
の
た
め
の
不
相
当
な
出
費
が
生
じ

（
２２
）

る
。

（
ａ
）
取
消
構
成
要
件

信
頼
お
よ
び
取
引
保
護
ド
グ
マ
は
、
す
べ
て
の
錯
誤
が
行
為
の
解

消
に
導
く
こ
と
を
許
容
し
な
い
。
ド
イ
ツ
民
法
の
制
定
に
際
し
て
、

そ
の
限
り
で
不
確
定
の
法
的
概
念
に
よ
り
限
界
づ
け
ら
れ
え
な
い
と

い
う
考
え
が
と
ら
れ
て
い
た：

な
に
が
重
要
で
あ
り
、
な
に
が
重
要

で
な
い
か
を
区
別
す
る
試
み
は
無
駄
で
あ

（
２３
）

る
。
民
法
典
は
そ
れ
に
対

し
て
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
遡
る
内
容
（
行
為
）
の
錯
誤
と
動
機
の
錯
誤

の
区
別
に
依
拠
し
た
。
法
律
行
為
の
具
体
的
な
内
容
に
関
す
る
錯
誤

の
み
が
原
則
的
に
取
り
消
さ
れ
る
ほ
ど
重
要
で
あ
る
（
ド
民
一
一
九

条
一
項
、
一
二
〇
条
）。
行
為
内
容
に
先
行
す
る
動
機
お
よ
び
観
念

に
関
す
る
錯
誤
は
例
外
的
に
の
み
重
要
と
な
る
（
ド
民
一
一
九
条
二

項
、
一
二
三
条
、
三
一
三
条
二
項
）。
特
に
法
律
効
果
の
錯
誤
と
い

う
形
の
法
律
錯
誤
は
こ
の
体
系
に
基
づ
き
原
則
と
し
て
重
要
で
な

（
２４
）

い
。

錯
誤
が
そ
も
そ
も
法
的
に
重
要
な
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
に
も
関
わ

り
う
る
こ
と
（
表
示
意
識
の
錯
誤
）
は
ド
イ
ツ
民
法
の
起
草
者
に

よ
っ
て
明
示
的
に
看
過
さ
れ

（
２５
）

た
。
こ
の
状
況
は
内
容
錯
誤
と
同
様
に

処
理
さ
れ
う
る
。

（
ａ
ａ
）
表
示
錯
誤
（
ド
民
一
一
九
条
一
項
）

表
意
者
が
こ
の
内
容
の
表
示
を
そ
も
そ
も
な
す
意
図
の
な
い
場
合

（
表
示
錯
誤
）、
錯
誤
の
最
も
明
白
な
事
例
が
存
在
す
る
。
表
意
者

は
こ
の
場
合
全
く
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
事
例：

言
い
間

違
い
、
書
き
間
違
い
、
レ
ジ
ス
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
価
格
表
へ

の
誤
っ
た
打
ち
込

（
２６
）

み
、
取
り
間
違
い
、
例
え
ば
、
う
っ
か
り
間
違
っ

た
煙
草
を
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
に
置
い
た
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

（
ｂ
ｂ
）
内
容
の
錯
誤
（
ド
民
一
一
九
条
一
項
）

内
容
の
錯
誤
の
扱
い
は
表
示
錯
誤
の
扱
い
よ
り
も
困
難
だ
と
は
い

え
な
い
。
こ
の
場
合
表
意
者
は
、
外
部
的
に
観
察
し
た
場
合
、
彼
が

な
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
、
彼
は
表
示
に
法
的
意
味
に
お

い
て
こ
れ
に
帰
す
る
も
の
と
は
異
な
っ
た
内
容
を
結
び
つ
け
る
。

事
例：

学
校
の
副
校
長
が
二
五
グ
ロ
ス
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

（
一
巻
一
、
〇
〇
〇
枚
）
を
注
文
し
た
。
彼
女
は
一
グ
ロ
ス
が
一

ダ
ー
ス
の
一
二
倍
、
す
な
わ
ち
一
四
四
個
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
彼
女
は
二
五
個
の
大
き
な
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
客
観
的
に
注
文
さ
れ
た
よ
う
に
三
、
六

〇
〇
個
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
引
き
渡
さ
れ

（
２７
）

た
。

（
ｃ
ｃ
）
伝
達
の
錯
誤
（
ド
民
一
二
〇
条
）

伝
達
の
錯
誤
は
本
来
の
錯
誤
事
例
と
同
視
さ
れ
う
る
（
ド
民
一
二

〇
条
）。
そ
の
規
定
は
表
示
錯
誤
（
ド
民
一
一
九
条
一
項
）
と
直
接

的
な
客
観
的
関
係
に
あ
る
。
以
下
の
こ
と
が
考
慮
さ
れ
う
る：

伝
達
に
用
い
ら
れ
る
者
は
表
示
機
関
で
あ
る
。
表
示
機
関
は
表
意

者
自
身
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
通
知
を
伝
達
し
う
る
の
み
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
彼
は
表
示
の
形
成
に
際
し
て
全
く
裁
量
権
は
有
し
な
い
。

そ
し
て
い
か
な
る
固
有
の
表
示
も
な
し
え
な
い
。
そ
の
点
で
彼
は
代

理
人
と
区
別
さ
れ
る
（
ド
民
一
六
四
条
一
項
）。
今
日
実
際
上
重
要

な
こ
と
は
、
ド
民
一
二
〇
条
が
通
訳
に
よ
る
翻
訳
ミ
ス
を
含
む
こ
と

で
あ
る
。

伝
達
機
関
と
な
る
の
は
、
電
報
局
吏
員
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ら
び

《講 演》
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に
今
日
特
に
い
わ
ゆ
る
ｅ
メ
ー
ル
の
伝
達
者
で
あ
る
。
翻
訳
者
も
含

ま
れ
る
。
誤
っ
て
形
成
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
表
示
が
ド
民
一
二

〇
条
に
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
う
る
の

（
２８
）

か
、
そ
れ
と
も
ド
民
一
一
九
条

一
項
に
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
う
る
の

（
２９
）

か
は
む
し
ろ
第
二
義
的
な
問
題

で
あ
る
。

錯
誤
と
伝
達
の
ミ
ス
と
の
同
視
の
意
味
は
表
意
者
が
伝
達
の
方
法

を
自
ら
選
択
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
際
に
生
じ
た
ミ
ス
は
結
果
と

し
て
自
ら
の
錯
誤
と
同
様
に
彼
の
負
担
に
帰
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
か

ら
受
領
機
関
に
よ
り
惹
き
起
こ
さ
れ
た
ミ
ス
が
ド
民
一
二
〇
条
に

従
っ
て
表
意
者
に
よ
る
取
消
の
権
限
を
与
え
る
の
で
は
な
い
こ
と
が

生
じ
る
。
受
領
機
関
は
受
領
者
に
よ
り
通
知
の
受
領
の
た
め
に
指
定

さ
れ
た
者
で
あ
り
、
受
付
係
や
秘
書
が
そ
の
例
で
あ
る
。
彼
ら
に
通

知
が
債
務
の
本
旨
に
適
っ
て
届
け
ら
れ
た
と
き
は
、
彼
ら
が
引
き
続

い
て
転
送
に
ミ
ス
し
た
場
合
に
は
、
法
的
に
重
要
な
内
容
に
影
響
は

な
い
。

使
者
ま
た
は
伝
達
機
関
が
通
知
を
意
識
し
て
変
更
し
た
事
例
が
ド

民
一
二
〇
条
の
適
用
を
受
け
る
か
ど
う
か
は
激
し
く
議
論
さ
れ
て
い

る
。
通
説
は
そ
の
事
例
を
同
条
の
適
用
領
域
か
ら
排
除
し
、
そ
れ
を

代
理
権
限
な
き
代
理
人
の
行
為
に
関
す
る
ル
ー
ル
に
服
さ
せ
る
。
そ

れ
は
法
律
の
文
言
の
中
に
は
手
が
か
り
を
見
出
さ
な
い
が
、
機
関
が

こ
の
場
合
固
有
の
決
定
の
裁
量
権
を
不
遜
に
も
行
使
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。
従
っ
て
彼
は
事
実
上
代
理
人
と
同
視
で
き

る
。

（
ｄ
ｄ
）
表
示
意
識
の
欠
缺

以
下
の
こ
の
場
合
容
易
に
変
え
ら
れ
う
る
机
上
設
例
が
し
ば
し
ば

議
論
さ
れ
る：

始
め
て
日
本
を
訪
問
す
る
ド
イ
ツ
の
教
授
が
千
葉
の

魚
市
場
を
訪
問
し
た
。
彼
は
土
地
の
慣
行
に
不
案
内
で
あ
り
、
五
匹

の
青
い
ひ
れ
の
マ
グ
ロ
の
競
売
に
際
し
て
土
地
の
慣
行
で
申
込
み
と

解
釈
さ
れ
る
合
図
を
し
た
。

ド
イ
ツ
法
で
は
こ
の
た
め
に
三
つ
の
解
決
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

�
契
約
は
そ
れ
自
体
と
し
て
無
効
で
あ
る
。
ド
民
一
一
八
条
、
一
二

二
条
が
適
用
さ
れ
る
。
�
契
約
は
ド
民
一
一
九
条
、
一
二
二
条
を
類

推
し
て
取
り
消
し
う
る
。
�
契
約
は
、
表
意
者
が
取
引
上
必
要
な
注

意
を
用
い
て
い
れ
ば
、
そ
の
表
示
が
信
義
則
お
よ
び
取
引
公
序
に

従
っ
て
意
思
表
示
と
把
握
さ
れ
う
る
こ
と
を
知
り
か
つ
回
避
し
え
た

で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
で
、
受
領
者
が
そ
れ
を
事
実
上
も
ま
た
理
解

し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
に
の
み
ド
民
一
一
九
条
、
一
二
二
条
を

類
推
し
て
処
理
す
べ
き
で
あ
る
。
�
の
説
は
連
邦
最
高
裁
の
立
場
で

も
あ

（
３０
）

り
、
通
説
で
も
あ
る
。

ド
民
一
一
八
条
は
準
用
さ
れ
な
い
と
い
う
通
説
が
正
当
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
規
定
は
優
れ
て
意
思
ド
グ
マ
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
す
で
に
そ
の
直
接
的
な
適
用
領
域
の
た
め
に
疑
わ
し
い
か
ら
で

あ
（
３１
）

る
。
特
に
ド
民
一
一
八
条
は
錯
誤
者
か
ら
緊
急
性
な
し
に
行
為
に

固
執
す
る
可
能
性
を
奪
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
ド
民
一
一
八
条
は
法
律
上

当
然
に
無
効
に
導
く
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
教
授
は
そ
の
事
例

で
売
買
が
有
効
で
あ
る
と
す
れ
ば
青
い
ひ
れ
の
ま
ぐ
ろ
を
ど
う
し
て

獲
得
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

意思欠缺の法的取扱い
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し
か
し
通
説
に
は
、
そ
れ
が
ド
民
一
一
九
条
、
一
二
二
条
を
修
正

し
て
の
み
適
用
す
る
点
で
誤
り
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ド
民
一
一

九
条
、
一
二
二
条
は
そ
れ
自
体
と
し
て
耐
え
ら
れ
う
る
意
思
説
と
表

示
説
の
折
衷
体
だ
か
ら
で
あ
る
。
連
邦
最
高
裁
に
よ
り
付
加
さ
れ
た

過
失
要
件
は
内
容
の
錯
誤
の
場
合
は
存
せ

（
３２
）

ず
、
表
示
意
識
の
欠
缺
に

と
っ
て
も
ま
た
ど
ん
な
に
う
ま
く
い
っ
て
も
不
必
要
で
あ
る
。
そ
の

二
律
背
反
に
基
づ
い
て
過
失
要
件
は
誤
っ
た
評
価
に
す
ら
導
き
う
る
。

か
く
し
て
連
邦
最
高
裁
は
、
過
失
要
件
か
ら
例
え
ば
、
表
示
意
識
な

し
に
な
さ
れ
た
行
為
か
ら
第
三
者
の
負
担
と
な
る
い
か
な
る
法
律
効

果
も
、
そ
し
て
そ
の
反
面
に
お
い
て
表
意
者
の
法
的
地
位
の
い
か
な

る
改
善
も
導
か
れ
え
な
い
こ
と
を
導
い

（
３３
）

た
。
か
よ
う
な
相
対
的
な
有

効
性
（
無
効
）
は
法
律
行
為
論
に
と
っ
て
は
そ
の
ほ
か
疎
遠
で
あ
り
、

客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
え
な
い
。

（
ｅ
ｅ
）
性
質
錯
誤
（
ド
民
一
一
九
条
二
項
）

ド
民
一
一
九
条
二
項
は
、
性
質
錯
誤
を
定
め
る
。
こ
の
規
定
の
意

味
は
ど
こ
で
も
争
わ
れ
て
い
る
。
理
解
の
た
め
に
以
下
の
こ
と
を
知

る
べ
き
で
あ
る：

ド
民
一
一
九
条
一
項
は
、
錯
誤
が
表
示
の
内
容
に
関
す
る
場
合
に

の
み
取
消
権
を
与
え
る
。
し
か
し
表
示
の
内
容
は
単
に
法
律
上
合
意

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
売
買
契
約
で
は
こ
れ
は
原
則
と
し
て
売
買
目

的
物
、
個
数
、
代
価
、
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ

う
な
動
機
で
行
為
が
締
結
さ
れ
た
か
は
通
例
法
律
行
為
の
内
容
に
は

属
し
な
い
。
本
を
自
ら
読
む
か
そ
れ
と
も
誰
か
に
贈
る
か
は
売
主
に

と
っ
て
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
結
果
的
に
動
機
錯
誤
は
ま

た
通
例
取
消
権
を
与
え
な
い
。

事
例：

私
が
贈
り
物
を
愛
情
の
た
め
に
購
入
し
た
場
合
、
私
が
贈

り
物
を
解
消
さ
せ
る
別
れ
の
手
紙
を
う
ち
で
贈
与
の
前
に
み
つ
け
た

と
き
で
も
、
そ
れ
を
返
還
し
え
な
い
。
結
果
的
に
私
は
そ
の
贈
り
物

を
当
初
か
ら
中
性
的
に
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
私
は
そ
れ

を
所
与
の
場
合
に
は
相
続
人
に
も
与
え
う
る
。

通
説
は
ド
民
一
一
九
条
二
項
を
原
則
的
な
動
機
錯
誤
の
無
顧
慮
に

対
す
る
例
外
規
定
と
み
る
。
あ
る
者
が
人
ま
た
は
物
の
性
質
に
つ
い

て
抱
く
観
念
は
行
為
締
結
の
動
機
で
あ
る
が
、
同
時
に
か
よ
う
な
動

機
は
そ
の
取
引
上
の
重
要
性
の
た
め
に
無
顧
慮
の
ま
ま
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
ド
民
一
一
九
条
二
項
は
例
外
的
に
動
機
錯

誤
に
よ
る
取
消
可
能
性
に
道
を
開
く
。

そ
れ
に
対
し
て
反
対
の
見
解
は
性
質
錯
誤
の
た
め
に
も
、
錯
誤
が
、

そ
れ
が
表
示
の
内
容
に
作
用
し
た
場
合
に
の
み
重
要
と
な
る
こ
と
の

例
外
を
認
め
な
い
。
そ
の
結
果
性
質
は
、
取
り
消
さ
れ
る
場
合
に
表

示
の
内
容
に
取
り
込
ま
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
例：

あ
る
者
が
金
メ
ッ
キ
さ
れ
た
指
輪
を
そ
れ
が
純
金
だ
と

思
っ
て
買
っ
た
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
彼
は
、
錯
誤
を
発
見
し
た
場
合

い
つ
で
も
取
り
消
し
う
る
。
そ
れ
に
対
し
て
反
対
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

取
消
は
、
売
買
契
約
が
純
金
と
し
て
の
こ
の
指
輪
で
あ
る
場
合
に
の

み
可
能
で
あ

（
３４
）

る
。

私
見：

通
説
を
支
持
す
べ
き
で
あ
る
。
反
対
説
は
ド
民
一
一
九
条

二
項
に
固
有
の
適
用
領
域
を
ほ
と
ん
ど
与
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
は
立
法
者
が
そ
の
規
定
の
創
設
に
つ
い
て
考
慮
し
た
性

《講 演》
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質
錯
誤
の
経
済
的
意
味
と
矛
盾
す
る
。

各
論：

�
物
の
性
質
は
、
そ
れ
が
価
値
形
成
的
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
す
べ

て
そ
れ
に
直
接
に
か
か
わ
る
徴
表
と
な
る
。
価
値
自
体
は
性
質
で

は
な
く
、
性
質
に
関
す
る
市
場
の
判
断
で
あ
る
。
例：

真
正
さ
、

金
お
よ
び
銀
製
で
あ
る
こ
と
、
古
さ
、
自
動
車
の
場
合
は
さ
ら
に

前
の
持
ち
主
の
数
お
よ
び
特
別
の
性
質
（
タ
ク
シ
ー
営
業
、
自
動

車
の
レ
ン
タ
ル
業
）、
事
故
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
。

�
人
の
性
質
は
職
業
、
健
康
状
況
、
前
科
の
有
無
、
評
判
、
支
払
い

能
力
（
議
論
あ
り
）、
外
国
語
能
力
お
よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

能
力
の
よ
う
な
そ
の
特
徴
と
な
る
徴
表
で
あ
る
。

�
性
質
が
取
引
の
観
念
、
す
な
わ
ち
客
観
的
標
準
に
従
っ
て
具
体
的

な
行
為
に
と
っ
て
重
要
な
場
合
は
、
性
質
は
取
引
上
重
要
で
あ

（
３５
）

る
。

そ
の
場
合
特
に
人
に
関
し
て
は
全
く
異
な
っ
た
性
質
が
取
引
上
重

要
で
あ
る
。

事
例：

会
計
係
に
と
っ
て
通
例
腕
力
は
重
要
と
は
い
え
な
い
が
、

彼
が
財
産
犯
罪
の
前
科
が
あ
る
か
ど
う
か
は
重
要
で
あ
る
。
鉄
筋
工

や
家
具
組
み
立
て
人
に
と
っ
て
は
逆
に
な
る
。

売
買
契
約
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
た
特
別
の
問
題
が
あ

る：

あ
る
物
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
取
引
上
重
要
な
性
質
を
有
し
な

い
場
合
、
そ
れ
は
同
時
に
し
ば
し
ば
ド
民
四
三
三
条
以
下
の
瑕
疵
が

あ
る
。
従
っ
て
売
買
法
上
の
法
的
手
段
と
ド
民
一
一
九
条
二
項
と
は

い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
が
問
題
と
な

（
３６
）

る
。
通
説
に
よ
れ
ば
ド
民
四

三
四
条
以
下
は
（
遅
く
と
も
）
危
険
移
転
時
か
ら
適
用
さ
れ
る
。
売

却
さ
れ
た
物
の
価
値
が
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
小
さ
い
の
で
は
な

く
、
高
い
と
い
う
逆
の
事
例
も
ま
た
次
第
に
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
通
説
は
こ
の
場
合
売
主
に
直
ち
に
取

消
権
を
与
え
る
。
比
較
法
的
に
は
、
こ
れ
が
し
ば
し
ば
行
為
の
投
機

的
な
性
質
に
適
し
な
い
と
そ
れ
に
反
論
さ
れ
た
。
事
例
は
特
に
美
術

品
や
骨
董
品
市
場
が
形
成
す

（
３７
）

る
。

（
ｂ
）
共
通
の
取
消
要
件
お
よ
び
排
除
原
因

ド
民
一
一
九
条
、
一
二
〇
条
の
四
つ
の
取
消
構
成
要
件
は
積
極
的

な
ら
び
に
消
極
的
な
形
で
以
下
の
共
通
の
要
件
を
有
し
て
い
る：

（
ａ
ａ
）
因
果
関
係

取
消
は
、
錯
誤
特
に
伝
達
の
ミ
ス
が
表
示
に
対
し
て
因
果
関
係
を

有
す
る
場
合
に
の
み
観
察
に
現
れ
る
。
ド
民
一
一
九
条
は
こ
の
仮
定

的
な
因
果
関
係
を
取
り
消
し
可
能
性
の
要
件
と
し
て
以
下
の
よ
う
に

表
現
す
る：

事
実
関
係
を
知
り
、
か
つ
事
例
を
合
理
的
に
評
価
す
れ

ば
そ
の
表
示
を
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
う
る
場
合

に
取
り
消
し
う
る
。
従
っ
て
表
意
者
の
主
観
的
な
視
点
は
規
範
的
に

制
限
さ
れ
る
。
大
審
院
は
こ
の
た
め
に
偏
見
、
気
ま
ぐ
れ
お
よ
び
愚

か
な
考
え
を
も
た
な
い
合
理
的
な
人
間
が
前
提
さ
れ
る
と
い
う
方
式

を
立
て

（
３８
）

た
。
仮
定
的
因
果
関
係
と
い
う
規
範
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
そ

の
他
、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
が
一
九
一
四
年
に
す

で
に
示
し
た
よ
う
に
決
し
て
単
に
学
問
的
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い：

す
な
わ
ち
そ
れ
ゆ
え
に
取
消
は
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
が
誤
っ
て
取
り

違
え
に
よ
り
ユ
ダ
ヤ
商
会
に
注
文
し
た
場
合
排
除
さ
れ

（
３９
）

る
。
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（
ｂ
ｂ
）
取
消
期
間
（
ド
民
一
二
一
条
）

取
消
は
遅
滞
な
く
、
す
な
わ
ち
有
責
な
遅
滞
な
し
に
な
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
限
り
で
帰
責
事
由
ド
グ
マ
は
正
し
い
。

（
ｃ
ｃ
）
放
棄
、
有
効
性
の
確
認

取
消
権
は
放
棄
し
う
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
取
り
消
し
う
る
法
律
行

為
の
有
効
性
の
確
認
に
よ
り
消
滅
す
る
（
ド
民
一
四
四
条
）。

（
ｄ
ｄ
）
解
約
権
と
し
て
の
取
消
原
因
？

ド
民
一
一
九
条
、
一
二
〇
条
は
表
意
者
を
そ
の
錯
誤
な
い
し
伝
達

の
ミ
ス
か
ら
保
護
す
べ
き
で
あ
る
が
、
理
由
な
く
そ
の
表
示
の
拘
束

か
ら
再
び
免
れ
る
権
利
を
彼
に
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
そ
の
規
定
は
解
約
権
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
契
約
の

相
手
方
は
、
そ
の
行
為
が
、
相
手
方
が
も
と
も
と
望
ん
で
い
た
よ
う

に
清
算
さ
れ
る
こ
と
を
固
執
し
う
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
が
数
多

く
の
他
の
法
秩
序
と
は
異
な
っ
て
い
か
な
る
明
示
的
な
ル
ー
ル
も
包

含
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
ド
イ
ツ
法
に
と
っ
て
結
論
と
同
様
に
議
論
さ

れ
て
い
る
。
正
当
に
も
、
ド
民
一
四
二
条
一
項
に
従
っ
て
無
効
と
み

な
さ
れ
る
べ
き
契
約
の
解
釈
の
変
更
の
事
例
（
ド
民
一
四
〇
条
）
と

認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

（
４０
）

る
。
他
の
者
は
ド
民
二
四
二
条
を
論
拠
と
す

る
。事

例：

売
主
が
売
買
代
価
を
誤
り
、
九
六
の
代
り
に
六
九
と
書
い

た
。
売
主
が
取
り
消
し
た
と
き
に
、
買
主
は
六
九
で
買
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
彼
は
、
売
主
が
今
や
自
ら
契
約
を
維
持
し
よ
う
と

し
て
も
、
そ
の
物
を
九
六
で
取
得
す
る
こ
と
に
固
執
し
う
る
（
非
常

に
議
論
さ
れ
て
い
る
）。

（
ｃ
）
ド
民
一
二
二
条
の
損
害
賠
償
義
務

上
記
の
意
思
欠
缺
は
す
べ
て
表
意
者
の
責
任
に
基
づ
い
て
い
る
。

表
示
の
受
領
者
が
そ
れ
を
知
り
え
な
い
限
り
、
結
果
的
に
彼
が
後
で

取
り
消
さ
れ
た
表
示
の
存
在
を
信
頼
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
生
じ
た

損
害
が
彼
に
填
補
さ
れ
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
。
し
か
し
消
極
的

利
益
は
積
極
的
利
益
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
る
。
損
害
賠
償
請
求

権
は
、
表
示
の
相
手
方
が
意
思
の
瑕
疵
を
知
り
ま
た
は
知
る
べ
か
り

し
場
合
は
、
ド
民
一
二
二
条
二
項
に
よ
り
排
除
さ
れ

（
４１
）

る
。

（
ｄ
）
特
別
の
問
題

（
ａ
ａ
）
法
律
効
果
の
錯
誤

ま
ず
内
容
の
錯
誤
と
の
限
界
付
け
が
困
難
で
あ
る
法
律
効
果
の
錯

誤
に
つ
い
て
。
こ
の
困
難
は
、
私
法
の
主
体
が
そ
の
意
思
表
示
に

よ
っ
て
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
が
ゆ
え
に
、
存
在
す
る
。
こ
の
私

的
自
治
に
基
づ
い
て
生
じ
た
法
律
効
果
は
法
律
に
基
づ
く
他
の
法
律

効
果
と
併
存
す
る
。

事
例：

売
買
契
約
に
お
け
る
主
た
る
給
付
義
務
、
売
主
の
所
有
権

移
転
義
務
お
よ
び
買
主
の
支
払
い
義
務
は
法
律
行
為
に
よ
り
発
生
す

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
ド
民
四
三
三
条
に
は
、
売
買
契
約
に
よ
り
売
主
な

い
し
買
主
が
義
務
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
ド
民
四
三
四
条
以
下
の
瑕
疵
担
保
給
付
義
務
は
法
律
に
よ
り
、

す
な
わ
ち
、
当
事
者
が
そ
れ
に
つ
い
て
一
致
し
て
い
な
い
場
合
で
も

存
在
す
る
。

直
接
に
法
律
行
為
に
よ
り
理
由
づ
け
ら
れ
る
法
律
効
果
と
法
律
上

理
由
づ
け
ら
れ
る
法
律
効
果
と
の
こ
の
併
存
か
ら
錯
誤
の
顧
慮
の
た
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め
の
帰
結
が
生
じ
る：

直
接
に
法
律
行
為
に
よ
り
発
生
し
た
法
律
効

果
に
関
す
る
錯
誤
は
内
容
の
錯
誤
と
し
て
顧
慮
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
法
定
の
法
律
効
果
に
関
す
る
錯
誤
は
、
誰
も
が
法
を
調
べ
る
こ

と
が
で
き
る
が
ゆ
え
に
、
特
に
錯
誤
者
が
契
約
締
結
に
際
し
て
も
ま

た
（
一
方
的
に
）（
任
意
）
法
規
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
が
ゆ
え
に
、
顧
慮
さ
れ
な
い
。

従
っ
て
事
例
で
は
売
主
は
売
買
契
約
を
、
彼
が
売
買
目
的
物
に
瑕

疵
が
あ
る
場
合
に
ド
民
四
三
四
条
以
下
の
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
売
買
契
約
を
締

結
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
理
由
で
取
り
消
し
え
な
い
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
更
に
比
較
す
べ
き
事
例
が
あ
る：

法
律
行

為
に
類
似
し
た
行
為
は
、
そ
の
法
律
効
果
が
そ
れ
が
意
図
さ
れ
た
か

ら
で
は
な
く
、
法
律
に
よ
り
命
じ
ら
れ
た
が
ゆ
え
に
発
生
す
る
こ
と

に
よ
り
、
意
思
表
示
か
ら
区
別
さ
れ
う
る
。
結
果
的
に
錯
誤
取
消
は

そ
の
限
り
で
排
除
さ
れ
る
。
ド
民
一
一
九
条
以
下
は
、
換
言
す
れ
ば
、

原
則
と
し
て
、
こ
れ
が
そ
れ
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
一
貫
し
て
意
思
表

示
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
と
し
て
も
、
法
律
行
為
類
似
行
為
に
は

適
用
さ
れ
え
な
い
。

（
ｂ
ｂ
）
読
ま
れ
な
い
書
類
の
署
名
お
よ
び
未
記
入
欄
の
あ
る
書
類

の
署
名

錯
誤
取
消
は
、
表
意
者
が
表
示
の
内
容
に
つ
い
て
一
般
的
に
具
体

的
な
観
念
を
形
成
し
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
考
え
て
み
る
と
表
示

に
な
ん
ら
拘
束
さ
れ
な
い
者
は
錯
誤
に
陥
ら
な
い
。
従
っ
て
、
秘
書

に
よ
り
署
名
を
必
要
と
す
る
書
類
の
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
入
れ
ら
れ
た

書
類
の
全
部
を
読
ま
な
い
で
署
名
し
た
場
合
に
も
取
消
し
え
な
い
。

空
欄
の
あ
る
書
類
の
署
名
は
も
っ
と
危
険
で
あ
る：

単
に
空
欄
の

あ
る
書
類
に
署
名
し
、
他
人
に
同
人
が
あ
ら
か
じ
め
言
わ
れ
た
通
り

に
空
欄
が
埋
め
ら
れ
る
と
期
待
し
て
交
付
し
た
者
は
、
そ
れ
ゆ
え
に

署
名
上
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
総
て
の
こ
と
に
つ
い
て
責
任
を
負

（
４２
）

う

（
本
文
と
署
名
は
区
別
さ
れ

（
４３
）

る
）。

も
ち
ろ
ん
署
名
さ
れ
た
本
文
の
た
め
の
責
任
は
そ
の
限
界
を
伴
う
。

こ
の
場
合
未
記
入
欄
の
あ
る
書
類
に
お
け
る
標
準
は
読
ま
れ
な
い
書

類
の
署
名
に
お
け
る
よ
り
も
厳
し
い
。
す
で
に
あ
ら
か
じ
め
準
備
さ

れ
た
書
類
の
た
め
に
、
事
情
を
考
慮
し
て
あ
る
内
容
を
考
慮
に
入
れ

る
に
及
ば
な
い
場
合
す
で
に
責
任
を
負
わ
な
い
。
事
例：

秘
書
が
書

類
を
さ
り
げ
な
く
置
い
て
お
き
、
そ
の
書
類
に
よ
り
上
司
が
彼
女
の

た
め
に
私
的
保
証
を
引
き
受
け
た
―
彼
は
取
り
消
し
う
る
。
そ
れ
に

対
し
て
意
思
の
欠
缺
が
空
欄
付
き
の
書
類
の
署
名
自
体
に
お
い
て
存

在
し
た
場
合
に
の
み
、
空
欄
付
き
の
書
類
に
よ
る
表
示
に
よ
る
拘
束

か
ら
解
消
さ
れ
う
る
。
事
例：

サ
イ
ン
の
時
間
に
サ
ッ
カ
ー
の
花
形

選
手
に
小
切
手
帳
が
差
し
入
れ
ら
れ
た
。

両
事
例
の
異
な
っ
た
扱
い
の
理
由
は
以
下
の
如
く
で
あ
る：

未
記

入
欄
付
き
書
類
は
、
そ
れ
が
相
手
方
に
約
定
に
反
し
て
行
動
す
る
総

て
の
可
能
性
を
与
え
る
が
ゆ
え
に
、
よ
り
軽
は
ず
み
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
す
で
に
準
備
さ
れ
た
書
類
に
署
名
す
る
場
合
に
は
、
署
名

の
危
険
は
よ
り
小
さ
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
欺
罔
者
は
常
に
書
類
が
読
ま

れ
、
そ
の
正
体
が
暴
か
れ
る
こ
と
を
計
算
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
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（
ｃ
ｃ
）
計
算
錯
誤
、
双
方
的
動
機
錯
誤
お
よ
び
基
礎
錯
誤
（
ド
民

三
一
三
条
二
項
）

い
わ
ゆ
る
計
算
錯
誤
は
動
機
錯
誤
の
特
別
の
事
例
で
あ
る：

売
主

は
そ
の
代
価
を
仕
入
れ
原
価
、
持
分
に
応
じ
た
固
定
費
、
数
量
、
大

き
さ
、
重
量
な
ど
の
基
礎
の
う
え
に
計
算
す
る
。
そ
の
際
に
計
算
ミ

ス
が
あ
る
場
合
は
、
買
主
に
と
っ
て
内
部
的
な
計
算
は
問
題
と
な
ら

な
い
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
。
法
的
意
味

に
お
い
て
は
例
外
的
に
の
み
取
消
権
を
与
え
る
一
つ
の
動
機
錯
誤
が

問
題
に
な
る
。
し
か
し
ド
民
一
一
九
条
二
項
の
事
例
は
計
算
錯
誤
の

場
合
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
相
手
方
が
計
算
上
の
ミ
ス
を
知
り
ま

た
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
信
義
に
反
す
る
場
合
で
す

ら
あ
て
は
ま

（
４４
）

る
。

両
当
事
者
が
同
じ
錯
誤
に
陥
っ
て
い
た
場
合
は
幾
分
異
な
っ
た
こ

と
が
あ
て
は
ま
る
。
し
か
し
、
両
当
事
者
が
特
定
の
前
提
に
基
づ
い

て
代
価
を
取
り
決
め
た
場
合
に
の
み
そ
う
な
る
の
で
あ
り
、
商
人
が

嘆
き
の
声
を
あ
げ
る
場
合
は
十
分
で
は
な
い：

私
は
あ
な
た
に
か
く

も
安
く
売
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
は
自
ら
す
で
に
こ
れ
こ
れ
の
額

を
支
払
っ
て
い
る
。

双
方
的
動
機
錯
誤
の
取
扱
い
は
法
律
上
今
日
ま
で
規
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
法
的
帰
結
は
そ
れ
に
よ
り
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
ブ

ル
事
件
が
著
名
で
あ

（
４５
）

る：

モ
ス
ク
ワ
で
供
与
さ
れ
た
三
〇
、
〇
〇
〇

ル
ー
ブ
ル
の
貸
付
金
が
ド
イ
ツ
で
マ
ル
ク
立
て
で
返
済
さ
れ
る
。
債

務
者
は
、
両
当
事
者
が
一
ル
ー
ブ
ル
が
二
五
ペ
ニ
ー
の
価
値
で
あ
る

と
考
え
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
七
、
五
〇
〇
マ
ル
ク
の
債
務
証
書
を
作

成
し
た
。
し
か
し
実
際
は
そ
の
価
値
は
一
ペ
ニ
ー
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

大
審
院
は
こ
の
場
合
ド
民
一
一
九
条
一
項
の
取
消
を
許
容
し
た
。
交

換
比
率
は
契
約
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど

正
当
化
さ
れ
え
な
い
。

今
日
こ
の
ル
ー
ブ
ル
事
件
が
二
〇
〇
一
／
二
〇
〇
二
年
の
債
務
法

現
代
化
の
枠
内
で
採
用
さ
れ
た
ド
民
三
一
三
条
二
項
の
基
礎
錯
誤
に

分
類
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
私
に
は
不
必

要
に
み
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
ル
ー
ブ
ル
事
件
を
解
釈
に
よ
り
解
決
す

る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る：

当
事
者
は
彼
ら
に
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
公
定
の
相
場
に
よ
る
返
済
を
望
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
債
務

は
三
〇
〇
マ
ル
ク
と
な
る
―
誤
表
は
害
さ
ず
。

契
約
の
基
礎
と
な
っ
た
重
要
な
観
念
が
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
場
合
、
彼
に
総
て
の
個
々
の
事
例
の
事
情
の
顧
慮
の
も

と
に
契
約
に
固
執
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
え
な
い
と
き
は
、
不
利
益

を
受
け
て
い
る
当
事
者
は
契
約
適
合
を
主
張
し
う
る
（
ド
民
三
一
三

条
二
項
、
一
項
末
段
）。
契
約
適
合
が
不
可
能
な
場
合
は
、
解
除
権

ま
た
は
告
知
権
が
認
め
ら
れ
る
（
ド
民
三
一
三
条
三
項
）。

若
干
の
者
は
、
こ
の
ル
ー
ル
が
総
て
の
共
通
錯
誤
、
共
通
の
内
容

ま
た
は
表
示
錯
誤
も
ま
た
包
含
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
学
説
と
し
て
、

さ
も
な
け
れ
ば
両
者
が
錯
誤
に
陥
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一

方
が
偶
然
に
相
手
方
に
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
う
る
が

ゆ
え
に
、
ド
民
一
一
九
条
、
一
二
二
条
が
こ
の
場
合
適
用
さ
れ
え
な

い
と
い
う
立
場
が
主
張
さ
れ
る
。
法
に
反
す
る
こ
の
議
論
は
考
慮
に

値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
ド
民
一
二
二
条
は
、
ド
民
二
五
四
条
（
共
働

《講 演》

１２



過
失
）
の
意
思
の
瑕
疵
へ
の
適
用
が
ほ
と
ん
ど
実
際
的
で
な
い
が
ゆ

え
に
、
目
的
論
的
に
適
合
さ
せ
ら
れ
る
の
が
困
難
だ
か
ら
で
あ

（
４６
）

る
。

ド
民
三
一
三
条
二
項
を
重
要
な
基
礎
錯
誤
に
制
限
す
る
場
合
、
そ

れ
は
動
機
も
ま
た
包
含
す
る
。
一
方
的
な
動
機
錯
誤
は
考
慮
さ
れ
な

い
の
だ
か
ら
、
瑕
疵
あ
る
観
念
は
契
約
当
事
者
に
よ
り
分
か
ち
合
わ

れ
る
か
、
反
論
な
し
に
受
け
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
単

な
る
認
識
で
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
例
え
ば
買
主
が
そ
の

動
機
（
ス
ー
ツ
の
購
入
が
娘
の
結
婚
式
の
た
め
で
あ
る
）
を
言
明
し
、

商
売
上
手
な
売
主
が
そ
れ
に
大
い
に
共
感
し
た
場
合
は
困
難
な
限
界

問
題
が
生
じ
る
。

共
通
基
礎
錯
誤
の
よ
い
事
例
は
、
両
ク
ラ
ブ
が
知
る
こ
と
な
し
に

試
合
を
欺
罔
に
よ
っ
て
操
作
し
、
そ
の
た
め
に
契
約
締
結
後
試
合
の

正
当
さ
が
奪
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
の
ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ
の
プ
ロ
選
手
の

移
籍
が
与
え

（
４７
）

る
。

３

共
通
参
照
枠
に
お
け
る
意
思
欠
缺

（
１
）

概
観

共
通
参
照
枠
で
は
意
識
さ
れ
た
意
思
欠
缺
に
つ
い
て
は
外
観
行
為

の
み
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
�
―
九：

二
〇
一
）。
余
計

（
４８
）

な
心
裡
留

保
（
ド
民
一
一
六
条
、
日
民
九
三
条
）
は
、
法
政
策
的
に
疑
わ
し

（
４９
）

い

諧
謔
表
示
（
ド
民
一
一
八
条
）
と
同
様
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
注

目
に
値
す
る
こ
と
は
法
政
策
的
に
争
い
の
な
い
詐
欺
（
�
―
七：

二

〇
五
条
）、
強
要
お
よ
び
強
迫
（
�
―
八：

二
〇
六
条
）
お
よ
び
不

公
平
な
搾
取
（
�
―
七：

二
〇
七
条
、
ド
民
一
三
八
条
二
項
と
同

様
）
が
総
括
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

契
約
締
結
に
お
け
る
錯
誤
な
い
し
瑕
疵
は
非
常
に
詳
し
く
規
定
さ

れ
た
（
�
―
七：

二
〇
一
条
、
二
〇
二
条
）。
そ
れ
に
際
し
て
契
約

志
向
的
な
路
線
が
追
及
さ
れ
た
。
そ
の
路
線
は
幾
分
入
り
組
ん
で
い

る
。
先
ず
第
一
に
重
要
な
瑕
疵
は
非
常
に
広
く
把
握
さ
れ
る
（
�
―

七：

二
〇
一
条
一
ａ
項
お
よ
び
二
〇
二
条
）。
し
か
し
取
り
消
し
可

能
性
は
強
く
制
限
さ
れ
て
い
る
（
�
―
七：

二
〇
一
条
一
ｂ
項
、
二

項
）。
こ
の
制
限
は
そ
れ
以
外
に
は
契
約
締
結
上
の
過
失
と
し
て
知

ら
れ
る
標
準
に
志
向
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
す
で
に
原
則
的
に
契

約
締
結
上
の
過
失
か
ら
一
般
的
に
契
約
結
合
お
よ
び
積
極
的
利
益
に

対
す
る
責
任
が
導
か
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
原
則
的
な
疑
問
が
存
在

す
る
。
し
か
し
契
約
締
結
上
の
過
失
に
基
づ
く
責
任
の
消
極
的
利
益

へ
の
制
限
が
通
例
で
あ
る
。

さ
ら
に
契
約
締
結
前
の
義
務
へ
の
志
向
へ
の
基
礎
に
は
合
意
か
不

合
意
か
を
決
す
る
ル
ー
ル
か
ら
の
意
識
的
な
決
別
が
存
在
す

（
５０
）

る
。
す

な
わ
ち
そ
の
限
り
で
当
事
者
が
規
範
的
解
釈
の
標
準
に
従
っ
て
意
思

を
疎
通
し
た
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
。
一
当
事
者
が
直
ち
に
不
合

意
を
援
用
し
う
る
が
、
非
常
に
制
限
的
に
の
み
錯
誤
を
援
用
し
う
る

と
す
る
こ
と
は
破
綻
に
導
き
う

（
５１
）

る
。

（
２
）

取
消
の
要
件

（
ａ
）
重
要
な
瑕
疵

総
て
の
事
実
（
関
係
）
お
よ
び
法
律
（
効
果
）
が
�
―
二
〇
一
条

一
項
（
ａ
）
に
よ
れ
ば
重
要
た
り
う
る
。
共
通
参
照
枠
は
錯
誤
ル
ー

意思欠缺の法的取扱い
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ル
の
指
導
形
象
と
し
て
共
通
錯
誤
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

（
５２
）

る
。
意

見
と
評
価
は
い
つ
も
事
実
ま
た
は
法
の
概
念
に
属
す
る
わ
け
で
は
な

（
５３
）

い
。
し
た
が
っ
て
物
の
価
値
に
関
す
る
錯
誤
に
よ
る
取
消
は
、
詐
欺

（
�
―
七：

二
〇
五
条
）
お
よ
び
不
公
平
な
搾
取
（
�
―
七：

二
〇

七
条
）
が
な
い
限
り
排
除
さ
れ
る
。
し
か
し
表
示
錯
誤
お
よ
び
伝
達

ミ
ス
は
動
機
錯
誤
と
同
視
さ
れ
る
（
�
―
七：

二
〇
二
条
）。

錯
誤
は
、
錯
誤
に
陥
っ
た
当
事
者
が
契
約
を
全
く
締
結
せ
ず
ま
た

は
著
し
く
異
な
っ
た
条
件
の
も
と
で
の
み
締
結
し
た
で
あ
ろ
う
と
い

う
場
合
で
、
相
手
方
が
こ
れ
を
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
き
場
合
に
重

要
な
も
の
と
な
る
。
従
っ
て
こ
の
標
準
は
、
両
当
事
者
に
関
わ
る
と

し
て
も
純
粋
に
主
観
的
で
あ
る
。
こ
の
場
合
客
観
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
欠
け
て
い
る
。
以
下
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
こ
れ
は
疑
わ
し

い：

使
用
者
が
求
職
者
の
妊
娠
の
有
無
に
つ
い
て
錯
誤
に
陥
っ
た
。

買
主
が
商
人
の
ユ
ダ
ヤ
の
信
念
に
つ
い
て
錯
誤
に
陥
っ
た
。
求
職
者

ま
た
は
商
人
は
契
約
の
相
手
方
が
非
妊
娠
者
を
雇
用
し
、
ま
た
は
ユ

ダ
ヤ
人
以
外
の
者
か
ら
買
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
。

（
ｂ
）
相
手
方
の
責
任

相
手
方
が
瑕
疵
を
惹
起
し
（
�
―
七：

二
〇
一
条
ｂ
�
〜
�
）
ま

た
は
同
じ
錯
誤
に
陥
っ
て
い
る
場
合
（
�
―
七：

二
〇
一
条
ｂ
�
）

に
の
み
取
消
は
可
能
で
あ
る
。
共
通
参
照
枠
に
対
す
る
主
た
る
批
判

点
の
一
つ
は
、
こ
れ
が
表
示
錯
誤
お
よ
び
伝
達
錯
誤
の
場
合
に
一
度

も
取
消
が
こ
の
場
合
実
際
に
排
除
さ
れ
る
事
例
で
は
な
い
こ
と
に
あ

（
５４
）

る
。

し
か
し
動
機
錯
誤
の
場
合
も
数
多
く
の
不
明
確
な
点
が
あ

（
５５
）

る
。
取

消
可
能
性
の
制
限
は
、
相
手
方
の
信
頼
お
よ
び
取
引
を
保
護
す
る
と

い
う
目
的
に
資
す
る
。
そ
れ
故
に
、
様
々
な
法
秩
序
に
よ
っ
て
錯
誤

の
重
要
性
の
た
め
の
標
識
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
相
手
方
の

義
務
の
違
反
は
こ
の
意
味
の
重
要
性
と
必
ず
し
も
関
係
は
な
い
。
そ

れ
に
よ
っ
て
い
ず
れ
に
せ
よ
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
移
転
す

（
５６
）

る
。
契
約
の
相

手
方
が
ま
だ
全
く
財
産
的
処
分
を
し
て
い
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
適

時
に
教
示
さ
れ
た
錯
誤
の
場
合
は
、
共
通
参
照
枠
の
考
え
方
は
疑
わ

し
い
。
こ
の
場
合
錯
誤
者
を
契
約
に
固
執
さ
せ
る
こ
と
は
恣
意
的
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

（
５７
）

る
。

さ
ら
に
取
消
を
制
限
す
る
目
的
が
共
通
参
照
枠
に
よ
り
一
般
的
に

達
成
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
非
交
渉
的
な
作
為
、
不
作
為

を
含
む
総
て
の
錯
誤
の
原
因
が
�
―
七：

二
〇
一
条
一
項
ｂ
�
に
含

ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
限
界
が
あ
ま
り
に
も
広
く
引
か
れ
る
こ
と
に
な

ろ
（
５８
）

う
。
上
記
の
事
例
に
お
い
て
は
、
妊
婦
な
い
し
ユ
ダ
ヤ
人
の
商
人

が
、
使
用
者
な
い
し
買
主
が
そ
の
性
質
に
つ
い
て
錯
誤
に
陥
っ
た
こ

と
を
な
ん
ら
か
の
方
法
で
（
共
同
で
）
惹
起
し
た
と
す
れ
ば
そ
れ
で

十
分
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
か
よ
う
に
広
い
惹
起
の
責
任
に
お
い
て
は

も
と
も
と
詐
欺
に
よ
る
取
消
の
た
め
に
は
も
は
や
固
有
の
適
用
領
域

は
残
ら
な

（
５９
）

い
。

同
様
に
情
報
提
供
義
務
違
反
に
よ
る
取
消
（
�
―
七：

二
〇
一
条

一
項
ａ
�
）
も
ま
た
広
す
ぎ
る
。
事
例：

自
動
車
商
は
プ
ロ
の
買
主

に
す
ら
毎
年
新
し
い
モ
デ
ル
が
発
売
さ
れ
る
と
い
っ
た
ご
く
当
た
り

前
の
こ
と
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
�
―
七：

二
〇
一
条
参
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（
６０
）

照
）。
そ
れ
か
ら
取
消
権
が
生
じ
う
る
の
で
あ
ろ
う
か

（
６１
）

？

（
ｃ
）
錯
誤
者
の
責
任
と
危
険

上
記
の
事
例
を
相
当
に
解
決
す
る
た
め
に
�
―
七：

二
〇
一
条
２

（
６２
）

ｂ
の
一
般
条
項
を
貫
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
錯

誤
者
が
誤
り
の
危
険
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
取
消

は
排
除
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
私
見
に
よ
れ
ば
、
共
通
参
照
枠
に
お

い
て
は
重
要
な
錯
誤
事
例
を
十
分
に
明
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
錯
誤
の
免
責
可
能
性
が
な
い

場
合
の
取
消
の
排
除
（
�
―
七：

二
〇
一
条
２
ａ
）
に
は
異
議
が
述

べ
ら
れ
え
な
い
。

（
３
）

法
律
効
果

（
ａ
）
取
消

重
要
な
錯
誤
は
合
意
に
よ
り
変
更
し
得
る
（
�
―
七：

二
一
五
条

二
項
）
取
消
権
に
導
く
。
そ
れ
は
可
変
的
な
期
間
内
に
（
�
―
七：

二
一
〇
条
）
契
約
の
相
手
方
に
対
す
る
意
思
表
示
に
よ
り
行
使
さ
れ

（
�
―
七：

二
〇
九
条
）、
承
認
に
よ
り
消
滅
す
る
（
�
―
七：

二

一
一
条
）。

（
ｂ
）
一
部
取
消

錯
誤
が
契
約
の
個
々
の
部
分
に
の
み
関
わ
る
場
合
は
、
取
消
は
原

則
と
し
て
瑕
疵
あ
る
契
約
の
部
分
に
制
限
さ
れ
る
（
�
―
七：

二
一

三
条
）。
こ
の
ル
ー
ル
は
誤
っ
て
い

（
６３
）

る
。
部
分
的
錯
誤
は
問
題
と
な

ら
な
い
。
契
約
の
分
割
可
能
性
も
ま
た
問
題
と
は
な
ら
な

（
６４
）

い
。
む
し

ろ
残
っ
て
い
る
契
約
の
残
余
が
耐
え
う
る
計
算
の
基
礎
を
有
す
る
か

ど
う
か
の
み
が
決
定
的
と
な
り
う
る
。

（
ｃ
）
取
消
権
は
解
約
権
を
保
証
し
な
い

取
消
権
は
共
通
参
照
枠
に
従
っ
て
も
ま
た
解
約
権
で
は
な
い
。
契

約
の
相
手
方
は
錯
誤
者
を
常
に
本
来
意
図
し
た
も
の
に
固
執
さ
せ
る
。

こ
の
簡
単
な
考
え
が
ど
の
よ
う
に
回
り
く
ど
く
定
式
化
さ
れ
る
か
は

驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
（
�
―
七：

二
〇
三
条
一
項
、
二
項
）。
そ

れ
に
際
し
て
主
た
る
問
題
は
全
く
影
響
を
受
け
な
い
。
す
な
わ
ち
こ

れ
は
そ
の
ル
ー
ル
が
動
機
錯
誤
の
場
合
に
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
う

る
か
に
あ
る
。
内
容
の
錯
誤
に
つ
い
て
の

（
６５
）

み
実
行
し
う
る
ル
ー
ル
を

意
識
し
て
定
立
し
た
か
ど
う
か
は
確
か
で
な
い
。

（
ｄ
）
契
約
適
合

双
方
的
動
機
錯
誤
の
場
合
（
�
―
七：

二
〇
一
条
一
項
ｂ
�
）
当

事
者
の
一
方
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
裁
判
上
の
契
約
適
合
が
な
さ
れ

る
（
�
―
七：

二
〇
三
条
三
項
）。
そ
れ
と
と
も
に
新
し
い
ド
イ
ツ

民
法
（
三
一
三
条
一
項
お
よ
び
二
項
）
と
は
異
な
り
、
双
方
的
錯
誤

と
後
発
的
な
行
為
基
礎
の
喪
失
（
�
―
一：

一
一
〇
条
）
は
様
々
な

箇
所
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
体
系
的
な
理
由
か
ら
は
批
判
さ

れ
え
な
い

（
６６
）

が
、
そ
の
限
り
で
客
観
的
な
理
由
を
み
う
る
こ
と
な
し
に

様
々
な
法
律
効
果
に
も
ま
た
導
い

（
６７
）

た
。

（
４
）

競
合

（
ａ
）
損
害
賠
償
と
の
競
合

錯
誤
者
の
た
め
の
取
消
と
損
害
賠
償
が
契
約
締
結
上
の
過
失
の
原

則
に
従
っ
て
結
合
さ
れ
る
こ
と
（
�
―
七：

２
０
４
条
）
は
新
し
い

意思欠缺の法的取扱い
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
批
判
な

し
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
者
は
契
約
の
優
位
を
支

持
（
６８
）

し
、
ま
た
あ
る
者
は
契
約
締
結
上
の
過
失
の
優
位
を
説

（
６９
）

く
。
こ

の
原
理
的
な
批
判
は
純
粋
に
学
問
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ

は
そ
の
ル
ー
ル
が
実
務
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示

（
７０
）

す：

錯
誤
者
が
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
（
�
―
七：

二
〇
四
条

二
項
）、
同
様
に
義
務
違
反
が
存
在
す
る
場
合
に
契
約
補
完
的
な
損

害
賠
償
が
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
因
果
関
係
お
よ
び
損
害
の
算
定
が

問
題
に
な

（
７１
）

る
。
契
約
が
義
務
違
反
な
し
に
い
か
な
る
内
容
を
も
っ
て

締
結
さ
れ
た
か
を
ど
う
し
て
信
頼
を
も
っ
て
い
え
る
の
か
。
財
産
的

な
不
利
益
が
ど
の
よ
う
に
し
て
計
算
さ
れ
る
の
か
。
最
後
に
契
約
と

は
無
関
係
な
損
害
に
導
く
動
機
錯
誤
の
場
合
に
い
か
に
あ
る
べ
き
な

の
か
。

効
果
豊
か
に
生
じ
た
取
消
に
付
加
さ
れ
る
、
そ
れ
と
は
分
離
し
た

損
害
賠
償
は
、
取
消
権
者
に
共
働
過
失
が
あ
る
場
合
は
常
に
問
題
を

生
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
損
害
分
担
の
原
則
は
錯
誤
の
事
例
に
は
適
合

し
な
い
か
ら
で
あ

（
７２
）

る
。

（
ｂ
）
消
費
者
法
と
の
競
合

共
通
参
照
枠
の
錯
誤
規
定
の
傾
向
は
取
消
可
能
性
の
制
限
に
あ
る
。

こ
れ
は
巨
大
化
し
た
世
界
経
済
に
お
け
る
国
際
的
な
商
取
引
の
要
求

で
あ
る
。
出
発
点
に
お
い
て
従
来
錯
誤
規
定
の
消
費
者
法
と
の
調
和

は
成
功
し
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
の
一
つ
の
事
例
を
我
々
は
自
動
車
売
買
に
お
け
る
情
報

提
供
義
務
に
よ
っ
て
す
で
に
み

（
７３
）

た
。
明
ら
か
に
電
子
商
取
引
の
た
め

に
の
み
意
味
あ
る
規
定
が
不
当
に
も
一
般
化
さ
れ
て
い
る
�
―
七：

二
〇
一
条
一
項
ｂ
�
の
第
二
選
択
肢
が
更
な
る
事
例
を
持
ち
出

（
７４
）

す
。

両
事
例
で
は
消
費
者
法
的
な
借
用
が
商
取
引
を
危
殆
化
す
る
。

制
限
的
な
、
商
法
的
に
刻
印
さ
れ
た
錯
誤
規
定
が
逆
に
消
費
者
保

護
を
危
殆
化
す
る
こ
と
は
も
っ
と
重
大
な
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、

消
費
者
が
錯
誤
に
陥
っ
た
と
し
て
も
結
果
的
に
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
常
に
そ
う
で
あ
る
。
消
費
者
は
そ
の
場
合
期
間
に
か

か
る
取
消
権
を
最
初
は
行
使
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
結
局
彼
が
錯
誤
に

気
づ
い
た
と
き
は
遅
す
ぎ
る
。
こ
れ
は
消
費
者
の
錯
誤
が
事
業
者
に

よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
と
き
は
常
に
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

（
７５
）

る
。

４

結
語

意
思
欠
缺
は
共
通
参
照
枠
の
考
え
に
よ
れ
ば
長
期
的
な
展
望
の
も

と
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
当
面
提
案
は
そ
れ
を
今
法
律
上

採
用
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
い
う
な
お
数
多
く
の
弱
点
を
有
し

て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
私
法
の
統
一
は
、
そ
れ
が
実
際
上
用
い
う

る
法
秩
序
に
成
長
す
る
ま
で
な
お
若
干
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
実
証
さ
れ
た
考
え
を
修
正
す
る
こ
と
が
今
や
賢
明
で
あ

ろ
う
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
契
約
志
向
的
な
規
定
が
今
日
の
取
引
の

要
請
に
適
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
の
日
本
の
民
法
の
原
案
は
こ
の

道
を
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
私
は
締
め
く
く
り
と
し
て
そ
の

一
・
五
・
一
三
条
に
つ
い
て
若
干
の
注
釈
を
加
え
た
い
。

そ
の
一
項
と
二
項
は
ド
民
一
一
九
条
に
相
当
す
る
。
か
く
し
て
内

容
の
錯
誤
、
表
示
の
錯
誤
お
よ
び
性
質
錯
誤
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
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し
、
ド
イ
ツ
の
通
説
と
は
異
な

（
７６
）

り
性
質
錯
誤
は
動
機
錯
誤
と
し
て
で

は
な
く
、
内
容
の
錯
誤
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
こ
の
取
消
可
能
性
の
制

限
は
私
に
は
必
要
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
取
引
上
の
重
要
性
と

い
う
標
識
は
む
し
ろ
柔
軟
か
つ
実
務
上
用
い
う
る
性
質
錯
誤
の
適
用

を
許
容
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ド
イ
ツ
の
一
一
〇
年
の
経
験
で
ド
民

一
一
九
条
二
項
に
つ
き
重
大
な
問
題
は
生
じ
な
い
。

一
・
五
・
一
三
条
三
項
が
規
定
す
る
当
事
者
の
責
任
の
標
準
に

従
っ
た
取
消
の
制
限
は
伝
統
的
に
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か

し
、
共
通
錯
誤
（
３
ｄ
）
が
特
別
の
法
律
効
果
を
必
要
と
す
る
か
ど

う
か
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
こ
の
た
め
に
今
日
契
約
適
合
が
好
ま
れ
て
い

（
７７
）

る
。
さ
ら
に
取
消
の

相
手
方
に
損
害
賠
償
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。（
ド
民
一
二
二
条
の
よ
う
な
）
信
頼
責
任
ま
た
は
契

約
締
結
上
の
過
失
責
任
が
観
察
に
現
れ

（
７８
）

る
。

私
に
は
取
り
消
し
の
主
張
が
第
三
者
に
対
し
て
原
則
的
に
排
除
さ

れ
る
と
す
る
一
・
五
・
一
三
条
四
項
は
実
際
的
で
な
い
よ
う
に
み
え

る
。
こ
れ
は
数
多
く
の
効
果
上
の
問
題
を
伴
う
取
消
の
相
対
効
に
導

（
７９
）

く
。
相
対
効
は
法
律
行
為
に
対
す
る
当
事
者
の
権
限
を
正
当
に
確
定

す
る
場
合
に
は
い
つ
で
も
不
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
の
場
合
第

三
者
は
他
人
の
法
律
行
為
の
効
果
を
受
け
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、

ま
た
は
第
三
者
が
法
律
行
為
に
関
与
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
保
護

さ
れ
る
か
の
い
ず
れ
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
特
に
私
は
、
一
・
五
・
一
五
条
（
不
実
表
示
）
が
一
・

五
・
一
三
条
と
一
・
五
・
一
六
条
（
詐
欺
）
の
間
に
置
か
れ
る
こ
と

に
そ
も
そ
も
意
味
が
あ
る
か
疑
問
に
思
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の

場
合
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
錯
誤
論
（
一
・
五
・
一
三
条
お
よ
び
一

六
条
）
お
よ
び
英
米
法
的
な
錯
誤
論
（
不
実
表
示
）
が
混
同
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
は
体
系
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
た
め
に

問
題
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

注（１
）

Scherm
aier,

Z
E
uP

１９９８
S.６０

ff.;
Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,Stoerungen
der

W
illensbildung

bei
V
er-

tragsschluss,２００７
,S.１

ff.[E
rnst].

（
２
）

R
anieri,

E
uropaeisches

O
bligationenrecht,３

.A
ufl.,

２００９
,S.９５４

f.;
Jansen／Z

im
m
erm

ann,
A
cP

２１０
,
S.１９６

,

２２９
.

（
３
）

P
rot..

I,
S.１７１

.

そ
れ
に
つ
き
、von

T
uhr,

D
er

A
llge-

m
eine

T
eil

des
D
eutschen

B
uergerlichen

R
echts

B
d.

II／１
１９１４

,S.１９６
,２２９

.

（
４
）

B
asedow

（H
rsg.

）,E
uropaeische

V
ertragsverein-

heitlichung
und

deutsches
R
echt,２０００

,
S.８５

,９４
[M

.

W
olf].

﹇
半
田
他
訳
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
契
約
法
へ
の
道
（
二

〇
〇
四
年
）
一
二
三
頁
﹇
松
尾
弘
訳
﹈﹈

（
５
）

V
gl.B

asedow

（H
rsg.

）,E
uropaeische

V
ertragsvere-

inheitlichung
und

deutsches
R
echt,２０００

,
S.８５

,８７
ff.

[M
.

W
olf].

﹇
半
田
他
訳
・
前
掲
書
一
一
七
頁
以
下
﹇
松
尾

訳
﹈﹈

意思欠缺の法的取扱い
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（
６
）

M
.
W

olf,
a.a.O

.,
S.８９

f.

に
よ
れ
ば
、
表
示
説
の
こ
の
種

類
は
、
ド
民
一
一
九
条
二
項
（
旧
草
案
）
の
取
消
し
の
制
限
が

相
手
方
の
認
識
に
か
か
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ド

イ
ツ
民
法
典
で
実
現
し
な
か
っ
た
。
私
は
こ
れ
が
誤
っ
て
い
る

と
思
う：
表
示
説
は
、
そ
の
二
項
が
認
識
し
た
こ
と
な
い
し
認

識
し
た
に
違
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
扱
い
を
す
る
、

ド
民
一
二
二
条
に
お
い
て
始
め
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
７
）

一
九
世
紀
末
の
議
論
の
状
況
は
、W

indscheid／K
ipp,

L
ehrbuch

des
P
andektenrechts,

B
d.

I,９
.
A
ufl.,１９０６

,

para.７５
F
n.１

a

（S.３７６
ff.

）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。V

on

T
uhr,D

er
A
llgem

eine
T
eil

des
D
eutschen

B
uergerli-

chen
R
echts

B
d.

II／１
１９１４

,
S.５５１

ff.

も
ま
た
理
解
に
役

立
つ
。

（
８
）

Jhering,
JJ

B
d.４

（１８６１

）,S.
ff.

は
、
契
約
締
結
上
の
過

失
を
表
示
の
相
手
方
が
損
害
賠
償
を
得
る
か
ど
う
か
の
問
題
の

た
め
に
展
開
し
た
。
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、Z

im
m
er-

m
ann

（H
rsg.

）,Stoerungen
der

W
illensbildung

bei

V
ertragsschluss,２００７

,S.１
,２２

[E
rnst]

も
ま
た
参
照
。

（
９
）

von
Savigny,System

B
d.３

,S.９８
ff.

に
よ
り
、
同
書S.

２６３
ff.

に
反
し
て
、
同B

eilage,
V
III,

S.４４０
ff.

と
と
も
に
、

不
真
正
―
ま
た
は
真
正
錯
誤
と
し
て
学
説
に
導
入
さ
れ
た
。
そ

れ
に
従
う
も
の：

W
indscheid／K

ipp,L
ehrbuch

des
P
an-

dektenrechts,
B
d.

I,９
.
A
ufl.,１９０６

,
para.７６

F
n.１

（S.

３８５
ff.

）.

（
１０
）

議
論
の
中
心
に
は
、Z

itelm
ann,

Irrtum
und

R
echts-

geschaeft,
eine

psychologisch-
juristische

U
nter-

suchung,１８７９

が
あ
っ
た
。

（
１１
）

そ
れ
は
二
〇
〇
九
年
の
日
本
民
法
草
案
（
一
・
五
・
一
三

条
）
の
基
礎
に
も
な
っ
て
い
る
。

（
１２
）

B
asedow

（H
rsg.

）,E
uropaeische

V
ertragsverein-

heitlichung
und

deutsches
R
echt,２０００

,S.８５
,９０

f.[M
.

W
olf]

﹇
半
田
他
訳
・
前
掲
書
一
二
〇
頁
以
下
﹇
松
尾
訳
﹈﹈
の

指
摘
は
正
し
い
。

（
１３
）

一
方
的
な
法
律
行
為
に
お
い
て
は
、
客
観
的
な
危
険
の
限
界

づ
け
が
必
要
で
あ
る
。

（
１４
）

し
か
し
そ
れ
に
つ
き
、W

indel,
A
cP

１９９
,

S.
４２１

ff.;

ders.,
JU

R
A
-
Sonderheft

Z
w
ischenpruefung,２００４

,
S.

１６
ff.

参
照
。

（
１５
）

下
記IV

.a.E
.

（
１６
）

強
迫
に
関
す
る
ド
民
一
二
三
条
と
の
関
係
も
ま
た
議
論
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
場
合
通
説
は
、
強
迫
者
が
被
強
迫
者
が
表
示
さ

れ
た
こ
と
を
そ
も
そ
も
欲
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

る
場
合
は
、
ド
民
一
一
六
条
二
文
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
私
は
、
ド
民
一
二
三
条
が
特
別
規
定
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
と
い
う
立
場
を
と
り
た
い
。

（
１７
）

B
asedow

（H
rsg.

）,E
uropaeische

V
ertragsverein-

heitlichung
und

deutsches
R
echt,２０００

,
S.８５

,９０
[M

.

W
olf].

﹇
半
田
他
訳
・
前
掲
書
一
二
〇
頁
﹇
松
尾
訳
﹈﹈

《講 演》
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（
１８
）

そ
れ
に
つ
き
、II.２

a.dd.

参
照
。

（
１９
）

B
asedow

（H
rsg.

）,E
uropaeische

V
ertragsverein-

heitlichung
und

deutsches
R
echt,２０００

,
S.８５

,８９
[M

.

W
olf]

﹇
半
田
他
訳
・
前
掲
書
一
一
九
頁
﹇
松
尾
訳
﹈﹈
参
照
。

（
２０
）

B
G
H
,N

JW
２０００

,S.３１２７
,３１２８

参
照
。

（
２１
）

例
え
ば
、B

asedow

（H
rsg.

）,
E
uropaeische

V
er-

tragsvereinheitlichung
und

deutsches
R
echt,２０００

,
S.

８５
,９５

[M
.W

olf].
﹇
半
田
他
訳
・
前
掲
書
一
二
四
―
一
二
五
頁

﹇
松
尾
訳
﹈﹈

（
２２
）

Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,
Stoerungen

der
W

illens-

bildung
bei

V
ertragsschluss,２００７

,
S.１６３

,１７９
f.

[G
ri-

goleit].

（
２３
）

P
rot.I,S.１７８

.

（
２４
）

そ
れ
に
つ
き
、von

T
uhr,

D
er

A
llgem

eine
T
eil

des

D
eutschen

B
uergerlichen

R
echts

B
d.

II,
／
１

１９１４
,
S.

５７３
ff.

お
よ
び
本
稿II.２

.d.aa.

（
２５
）

表
示
意
思
の
欠
缺
は
ラ
イ
ヒ
司
法
省
委
員
会
に
よ
り
言
及
さ

れ
て
い
る
が
（P
rot.R

JA
,S.６５

,６７

）、
い
か
な
る
解
決
も
与

え
ら
れ
て
い
な
い
。

（
２６
）

A
G

L
ahr,N

JW
２００５

,S.９９１
ff.

（
２７
）

L
G

H
anau,N

JW
１９７９

,S.７２１
.

（
２８
）

O
L
G

H
am

m
,N

JW
２００４

,S.２６０１
.

（
２９
）

B
G
H
,N

JW
２００５

,S.９７６
f.

（
３０
）

指
導
的
判
例：

B
G
H
Z
９１

,
S.３２４

,３２７
ff.＝

N
JW

１９８４
,

S.２２７９
,２２８０

﹇
反
対：

C
anaris,ebd.,S.２２８１

f.

﹈.

そ
れ
に

従
う
も
の：

B
G
H
Z
１０９

,S.１７１
,１７７

;B
G
H
,N

JW
２００２

,
S.

３６３
,３６５

;
B
G
H
,
N
JW

２００２
,
S.２３２５

,２３２７
;
B
G
H
,
N
JW

２００６
,S.３７７７

,３７７８
R
n.１９

.

（
３１
）

上
記II.l.c.

（
３２
）

R
G
Z
６２

,S.２０１
,２０５

.

（
３３
）

B
G
H
,
N
JW

１９９５
,
S.９５３

.

同
様
に
否
定
的
な
も
の：

Jau-

ernig,B
G
B
,１３

.A
ufl.２００９

,vor
para.１１６

R
n.５

.

（
３４
）

更
に
異
な
っ
た
非
常
に
複
雑
な
も
の
と
し
て
、
フ
ル
ー
メ
の

契
約
上
前
提
さ
れ
た
あ
る
べ
き
性
質
に
関
す
る
錯
誤
が
あ
る
。

（
３５
）

よ
り
狭
く
捉
え
る
も
の：

F
lum

e,A
llgem

einer
T
eil

des

B
uergerlichen

R
echts,

B
d.

II.３
.
A
uflage

１９７９
,
para.

２４
,４

;B
G
H
Z
８８

,S.２４０
,２４６

.

（
３６
）

R
anieri,

E
uropaeisches

O
bligationenrecht,３

.
A
ufl.

２００９
,S.９５４

ff.

は
、
は
っ
き
り
し
た
立
場
を
と
る
。

（
３７
）

Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,
Stoerungen

der
W

illens-

bildung
bei

V
ertragsschluss,２００７

,S.３５
ff.[F

leischer].

（
３８
）

R
G
Z
６２

,S.２０１
,２０６

.

（
３９
）

von
T
uhr,

D
er

A
llgem

einer
T
eil

des
D
eutschen

B
uergerlichen

R
echts,B

d.II／１
,１９１４

,S..５８６
.

（
４０
）

L
eenen,JU

R
A

１９９１
,S.３９３

,３９７
.

（
４１
）

ド
民
一
二
二
条
二
項
の
事
例
と
し
てO

L
G

M
uenchen,

N
JW

２００３
,
S.３６７

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
件
で
は
そ
の
規
範

が
看
却
さ
れ
、
ド
民
二
四
二
条
の
適
用
が
誤
っ
て
検
討
さ
れ
て

意思欠缺の法的取扱い
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い
る
。

（
４２
）

B
G
H
Z
４０

,S.６５

（N
JW

１９９６
,S.１４６７

を
も
参
照
）.

（
４３
）

B
G
H
Z
１１３

,S.４８
.

（
４４
）

B
G
H
Z
,
N
JW

１９９８
,
S.３１９２

ff.：

こ
の
場
合
ド
民
二
八
〇

条
一
項
ま
た
は
ド
民
二
四
二
条
に
基
づ
く
許
さ
れ
な
い
権
利
行

使
の
評
決
の
み
が
観
察
に
現
れ
る
。

（
４５
）

R
G
Z
１０５

,S.４０６
.

（
４６
）

V
gl.

Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,Stoerungen
der

W
il-

lensbildung
bei

V
ertragsschluss,

２００７
,
S.

１６３
,
１８９

（G
rigoleit

）.

（
４７
）

B
G
H
,N

JW
１９７５

,S.５６５
ff.

（
４８
）

上
記II.１

.a.

（
４９
）

上
記II.１

.b.

（
５０
）

例
え
ば
、Z

im
m
erm

ann

（H
rsg.

）,
Stoerungen

der

W
illensbildung

bei
V
ertragsschluss,２００７

,
S.１６３

,１６６

f.[G
rigoleit]

は
肯
定
的
で
あ
る
。

（
５１
）

Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,
Stoerungen

der
W

illens-

bildung
bei

V
ertragsschluss,２００７

,S.１
,３３

f.[E
rnst].

（
５２
）

Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,
Stoerungen

der
W

illens-

bildung
bei

V
ertragsschluss,２００７

,S.１
,３１

[E
rnst].

（
５３
）

B
asedow

（H
rsg.

）,E
uropaeische

V
ertragsverein-

heitlichung
und

deutsches
R
echt,２０００

,S.８５
,９７

f.[M
.

W
olf].

﹇
半
田
他
訳
・
前
掲
書
一
二
六
頁
以
下
﹇
松
尾
訳
﹈﹈

（
５４
）

Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,
Stoerungen

der
W

illens-

bildung
bei

V
ertragsschluss,２００７

,
S.１

,３１
[E

rnst];

H
arke,

Z
E
uP

２００６
,
S.３２６

,３２８

は
、（P

E
C
L

に
関
し
て
）

も
は
や
い
か
な
る
適
用
事
例
も
見
な
い
。

（
５５
）

II

―７:２０１

（１

）（b
i

お
よ
びii

）
の
定
式
化
に
お
け
る
区
別：

「
錯
誤
を
惹
起
し
た
」
―
「
契
約
が
錯
誤
に
よ
り
締
結
さ
れ
る

こ
と
を
惹
起
し
た
」
も
ま
た
参
照
（
そ
れ
に
つ
きJansen／

Z
im

m
erm

ann,A
cP

２１０
,S.１９６

,２４５

）。

（
５６
）

Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,
Stoerungen

der
W

illens-

bildung
bei

V
ertragsschluss,２００７

,
S.１６３

,１７８
ff.

[G
ri-

goleit].

し
か
し
、
同
書
は
、
明
ら
か
に
そ
の
概
念
を
外
因
性

の
錯
誤
に
つ
い
て
認
め
る
。Jansen／Z

im
m
erm

ann,
A
cP

２１０
,S.１９６

,２４１
f.

は
区
別
な
く
認
め
る
。

（
５７
）

そ
の
限
り
で
、Z

im
m
erm

ann

（H
rsg.

）,
Stoerungen

der
W

illensbildung
bei

V
ertragsschluss,

S.１６３
,１７７

f.

[G
rigoleit]

も
ま
た
そ
の
概
念
に
反
対
す
る
。B

asedow

（H
rsg

.

）,
E
uropaeische

V
ertragsvereinheitlichung

und
deutsches

R
echt,２０００

,S.８５
,１０３

f.
[M

.
W

olf]

﹇
半

田
他
訳
・
前
掲
書
一
三
一
頁
以
下
﹇
松
尾
訳
﹈﹈
は
異
な
っ
た

見
解
で
あ
る
。

（
５８
）

Jansen／Z
im

m
erm

ann,A
cP

２１０
,S.１９６

,２４４
f.

（
５９
）

V
gl.Z

im
m
erm

ann

（H
rsg.

）,Stoerungen
der

W
il-

lensbildung
bei

V
ertragsschluss,

２００７
,

S.
１
,
３０

f.

[E
rnst].

（
６０
）

Jansen／Z
im

m
erm

ann,A
cP

２１０
,S.１９６

,２４２

に
よ
る
。
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（
６１
）

こ
れ
はD

C
F
R

に
お
け
る
錯
誤
法
と
消
費
者
保
護
法
と
の
不

十
分
な
調
和
の
一
例
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
き
な
おIII.４

.b.
（
６２
）

そ
れ
に
つ
き
さ
ら
に

B
asedow

（H
rsg.

）,E
uropaeische

V
ertragsvereintlichung

und
deutsches

R
echt,２０００

,S.

８５
,１０４

f.
[M

.
W

olf].

﹇
半
田
他
訳
・
前
掲
書
一
三
二
頁
以
下

﹇
松
尾
訳
﹈﹈

（
６３
）

特
にZ

im
m
erm

ann

（H
rsg.

）,Stoerungen
der

W
illen-

serklaerung
bei

V
ertragsschluss,２００７

,
S.１６３

,１８１
f.

[G
rigoleit]

も
同
様
で
あ
る
。

（
６４
）

し
か
し
、G

rigoleit,a.a.O
.

は
こ
れ
を
支
持
す
る
。

（
６５
）

Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,
Stoerungen

der
W

illens-

bildung
bei

V
ertragsschluss,２００７

,
S.１６３

,１８５
f.

[G
ri-

goleit]

は
こ
れ
に
制
限
す
る
。
本
論
文
は
さ
ら
な
る
不
明
瞭

さ
も
指
示
す
る
。

（
６６
）

そ
れ
に
つ
き
詳
し
く
は
、W

indel,
D
ie

M
odernisierung

des
deutschen

Schuldrechts

―aeusseres
und

inneres

System
,Z

JapR
／JJapL

-Sonderheft

（２０１１

）,sub
II.１

.a.

（
６７
）

Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,
Stoerungen

der
W

illens-

bildung
bei

V
ertragsschluss,２００７

,
S.１６３

,１８７
[G

rigo-

leit]
;
R
anieri,

E
uropaeisches

O
bligationenrecht,

３
.

A
ufl.,２００９

,S.１０６３
ff.,bes.１０３７

は
批
判
的
で
あ
る
。

（
６８
）

Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,
Stoerungen

der
W

illens-

bildung
bei

V
ertragsschluss,２００７

,
S.１６３

,１６８
f.

[G
ri-

goleit].

（
６９
）

H
arke,Z

E
uP

２００６
,S.３２６

ff.

（
７０
）

私
に
は
、Jansen／Z

im
m
erm

ann,A
cP

２１０
,S.１９６

,２４７

に
よ
る

II

―７
:２０４

（１
b

）
の
批
判
は
不
適
切
で
あ
る
よ
う
に

み
え
る
。

（
７１
）

詳
し
く
は
、Z

im
m
erm

ann

（H
rsg.

）,Stoerungen
der

W
illensbildung

bei
V
ertragsschluss,２００７

,
S.１６３

,１８２

ff.[G
rigoleit].

（
７２
）

Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,
Stoerungen

der
W

illens-

bildung
bei

V
ertragsschluss,２００７

,
S.１６３

,１８９
[G

rigo-

leit]

な
ら
び
に
上
記II.２

.d.cc.（
ル
ー
ブ
ル
の
事
例
）.

（
７３
）

上
記III.１

.b.

（
７４
）

そ
れ
に
つ
き
、Jansen／Z

im
m
erm

ann,A
cP

２１０
,S.１９６

,

２４３
f.

（
７５
）

こ
の
状
況
に
つ
き
、Jansen／Z

im
m
erm

ann,A
cP

２１０
,S.

１９６
,２４５

.

（
７６
）

上
記II.２

.a.ee.

（
７７
）

上
記II.２

.d.cc.

な
ら
び
にII.３

.d.

（
７８
）

日
本
で
は
判
例
は
、
契
約
の
中
途
挫
折
の
場
合
に
契
約
締
結

上
の
過
失
責
任
を
認
め
る
が
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
契
約
責
任
と

し
て
の
契
約
締
結
上
の
過
失
責
任
を
認
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
不
法
行
為
責
任
（
と
し
て
の
契
約
締
結
上
の
過
失
責

任
）
を
認
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
﹇
訳
者
注
﹈。

（
７９
）

上
記II.２

.a.dd.

の
パ
ラ
レ
ル
比
較
参
照
。
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﹇
参
照
条
文
﹈

ド
民
一
〇
五
条
（
意
思
表
示
の
無
効
）「（
１
）
行
為
無
能
力
者
の
意

思
表
示
は
無
効
で
あ
る
。（
２
）
無
意
識
ま
た
は
精
神
活
動
の
一

時
的
障
害
の
状
況
の
も
と
で
な
さ
れ
た
意
思
表
示
も
ま
た
無
効
で

あ
る
。」

ド
民
一
一
六
条
（
心
裡
留
保
）「
意
思
表
示
は
、
表
意
者
が
、
表
示

さ
れ
た
こ
と
を
欲
し
な
い
こ
と
を
内
心
に
留
保
し
た
と
い
う
理
由

で
無
効
と
は
な
ら
な
い
。
そ
の
表
示
は
、
そ
れ
が
相
手
方
に
表
示

さ
れ
、
か
つ
そ
の
者
が
そ
の
留
保
を
知
っ
て
い
た
場
合
に
無
効
と

な
る
。」

ド
民
一
一
七
条
（
外
観
行
為
）「（
１
）
相
手
方
に
な
さ
れ
た
意
思
表

示
が
そ
の
同
意
の
も
と
に
外
観
上
の
み
で
あ
る
場
合
は
、
無
効
で

あ
る
。（
２
）
外
観
行
為
に
よ
り
他
の
法
律
行
為
が
隠
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
隠
さ
れ
た
法
律
行
為
に
適
用
さ
れ
る
規
定
が
適
用
さ

れ
る
。」

ド
民
一
一
八
条
（
真
摯
さ
の
欠
落
）「
真
摯
さ
の
欠
落
が
誤
認
さ
れ

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
で
な
さ
れ
た
、
真
摯
に
意
図
さ
れ
な

か
っ
た
意
思
表
示
は
無
効
で
あ
る
。」

ド
民
一
一
九
条
（
錯
誤
に
よ
る
取
消
し
可
能
性
）「（
１
）
意
思
表
示

に
際
し
て
そ
の
内
容
に
つ
い
て
錯
誤
に
陥
り
、
ま
た
は
そ
の
内
容

の
表
示
を
そ
も
そ
も
な
す
意
思
の
な
か
っ
た
者
は
、
彼
が
事
実
状

態
を
知
り
、
か
つ
事
件
を
合
理
的
に
評
価
す
る
と
き
は
表
示
し
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
そ
の
表
示
を
取
り
消
し
う
る
。

（
２
）
表
示
の
内
容
に
関
す
る
錯
誤
と
し
て
、
取
引
上
重
要
と
み

な
さ
れ
る
人
ま
た
は
物
の
性
質
に
関
す
る
錯
誤
も
含
ま
れ
る
。」

ド
民
一
二
〇
条
（
誤
っ
た
伝
達
に
よ
る
取
消
可
能
性
）「
伝
達
に
携

わ
る
者
ま
た
は
施
設
に
よ
り
誤
っ
て
伝
達
さ
れ
た
意
思
表
示
は
、

一
一
九
条
に
よ
る
錯
誤
に
よ
り
な
さ
れ
た
意
思
表
示
と
同
じ
要
件

の
も
と
で
取
り
消
さ
れ
う
る
。」

ド
民
一
二
一
条
（
取
消
し
期
間
）「（
１
）
一
一
九
条
、
一
二
〇
条
の

場
合
、
取
消
し
は
、
取
消
権
者
が
取
り
消
し
原
因
を
知
っ
た
と
き

か
ら
有
責
な
遅
滞
な
し
に
（
遅
滞
な
く
）
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

隔
地
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
取
消
し
は
、
取
消
し
の
表
示
が
遅
滞

な
く
送
付
さ
れ
た
と
き
に
、
適
時
に
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
。（
２
）
意
思
表
示
を
な
し
た
と
き
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
た

と
き
は
、
取
り
消
し
は
排
除
さ
れ
る
。」

ド
民
一
二
二
条
（
取
消
し
た
者
の
損
害
賠
償
義
務
）「（
１
）
意
思
表

示
が
一
一
八
条
に
よ
り
無
効
で
あ
り
、
ま
た
は
一
一
九
条
、
一
二

〇
条
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
表
意
者
は
、
表
示
が
相
手

方
に
な
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
は
、

第
三
者
に
、
相
手
方
ま
た
は
第
三
者
が
、
表
示
の
有
効
性
を
信
頼

し
た
こ
と
に
よ
り
被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
相
手
方
ま
た
は
第
三
者
が
表
示
が
有
効
で
あ
れ
ば
有
し

た
で
あ
ろ
う
利
益
の
額
を
超
え
え
な
い
。（
２
）
損
害
賠
償
義
務

は
、
被
害
者
が
無
効
ま
た
は
取
消
し
可
能
性
の
原
因
を
知
り
、
ま

た
は
過
失
に
よ
り
知
り
え
な
か
っ
た
と
き
（
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
き
）
は
、
生
じ
な
い
。」

ド
民
一
四
〇
条
（
無
効
行
為
の
転
換
）「
無
効
な
法
律
行
為
が
他
の

《講 演》
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法
律
行
為
の
要
件
を
満
た
す
と
き
は
、
無
効
で
あ
る
こ
と
を
知
り

な
が
ら
そ
の
有
効
性
が
意
図
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
そ
の
他
の
法
律
行
為
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
。」

ド
民
一
四
二
条
（
取
消
し
の
効
果
）「（
１
）
取
り
消
し
う
る
法
律
行

為
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
最
初
か
ら
無
効
で
あ
っ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
る
。」

ド
民
二
五
四
条
（
過
失
相
殺
）「（
１
）
損
害
の
発
生
に
際
し
て
被
害

者
の
過
失
が
共
同
作
用
し
て
い
る
と
き
は
、
損
害
賠
償
義
務
な
ら

び
に
給
付
さ
れ
る
べ
き
賠
償
の
範
囲
は
、
諸
事
情
、
な
い
し
そ
の

損
害
が
主
に
そ
の
一
方
ま
た
は
相
手
方
に
よ
り
ど
の
程
度
惹
起
さ

れ
た
か
に
依
存
す
る
。」

ド
民
三
一
三
条
（
行
為
基
礎
の
障
害
）「（
１
）
契
約
の
基
礎
に
な
っ

て
い
る
事
情
が
契
約
締
結
後
著
し
く
変
更
し
、
か
つ
当
事
者
が
こ

の
変
更
を
予
見
し
て
い
た
と
す
れ
ば
契
約
を
締
結
せ
ず
、
ま
た
は

異
な
っ
た
内
容
の
契
約
を
締
結
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
場
合
は
、
一

当
事
者
に
と
っ
て
個
々
の
事
例
の
総
て
の
事
情
、
特
に
契
約
上
ま

た
は
法
定
の
危
険
分
担
を
考
慮
し
て
、
変
更
さ
れ
な
い
契
約
へ
の

固
執
が
期
待
さ
れ
え
な
い
限
り
、
契
約
の
適
合
が
要
求
さ
れ
る
。

（
２
）
契
約
の
基
礎
と
な
っ
た
重
要
な
観
念
が
間
違
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
事
情
の
変
更
と
同
視
さ
れ
る
。

（
３
）
契
約
の
適
合
が
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
は
一
当
事
者
に

と
っ
て
期
待
し
え
な
い
と
き
は
、
不
利
益
を
受
け
る
当
事
者
は
契

約
を
解
除
し
う
る
。
継
続
的
契
約
関
係
の
場
合
は
、
解
除
権
に
代

え
て
告
知
権
が
生
じ
る
。」

共
通
参
照
枠
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）（
二
〇
〇
九
）

�
―
七：

二
〇
一
条
（
錯
誤
）「（
１
）
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
き
に
、

（
ａ
）
当
事
者
が
、
錯
誤
が
な
け
れ
ば
そ
の
契
約
を
締
結
せ
ず
、

ま
た
は
基
本
的
に
異
な
っ
た
内
容
で
の
み
契
約
を
締
結
し
、
か
つ

相
手
方
が
こ
の
こ
と
を
知
り
ま
た
は
知
る
こ
と
が
合
理
的
に
期
待

で
き
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
で
、
同
時
に
、（
ｂ
）
相
手
方
が

（
�
）
そ
の
錯
誤
を
惹
起
し
、（
�
）
相
手
方
が
そ
の
錯
誤
を
知

り
ま
た
は
知
る
こ
と
を
合
理
的
に
期
待
で
き
た
と
き
に
、
信
義
則

ま
た
は
公
平
な
取
引
に
反
し
て
錯
誤
に
陥
っ
た
当
事
者
を
放
置
す

る
こ
と
に
よ
り
錯
誤
に
よ
り
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
を
惹
起
し
、

（
�
）
契
約
締
結
前
の
情
報
提
供
義
務
ま
た
は
錯
誤
を
是
正
す
る

手
段
を
入
手
さ
せ
る
義
務
を
遵
守
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
錯
誤

に
よ
り
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
を
惹
起
し
、
ま
た
は
（
�
）
共

通
錯
誤
に
陥
っ
て
い
る
場
合
は
、
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
き
に
存

在
す
る
事
実
ま
た
は
法
の
錯
誤
と
し
て
当
事
者
は
契
約
を
取
り
消

し
う
る
。

（
２
）
し
か
し
当
事
者
は
、（
ａ
）
そ
の
錯
誤
が
そ
の
状
況
の
中

で
許
容
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
は
（
ｂ
）
錯
誤
の
危
険
が

そ
の
当
事
者
に
よ
り
引
き
受
け
ら
れ
、
ま
た
は
そ
の
状
況
の
も
と

で
負
担
さ
れ
る
べ
き
場
合
は
、
契
約
を
錯
誤
を
理
由
に
取
り
消
し

え
な
い
。

�
―
七：

二
〇
二
条
（
伝
達
上
の
誤
り
は
錯
誤
と
し
て
扱
わ
れ
る
）

「
言
明
の
表
示
ま
た
は
伝
達
に
お
け
る
誤
り
は
、
そ
の
言
明
を
な

し
ま
た
は
伝
達
し
た
者
の
錯
誤
と
し
て
扱
わ
れ
る
。」

意思欠缺の法的取扱い
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�
―
七：

二
〇
三
条
（
錯
誤
に
お
け
る
契
約
の
適
合
）「（
１
）
一
当

事
者
が
錯
誤
に
よ
り
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
相
手

方
が
、
取
消
権
を
有
す
る
当
事
者
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
た
よ
う
な

契
約
に
基
づ
く
債
務
を
履
行
し
ま
た
は
履
行
す
る
意
思
を
示
し
た

と
き
は
、
そ
の
契
約
は
、
そ
の
当
事
者
が
理
解
し
た
よ
う
に
締
結

さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
取
消
権
を
有
す
る
当
事

者
が
契
約
を
理
解
し
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
た
後
遅
滞
な

く
、
か
つ
相
手
方
が
取
り
消
し
の
通
知
を
信
頼
し
て
行
為
す
る
前

に
、
相
手
方
が
履
行
し
、
ま
た
は
履
行
の
意
思
を
表
示
す
る
場
合

に
の
み
適
用
さ
れ
る
。

（
２
）
か
よ
う
な
履
行
ま
た
は
表
示
の
後
取
消
権
は
失
わ
れ
、
か

つ
そ
れ
よ
り
前
に
な
さ
れ
た
取
消
し
通
知
は
効
力
を
失
う
。

（
３
）
両
当
事
者
が
同
じ
錯
誤
に
陥
っ
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、

い
ず
れ
か
の
当
事
者
の
要
求
に
よ
り
、
錯
誤
が
生
じ
な
か
っ
た
と

し
た
ら
、
合
理
的
に
合
意
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
こ
ろ
に
一
致

し
て
契
約
を
生
じ
さ
せ
う
る
。」

�
―
七：

二
〇
四
条
（
誤
っ
た
表
示
を
信
頼
し
て
生
じ
た
損
失
に
対

す
る
責
任
）「（
１
）
商
議
の
過
程
で
相
手
方
に
よ
り
与
え
ら
れ
た

誤
っ
た
情
報
を
合
理
的
に
信
頼
し
て
契
約
を
締
結
し
た
者
は
、
情

報
の
提
供
者
が
、（
ａ
）
そ
の
情
報
が
誤
っ
て
い
る
と
信
じ
、
ま

た
は
そ
れ
が
正
し
い
と
信
じ
る
合
理
的
な
理
由
が
な
く
、
か
つ

（
ｂ
）
受
領
者
が
、
合
意
さ
れ
た
条
件
で
契
約
を
締
結
す
る
か
ど

う
か
を
決
定
す
る
に
つ
い
て
そ
の
情
報
に
依
拠
す
る
こ
と
を
知
り

ま
た
は
合
理
的
に
知
る
こ
と
を
期
待
し
え
た
と
き
は
、
結
果
的
に

被
っ
た
損
失
の
賠
償
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。

（
２
）
本
条
は
契
約
を
取
り
消
す
権
利
が
な
い
場
合
で
も
適
用
さ

れ
る
。」

�
―
七：

二
〇
九
条：

（
取
消
し
の
通
知
）「
本
章
の
取
消
し
は
相

手
方
に
対
す
る
通
知
に
よ
り
効
力
を
生
じ
る
。」

�
―
七：

二
一
〇
条
（
期
間
制
限
）「
本
章
の
取
消
し
の
通
知
は
、

取
消
権
者
が
当
該
事
実
を
知
り
ま
た
は
知
っ
た
こ
と
を
合
理
的
に

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
は
自
由
に
活
動
し
う
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
か
ら
、
状
況
の
正
当
な
考
慮
の
も
と
で
合
理
的
な
期

間
内
に
な
さ
れ
な
い
限
り
有
効
と
は
な
ら
な
い
。」

�
―
七：

二
一
一
条
（
承
認
）「
本
章
の
契
約
取
消
権
を
有
す
る
当

事
者
が
、
取
消
し
通
知
期
間
が
進
行
を
開
始
し
た
後
明
示
ま
た
は

黙
示
で
契
約
を
承
認
し
た
と
き
は
、
取
消
は
排
除
さ
れ
る
。」

�
―
七：

二
一
二
条
（
取
消
し
の
効
果
）「（
１
）
本
章
の
取
り
消
し

う
る
契
約
は
、
取
消
し
ま
で
は
有
効
で
あ
る
が
、
一
旦
取
り
消
さ

れ
る
と
最
初
か
ら
遡
及
的
に
無
効
と
な
る
。

（
２
）
各
当
事
者
が
、
本
章
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
た
契
約
に
よ
り

引
き
渡
さ
れ
ま
た
は
供
給
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
は
金
銭
的
な
等
価

物
の
返
還
請
求
権
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
、
不
当
利
得
法

に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。

（
３
）
取
り
消
さ
れ
た
契
約
に
よ
り
移
転
し
た
財
産
の
所
有
権
へ

の
本
章
の
取
消
し
の
効
果
は
、
財
産
移
転
法
に
よ
り
定
め
ら
れ

る
。」

�
―
七：
二
一
三
条
（
一
部
取
消
し
）「
本
章
の
取
消
し
原
因
が
契

《講 演》
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約
の
特
定
の
条
項
の
み
に
関
わ
る
場
合
は
、
取
消
し
の
効
果
は
、

事
件
の
総
て
の
事
情
を
正
当
に
考
慮
し
て
、
残
り
の
契
約
を
維
持

す
る
こ
と
が
不
合
理
で
な
い
限
り
、
そ
れ
ら
の
条
項
に
制
限
さ
れ

る
。」

�
―
七：
二
一
四
条
（
損
害
の
賠
償
）「（
１
）
本
章
の
契
約
取
消
権

を
有
す
（
ま
た
は
そ
れ
が
期
間
制
限
ま
た
は
承
認
に
よ
り
失
わ
れ

る
前
に
か
よ
う
な
権
利
を
有
す
）
る
当
事
者
は
、
相
手
方
が
取
り

消
し
の
原
因
を
知
り
、
ま
た
は
合
理
的
に
知
る
こ
と
を
期
待
し
え

た
限
り
に
お
い
て
、
契
約
が
取
り
消
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な

い
で
、
錯
誤
、
詐
欺
、
強
迫
ま
た
は
不
公
平
な
濫
用
の
結
果
と
し

て
被
っ
た
損
失
に
つ
い
て
相
手
方
に
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
権

利
を
有
す
る
。

（
２
）
回
復
し
う
る
損
害
は
、
そ
の
当
事
者
が
契
約
を
締
結
し
な

か
っ
た
と
す
れ
ば
あ
る
で
あ
ろ
う
状
況
に
で
き
る
だ
け
近
い
状
況

に
被
害
者
を
置
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
当
事
者
が
契
約
を
取

り
消
さ
な
け
れ
ば
、
損
害
が
、
錯
誤
、
詐
欺
、
強
制
、
強
迫
ま
た

は
不
公
平
な
濫
用
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
損
害
を
超
え
な
い
と
い

う
さ
ら
な
る
制
限
が
課
さ
れ
る
。

（
３
）
他
の
点
で
は
契
約
上
の
債
務
の
不
履
行
に
よ
る
損
害
に
関

す
る
規
定
が
相
当
な
修
正
の
も
と
に
適
用
さ
れ
る
。」

�
―
七：

二
一
五
条
（
損
害
の
排
除
ま
た
は
制
限
）「（
１
）
詐
欺
、

強
制
、
強
迫
、
お
よ
び
不
公
平
な
濫
用
に
よ
る
賠
償
は
排
除
ま
た

は
制
限
さ
れ
え
な
い
。

（
２
）
錯
誤
に
よ
る
賠
償
は
、
排
除
ま
た
は
制
限
が
誠
意
ま
た
は

公
平
な
取
引
に
反
し
な
い
限
り
、
排
除
ま
た
は
制
限
さ
れ
う
る
。」

�
―
二：

二
一
六
条
（
救
済
の
重
畳
）「
そ
の
当
事
者
に
不
履
行
の

救
済
を
与
え
る
状
況
の
も
と
で
本
章
の
救
済
の
権
限
を
有
す
る
者

は
、
い
ず
れ
の
救
済
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
。」

�
―
九：

二
〇
一
条
（
虚
偽
表
示
）「（
１
）
当
事
者
が
契
約
ま
た
は

外
観
行
為
を
締
結
し
た
が
、
任
意
に
当
事
者
が
意
図
し
た
も
の
と

は
異
な
っ
た
外
観
上
の
効
果
を
有
す
る
と
い
う
よ
う
に
締
結
し
た

と
き
は
、
当
事
者
の
真
の
意
図
が
優
先
す
る
。

（
２
）
し
か
し
、
契
約
ま
た
は
外
観
上
の
行
為
の
当
事
者
ま
た
は

外
観
上
の
効
果
を
合
理
的
に
か
つ
信
義
に
適
っ
て
信
頼
し
た
当
事

者
以
上
の
権
利
を
法
律
上
有
さ
な
い
者
で
は
な
い
者
と
の
関
係
で

は
、
外
観
上
の
効
果
が
優
先
さ
れ
る
。」

民
法
改
正
委
員
会
草
案
（
二
〇
〇
九
）﹇
一
・
五
・
一
三
﹈（
錯
誤
）

「（
１
）
法
律
行
為
の
当
事
者
ま
た
は
内
容
に
つ
い
て
錯
誤
に
よ

り
真
意
と
異
な
る
意
思
表
示
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
錯
誤

が
な
け
れ
ば
表
意
者
が
そ
の
意
思
表
示
を
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
と
き
は
、

そ
の
意
思
表
示
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。（
２
）
意
思
表
示

を
す
る
際
に
人
も
し
く
は
物
の
性
質
そ
の
他
当
該
意
思
表
示
に
係

る
事
実
を
誤
っ
て
認
識
し
た
場
合
は
、
そ
の
認
識
が
法
律
行
為
の

内
容
と
さ
れ
た
と
き
に
限
り
、（
１
）
の
錯
誤
に
よ
る
意
思
表
示

を
し
た
場
合
に
当
た
る
も
の
と
す
る
。（
３
）（
１
）、（
２
）
の
場

合
に
お
い
て
、
表
意
者
に
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の

意
思
表
示
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず

意思欠缺の法的取扱い

２５



れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。（
ア
）
相
手
方

が
表
意
者
の
錯
誤
を
知
っ
て
い
た
と
き
、（
イ
）
相
手
方
が
表
意

者
の
錯
誤
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
重
大
な
過
失
が
あ
る
と

き
、（
ウ
）
相
手
方
が
表
意
者
の
錯
誤
を
引
き
起
こ
し
た
と
き
、

（
エ
）
相
手
方
も
表
意
者
と
同
一
の
錯
誤
を
し
た
と
き
。（
４
）

（
１
）、（
２
）、（
３
）
に
よ
る
意
思
表
示
の
取
り
消
し
は
、
善
意

無
過
失
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

﹇
解
説
﹈
本
講
演
は
、
も
と
も
と
二
〇
一
一
年
三
月
に
予
定
さ
れ
て

い
た
千
葉
大
学
で
の
ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
の
講
演
が
東
日
本
大
震
災
と

そ
れ
に
続
く
津
波
、
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
順
延
さ
れ

て
、
同
年
一
一
月
二
三
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同

教
授
と
は
、
訳
者
の
二
〇
〇
九
年
八
月
の
ボ
ッ
フ
ム
留
学
以
来
の
知

り
合
い
で
、
留
学
中
は
様
々
な
資
料
の
提
供
や
教
示
な
ど
お
世
話
に

な
る
と
と
も
に
、
昼
食
時
な
ど
に
研
究
テ
ー
マ
な
ど
を
め
ぐ
る
議
論

の
中
で
日
独
の
債
権
法
改
正
の
動
向
な
ど
も
話
し
合
わ
れ
、
訳
者
と

の
共
通
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
本
テ
ー
マ
が
ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
に

よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
。
講
演
の
内
容
は
錯
誤
を
含
む
い
わ
ゆ
る
意
思

の
不
存
在
（
意
思
の
欠
缺
）
に
関
す
る
現
在
の
ド
イ
ツ
民
法
学
に
お

け
る
議
論
の
概
説
（
大
学
で
の
講
義
案
と
も
み
れ
る
）
で
あ
る
が
、

ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
な
り
の
（
ド
イ
ツ
民
法
学
者
と
し
て
の
）
理
解
が

そ
こ
こ
こ
に
み
ら
れ
、
我
々
日
本
の
民
法
研
究
者
と
し
て
も
興
味
の

持
た
れ
る
記
述
が
数
多
く
あ
る
。

ま
ず
錯
誤
（
を
含
む
意
思
欠
缺
）
を
意
思
ド
グ
マ
、
信
頼
ド
グ
マ
、

取
引
保
護
ド
グ
マ
お
よ
び
過
失
ド
グ
マ
と
い
う
四
つ
の
切
り
口
に

よ
っ
て
整
序
す
る
方
法
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
う
る
。

意
思
欠
缺
の
要
件
、
効
果
を
論
ず
る
際
に
こ
の
よ
う
な
切
り
口
な
い

し
視
点
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
す
る
こ
と
は
制
度
の
理
解
と
解
決
策
の

発
見
に
資
す
る
こ
と
大
で
あ
る
と
考
え
る
。
次
に
、
意
思
表
示
を
動

機
、
行
動
意
思
、
表
示
意
識
、
行
為
意
思
に
分
け
て
考
察
す
る
立
場

は
、
基
本
的
に
日
本
民
法
に
導
入
さ
れ
、
日
本
の
錯
誤
論
の
基
礎
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
議
論
は
日

本
の
議
論
よ
り
も
さ
ら
に
細
か
い
。
行
動
意
思
を
行
為
意
思
か
ら
区

別
し
て
意
識
喪
失
の
場
合
の
意
思
表
示
を
無
効
と
す
る
た
め
の
説
明

手
段
と
し
て
い
る
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
意
思
の
欠
缺
を
意
識
的
な

意
思
欠
缺
、
無
意
識
的
な
意
思
欠
缺
お
よ
び
詐
欺
、
強
迫
に
三
分
類

す
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
の
分
類
と
同
様
で
あ
る
。

心
裡
留
保
は
、
日
本
民
法
ほ
ど
ド
イ
ツ
で
適
用
（
類
推
適
用
）
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
ド
民
一
一
六
条
が
第
三
者
が
悪
意
で
あ
る
場

合
に
の
み
表
意
者
が
無
効
主
張
が
で
き
る
と
し
て
い
る
た
め
に
、
日

本
民
法
の
よ
う
に
相
手
方
が
善
意
で
も
過
失
が
あ
れ
ば
、
表
意
者
が

意
思
表
示
の
無
効
を
主
張
し
う
る
と
す
る
（
日
民
九
三
条
但
書
）
の

と
異
な
っ
て
使
い
勝
手
が
悪
い
こ
と
が
一
因
を
な
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
諧
謔
表
示
の
規
定
（
ド
民
一

一
八
条
）
は
立
法
論
的
に
得
策
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
通
謀
虚

偽
表
示
（
外
観
行
為
）
は
、
日
本
で
は
昭
和
四
五
年
頃
か
ら
不
動
産

取
引
に
お
け
る
外
観
信
頼
法
理
と
し
て
確
立
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

ド
イ
ツ
で
そ
う
な
ら
な
い
の
は
、
ド
イ
ツ
の
不
動
産
登
記
が
原
因
行

《講 演》
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為
か
ら
独
立
し
た
制
度
と
な
っ
て
い
て
、
公
信
の
原
則
が
す
で
に
採

用
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

錯
誤
の
場
合
は
、
ド
イ
ツ
で
は
日
本
と
異
な
り
、
表
意
者
に
取
消

権
が
付
与
さ
れ
、
ま
た
取
り
消
し
た
表
意
者
は
、
相
手
方
の
被
っ
た

損
害
の
賠
償
責
任
を
負
う
（
ド
民
一
二
二
条
一
項
）。
ま
た
錯
誤
の

分
類
も
日
本
よ
り
も
複
雑
で
あ
る
。
表
示
錯
誤
、
内
容
の
錯
誤
の
他
、

伝
達
の
錯
誤
（
ド
民
一
二
〇
条
）、
計
算
錯
誤
と
い
っ
た
種
類
も
あ

る
。
伝
達
錯
誤
は
、
日
本
で
は
表
示
錯
誤
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
が
、
ド
イ
ツ
で
は
伝
達
錯
誤
に
つ
い
て
、
錯
誤
の
規
定

と
は
別
の
規
定
を
置
い
た
た
め
、
法
適
用
上
の
混
乱
を
生
じ
て
い
る
。

意
思
表
示
に
は
、
表
示
意
思
（
意
識
）
と
い
う
も
の
が
観
念
さ
れ
、

日
本
で
は
、
こ
の
表
示
意
思
（
意
識
）
が
な
け
れ
ば
（
競
売
会
場
で

友
人
に
挙
手
の
合
図
を
す
る
な
ど
）
意
思
表
示
を
無
効
と
解
す
る
こ

と
で
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
判

例
、
通
説
は
、
こ
の
場
合
表
意
者
に
過
失
が
あ
り
、
か
つ
相
手
方
が

そ
れ
を
事
実
上
も
ま
た
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
錯
誤
規
定

に
よ
り
意
思
表
示
を
取
り
消
し
う
る
（
損
害
賠
償
義
務
も
負
担
す

る
）
と
す
る
。
有
力
説
（
ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
も
含
む
）
は
、
こ
の
場

合
に
一
般
的
に
錯
誤
規
定
（
損
害
賠
償
を
含
む
）
の
適
用
を
認
め
る
。

し
か
し
、
訳
者
は
、
表
意
者
の
表
示
意
思
（
表
示
意
識
）
な
し
に
表

示
さ
れ
た
（
と
み
ら
れ
る
だ
け
の
）
場
合
は
、
錯
誤
の
問
題
と
す
べ

き
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

性
質
錯
誤
は
、
日
本
で
は
、
一
般
的
に
は
動
機
錯
誤
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
（
黙
示
的
に
）
表
示
さ
れ
ま
た
は
法
律
行
為
の
内
容
に
な
れ

ば
、
民
法
九
五
条
の
適
用
を
受
け
る
と
す
る
の
が
従
来
の
通
説
、
判

例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
論
は

少
数
説
で
あ
り
、「
取
引
上
重
要
と
み
な
さ
れ
る
物
ま
た
は
人
の
性

質
に
関
す
る
錯
誤
も
ま
た
、
内
容
の
錯
誤
と
み
な
さ
れ
る
」
と
い
う

ド
民
一
一
九
条
二
項
に
忠
実
に
、
性
質
錯
誤
は
動
機
錯
誤
で
あ
る
と

い
う
位
置
づ
け
を
維
持
す
る
。

錯
誤
取
消
（
無
効
）
が
表
意
者
だ
け
で
な
く
、
合
理
人
も
ま
た
そ

の
よ
う
な
表
示
を
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
日
独
で
共
通
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
錯
誤
取
消
が
遅
滞
な
く
な
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
（
ド
民
一
二
一
条
一
項
）、

我
々
に
と
っ
て
は
驚
き
で
あ
る
。
三
年
か
ら
五
年
の
取
消
期
間
を
置

く
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
取
消
権
行
使
に
基
づ
く

返
還
請
求
訴
訟
の
期
間
と
見
る
べ
き
余
地
も
あ
る
。
現
在
民
法
（
債

権
法
）
改
正
委
員
会
が
法
改
正
作
業
を
進
め
て
お
り
、
錯
誤
に
つ
い

て
は
無
効
で
は
な
く
、
取
消
権
の
付
与
と
い
う
法
律
効
果
を
認
め
る

べ
き
こ
と
に
関
し
て
は
概
ね
一
致
が
み
ら
れ
る
が
（
二
〇
〇
九
年
債

権
法
改
正
提
案
一
・
五
・
一
三
条
一
項
参
照
）、
取
消
権
の
付
与
の

場
合
は
、
取
消
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
意
味
で

は
、
現
行
の
無
効
と
い
う
取
扱
い
を
捨
て
去
る
こ
と
は
（
フ
ラ
ン
ス

の
よ
う
に
無
効
の
主
張
を
五
年
間
に
制
限
す
る
立
場
も
あ
る
と
し
て

も
）、
当
事
者
に
大
き
な
違
い
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

法
律
効
果
に
関
す
る
錯
誤
は
、
日
本
で
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

ド
イ
ツ
で
は
、
法
律
の
規
定
か
ら
生
じ
る
法
律
効
果
に
関
す
る
錯
誤

は
意
思
表
示
に
影
響
を
与
え
な
い
が
（
法
の
不
知
は
害
せ
ず
）、
当

意思欠缺の法的取扱い
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事
者
間
の
法
律
行
為
（
合
意
）
か
ら
直
接
に
生
じ
る
（
当
事
者
の
意

図
し
た
）
法
律
効
果
の
錯
誤
は
内
容
の
錯
誤
と
し
て
顧
慮
さ
れ
る
。

日
本
で
も
同
様
に
解
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
サ
ッ
カ
ー
選
手
が
う
っ

か
り
サ
イ
ン
し
た
書
類
が
小
切
手
帳
で
あ
っ
た
事
例
で
は
、
表
意
者

（
サ
ッ
カ
ー
選
手
）
は
錯
誤
を
主
張
し
う
る
が
、
空
欄
の
あ
る
書
類

に
署
名
し
た
者
は
錯
誤
を
主
張
し
え
な
い
と
い
う
議
論
も
、
日
本
で

も
同
様
に
解
さ
れ
よ
う
。

計
算
錯
誤
も
日
本
で
は
少
な
く
と
も
実
務
上
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て

い
な
い
。
ド
イ
ツ
で
は
計
算
錯
誤
が
動
機
錯
誤
と
し
て
処
理
さ
れ
、

原
則
と
し
て
錯
誤
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
当
事
者
が
特
定
の

前
提
に
基
づ
い
て
代
価
を
取
り
決
め
た
場
合
は
例
外
と
な
る
と
さ
れ

て
い
る
。
双
方
的
動
機
錯
誤
は
、
日
本
で
は
近
時
特
に
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ

（
共
通
参
照
枠
）
な
ど
の
影
響
の
も
と
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な

く
な
い
が
、
ド
イ
ツ
で
は
ル
ー
ブ
ル
事
件
（
ル
ー
ブ
ル
の
交
換
比
率

を
間
違
え
た
事
例
）
で
大
審
院
が
錯
誤
取
消
を
認
め
た
の
に
対
し
て
、

ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
は
、
こ
の
事
例
に
錯
誤
の
適
用
を
否
定
し
、
公
定

の
相
場
に
よ
る
解
決
を
当
事
者
に
許
容
す
る
。
契
約
基
礎
錯
誤
は
、

ド
イ
ツ
新
債
務
法
三
一
三
条
二
項
が
こ
れ
に
つ
き
規
定
を
置
き
、
契

約
適
合
を
許
容
す
る
。
契
約
基
礎
錯
誤
の
場
合
に
共
通
基
礎
錯
誤
と

し
て
表
意
者
が
保
護
さ
れ
る
限
界
に
つ
い
て
の
議
論
は
日
本
の
基
礎

錯
誤
の
議
論
に
参
考
と
な
ろ
う
。

次
に
共
通
参
照
枠
の
規
定
の
検
討
に
移
ろ
う
。
共
通
参
照
枠
で
は

心
裡
留
保
規
定
が
落
と
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
は
、
共
通

参
照
枠
の
錯
誤
規
定
を
契
約
志
向
的
と
捉
え
る
。
す
な
わ
ち
、
重
要

な
瑕
疵
は
非
常
に
広
く
捉
え
ら
れ
る
が
、
取
消
可
能
性
は
強
く
制
限

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
共
通
参
照
枠
で
は
重
要
な
錯
誤
が
顧
慮
さ
れ
、

動
機
錯
誤
も
原
則
的
に
顧
慮
さ
れ
る
が
、
物
の
価
値
に
関
す
る
錯
誤

は
原
則
的
に
排
除
さ
れ
る
。
共
通
参
照
枠
は
、
錯
誤
に
陥
っ
た
当
事

者
が
契
約
を
全
く
締
結
せ
ず
ま
た
は
著
し
く
異
な
っ
た
条
件
の
も
と

で
の
み
締
結
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
で
、
相
手
方
が
こ
れ
を
知

り
ま
た
は
知
り
う
べ
き
場
合
に
重
要
な
も
の
と
な
る
と
す
る
が
、

ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
は
こ
の
よ
う
な
主
観
的
な
把
握
を
批
判
す
る
。
同

教
授
は
ま
た
、
取
消
の
要
件
と
し
て
の
相
手
方
の
瑕
疵
の
惹
起
ま
た

は
相
手
方
も
ま
た
同
じ
錯
誤
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
動
機
錯

誤
で
も
一
般
的
に
取
消
可
能
と
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
取
消
の
制
限

の
基
準
、
情
報
提
供
義
務
違
反
の
場
合
を
も
取
消
し
う
る
と
し
た
こ

と
も
批
判
す
る
。
同
教
授
に
よ
れ
ば
、
共
通
参
照
枠
の
錯
誤
は
重
要

な
錯
誤
事
例
を
十
分
に
明
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
。
同
教
授
に
よ

れ
ば
ま
た
、
消
費
者
保
護
と
の
関
係
で
も
錯
誤
取
消
期
間
を
短
く
設

定
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

日
本
の
債
権
法
改
正
提
案
の
提
示
す
る
錯
誤
規
定
（﹇
一
・
五
・

一
三
条
﹈）
に
つ
い
て
は
、
性
質
錯
誤
が
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
場
合
を

内
容
の
錯
誤
と
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
、
共
通
錯
誤
に
つ
い
て
契
約

適
合
を
認
め
る
規
定
を
置
く
べ
き
こ
と
、
取
消
の
第
三
者
効
を
制
限

す
る
規
定
（﹇
一
・
五
・
一
三
条
四
項
﹈）
が
実
際
的
で
な
い
こ
と
、

不
実
表
示
規
定
（﹇
一
・
五
・
一
五
条
﹈）
が
改
正
提
案
で
錯
誤
規
定

と
詐
欺
規
定
の
中
間
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
る
。

《講 演》
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短
い
講
演
の
中
で
、
上
記
の
よ
う
な
日
本
の
錯
誤
法
に
と
っ
て
極

め
て
参
考
価
値
の
高
い
ド
イ
ツ
錯
誤
法
の
論
点
を
隈
な
く
紹
介
し
、

か
つ
共
通
参
照
枠
の
錯
誤
法
の
問
題
点
を
指
摘
さ
れ
、
併
せ
て
現
在

進
め
ら
れ
て
い
る
日
本
の
債
権
法
の
改
正
提
案
の
中
の
錯
誤
法
の
問

題
点
も
ま
た
指
摘
さ
れ
た
。
今
後
の
わ
が
国
の
錯
誤
法
に
と
っ
て
実

り
あ
る
講
演
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
と
考
え
る
。

意思欠缺の法的取扱い
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無
意
味
な
給
付
約
束

ボ
ッ
フ
ム
ル
ー
ル
大
学

ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授

（
訳
者

半
田
吉
信
）

１

三
つ
の
設
問

私
の
渡
航
前
に
私
は
年
の
市
に
出
か
け
た
。
ま
ず
私
は
単
に
気
晴

ら
し
の
た
め
に
占
い
師
の
テ
ン
ト
に
入
っ
た
。
三
つ
の
設
問
を
私
は

立
て
た
。
解
答
は
占
い
師
が
ト
ラ
ン
プ
か
ら
読
み
取
る
。
最
初
の
二

つ
の
解
答
は
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
占
い
師
は
い
か
な
る

問
題
も
提
供
し
な
か
っ
た
。
私
は
ま
ず
私
の
日
本
へ
の
講
演
旅
行
が

成
功
す
る
か
ど
う
か
、
第
二
に
私
が
い
つ
か
な
お
真
に
愛
せ
る
女
性

を
見
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
第
三
に
私
は

ト
ラ
ン
プ
占
い
の
た
め
に
料
金
も
ま
た
支
払
わ
れ
る
か
ど
う
か
を
た

ず
ね
た
。
占
い
師
は
非
常
な
不
安
に
陥
っ
た
。
明
ら
か
に
彼
女
は
二

〇
〇
一
／
二
〇
〇
二
年
の
ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
の
前
の
時
期
の
素

人
の
法
的
知
識
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
当
時
通
説
は
契
約
が
無

効
だ
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
新
法
に
基
づ
い
て
連
邦
最
高

裁
は
、
ト
ラ
ン
プ
占
い
の
た
め
の
報
酬
請
求
権
が
全
く
可
能
だ
と
す

（
１
）

る
。我

々
は
ト
ラ
ン
プ
占
い
師
か
ら
私
の
第
三
の
設
問
に
対
す
る
解
答

を
得
た
い
と
思
う
。
彼
女
に
よ
り
約
束
さ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
占
い
は
、

オ
カ
ル
ト
的
、
呪
術
的
、
心
霊
主
義
的
ま
た
は
占
星
術
―
秘
教
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
領
域
に
属
す
る
。
か
よ
う
な
事
物
の
可
能
性
ま
た
は
有

意
味
性
は
疑
わ
れ
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
ま
ず
原
始
的
客
観
的
不
能
法

の
現
代
化
一
般
へ
の
一
瞥
が
必
要
で
あ
る
（
２
）。
次
い
で
今
日
適

目

次

１

三
つ
の
設
問

２

原
始
的
客
観
的
無
効
の
た
め
の
規
定
の
現
代
化

３

ド
イ
ツ
民
法
上
の
無
意
味
な
給
付
約
束

（
１
）

ド
民
三
一
一
ａ
条
一
項
に
よ
る
契
約
の
無
効

（
２
）

給
付
義
務

（
ａ
）
給
付
義
務

（
ｂ
）
反
対
給
付
義
務

（
３
）

ド
民
三
一
一
ａ
条
二
項
の
損
害
賠
償

（
ａ
）
損
害
賠
償
の
基
礎

（
ｂ
）
損
害
賠
償
の
算
定

４

共
通
参
照
枠
に
従
っ
た
法
律
状
態
の
概
観

５

三
つ
の
設
問
の
解
答

６

文
献

《講 演》
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用
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
民
法
に
従
っ
た
無
意
味
な
給
付
約
束
の
法
的

扱
い
が
分
析
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
３
）。
私
は
、
占
い
師
の
解
答

を
言
う
前
に
（
５
）、
共
通
参
照
枠
に
従
っ
た
法
的
状
態
へ
の
一
瞥

を
行
い
た
い
（
４
）。

２

原
始
的
客
観
的
不
能
の
た
め
の
ル
ー
ル
の

現
代
化

原
始
的
客
観
的
不
能
の
法
的
取
扱
い
の
理
論
史
は
ロ
ー
マ
法
に
ま

で
遡
り
、
長
い
間
「
不
能
を
目
的
と
す
る
債
務
は
無
効
で
あ

（
２
）

る
」
と

い
う
原
則
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
な
る
展
開
は
、
こ
の

ド
グ
マ
が
給
付
お
よ
び
反
対
給
付
に
関
わ
る
の
か
、
主
観
的
不
能
に

も
関
わ
る
の
か
な
ど
変
わ
り
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
の

末
以
来
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
客
観
的
不
能
給
付
を
目
的
と
す
る
契
約
は

全
部
無
効
だ
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ば
ド
イ
ツ
民
法
旧

三
〇
六
条
の
立
場
で
も
あ
る
。
最
後
の
立
法
と
し
て
一
九
七
九
年
の

連
合
王
国
動
産
売
買
法
が
こ
れ
を
契
約
締
結
時
に
は
す
で
に
滅
失
し

た
物
に
つ
い
て
受
け
入
れ

（
３
）

た
。
し
か
し
、
契
約
締
結
時
に
す
で
に
滅

失
し
た
物
と
い
う
こ
の
最
後
に
言
及
さ
れ
た
特
別
事
例
に
つ
い
て
、

す
で
に
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
（
ウ
ィ
ー
ン
統
一
動
産
売
買
法
）
は
立
法
上
の
反

対
の
動
き
を
導
入
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
原
始
的
不
能
と
後
発
的
不

能
の
間
に
は
も
は
や
区
別
は
存
在
し
な
い
。
売
主
は
む
し
ろ
、
免
責

さ
れ
え
な
い
場
合
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
７９
条
）、
場
合
に
よ
っ
て
は
履
行
利

益
の
賠
償
責
任
を
負
う
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
７４
条
以

（
４
）

下
）。

ウ
ィ
ー
ン
統
一
動
産
売
買
法
の
ル
ー
ル
の
基
礎
に
は
見
う
る
と
こ

ろ
国
境
を
越
え
る
商
取
引
と
い
う
実
際
的
な
要
請
が
あ
る：

商
品
が

契
約
前
（
直
前
）
に
滅
失
し
た
か
、
そ
れ
と
も
契
約
後
（
直
後
）
に

滅
失
し
た
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
し
ば
し
ば
厳
密
に

そ
の
商
品
が
滅
失
し
た
か
ど
う
か
を
証
明
す
る
こ
と
は
な
お
困
難
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
同
じ
法
律
効
果
を
与
え
る
こ
と
が
実
際
的
で
あ

る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
同
じ
法
律
効
果
は
、
契
約
が
原
始
的
不

能
の
場
合
に
も
完
全
に
有
効
で
あ
る
場
合
に
の
み
達
成
さ
れ
う
る
。

ド
民
旧
三
〇
六
条
に
法
典
化
さ
れ
た
「
不
能
を
目
的
と
す
る
債
務

は
無
効
」
ド
グ
マ
の
更
な
る
問
題
は
、
し
ば
し
ば
結
果
の
た
め
の
保

証
が
引
き
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
契
約
の
相
手
方
は
そ
の
場

合
結
果
が
事
実
上
達
成
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
を
知
り
え
な
い
の
だ
か

ら
、
こ
の
ド
グ
マ
は
契
約
上
の
危
険
分
担
を
（
売
主
に
）
移
す
。
か

く
し
て
す
で
に
ド
民
旧
三
〇
六
条
の
適
用
の
も
と
で
か
よ
う
な
契
約

は
有
効
と
扱
わ
れ
た
。

ド
民
旧
三
〇
六
条
の
こ
の
著
名
な
問
題
と
並
ん
で
、
ド
イ
ツ
担
保

法
に
お
け
る
意
図
的
な
体
系
転
換
も
ま
た
こ
の
原
則
の
放
棄
に
強
い

た：

物
ま
た
は
仕
事
に
瑕
疵
が
な
い
こ
と
は
売
買
お
よ
び
請
負
契
約

に
お
け
る
現
代
化
さ
れ
た
ド
イ
ツ
債
務
法
に
よ
れ
ば
主
た
る
給
付
義

務
に
属
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
仕
事
に
原
始
的
な
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
な

い
し
そ
の
原
始
的
不
能
は
質
的
な
（
一
部
）
不
能
に
導
く
。
し
か
し

こ
れ
は
、
さ
も
な
け
れ
ば
ド
民
四
三
七
条
以
下
、
六
三
四
条
以
下
の

担
保
法
か
ら
基
礎
が
奪
わ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
契
約
の
無
効
に
は
導
き

え
な
い
。

従
っ
て
債
務
法
現
代
化
の
目
的
は
原
始
的
不
能
の
た
め
に
ド
民
三

無意味な給付約束
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一
一
ａ
条
に
よ
っ
て
統
一
的
な
ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
れ
に
は
ド
民
四
三
七
条
三
項
、
六
三
四
条
四
号
に
お
い
て
特
定
物

売
買
に
お
け
る
原
始
的
な
質
的
瑕
疵
お
よ
び
請
負
契
約
に
お
け
る
原

始
的
に
不
能
な
結
果
の
た
め
の
担
保
が
割
り
当
て
ら
れ

（
５
）

た
。
そ
れ
と

並
ん
で
従
来
ド
民
旧
三
〇
六
条
に
反
し
て
解
決
さ
れ
た
給
付
な
い
し

結
果
保
証
の
事
例
も
ま
た
ド
民
三
一
一
ａ
条
の
枠
内
で
克
服
し
う
る

と
信
じ
ら
れ

（
６
）

た
。
最
後
に
従
来
ド
民
旧
四
三
七
条
の
特
別
規
定
に
よ

り
把
握
さ
れ
た
、
売
却
さ
れ
た
権
利
の
真
実
さ
の
欠
缺
の
事
例
群
が

原
始
的
（
法
的
）
不
能
の
た
め
の
一
般
規
定
に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ

（
７
）

た
。

こ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
べ
き
規
範
は
ド
民
三
一
一
ａ
条
で
あ
る
。

そ
の
一
項
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
が
ド
民
二
七
五
条
一
項
〜
三
項
に

従
っ
て
債
務
者
が
給
付
を
な
す
に
及
ば
ず
、
か
つ
給
付
の
障
害
が
す

で
に
契
約
締
結
時
に
存
在
し
た
こ
と
は
契
約
の
有
効
性
に
抵
触
し
な

い
。
ド
民
三
一
一
ａ
条
は
立
法
手
続
き
上
法
政
策
的
に
ま
た
そ
の
後

は
制
定
法
と
し
て
激
し
く
議
論
さ
れ
た
一
般
給
付
障
害
法
の
現
代
化

に
属
す

（
８
）

る
。
し
か
し
、
議
論
の
重
点
は
そ
れ
に
際
し
て
ま
ず
、
規
範

が
ド
民
四
三
七
条
三
号
、
六
三
四
条
四
号
に
お
け
る
準
用
規
定
に
基

づ
い
て
担
保
法
の
枠
内
で
関
与
さ
せ
ら
れ
う
る
限
り
に
お
い
て
、
ド

民
三
一
一
ａ
条
に
基
づ
く
責
任
の
理
論
的
な
解
釈
お
よ
び
そ
の
機
能

化
に
あ
る
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
占
い
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
の
最

新
の
判
例
は
、
従
来
あ
ま
り
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
、
外
見
上
無
意
味

な
給
付
約
束
の
事
例
群
へ
の
ド
民
三
一
一
ａ
条
の
作
用
に
再

（
９
）

度
証
明

を
当
て
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
事
例
群
の
た
め

に
ド
民
三
一
一
ａ
条
の
原
始
的
不
能
の
包
括
的
ル
ー
ル
の
創
設
の
目

的
は
、
単
な
る
迷
信
を
可
能
と
み
な
し
う
る
給
付
約
束
が
（
し
ば
し

ば
）
良
俗
違
反
と
し
て
、
す
な
わ
ち
ド
民
一
三
八
条
に
し
た
が
っ
て

無
効
と
み
な
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
本
来
的
に
相
対
化
さ
れ

（
１０
）

た
。

３

ド
イ
ツ
民
法
に
よ
る
無
意
味
な
給
付
約
束

ド
民
旧
三
〇
六
条
は
、
約
束
さ
れ
た
給
付
行
為
ま
た
は
約
束
さ
れ

た
給
付
結
果
が
自
然
科
学
、
技
術
お
よ
び
医
学
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て

立
証
し
え
な
い
（
呪
術
ま
た
は
超
心
理
学
的
な
力
の
展
開
）
ま
た
は

説
明
し
え
な
い
（
望
ま
れ
た
結
果
が
生
じ
た
が
、
因
果
関
係
が
明
ら

か
で
な
い
）
場
合
は
実
務
上
し
ば
し
ば
関
与
さ
せ
ら
れ

（
１１
）

る
。
そ
れ
と

並
ん
で
一
角
獣
の
よ
う
な
空
想
上
の
動
物
の
給

（
１２
）

付
あ
る
い
は
永
久
機

械
の
製

（
１３
）

作
の
義
務
と
い
う
古
い
机
上
設
例
が
存
在
す
る
。
結
果
的
に

か
よ
う
な
契
約
は
債
務
法
現
代
化
の
前
は
大

（
１４
）

部
分
無
効
と
み
な
さ
れ

た
。
さ
ら
な
る
法
律
効
果
は
契
約
締
結
上
の
過
失
の
原
則
に
従
っ
た

損
害
賠
償
義
務
に
存
し
た：

給
付
不
能
を
知
り
ま
た
は
知
る
べ
き
契

約
当
事
者
は
、
こ
の
者
も
ま
た
知
り
ま
た
は
過
失
に
よ
り
知
ら
な

か
っ
た
場
合
を
除
い
て
、
相
手
方
に
対
し
て
責
任
を
負
う
（
ド
民
旧

三
〇
七
条
一
項
）。
し
か
し
責
任
は
消
極
的
利
益
に
制
限
さ
れ
る
。

（
１
）

ド
民
三
一
一
ａ
条
に
よ
る
契
約
の
有
効
性

立
法
者
は
債
務
法
現
代
化
に
際
し
て
、
オ
カ
ル
ト
的
、
呪
術
的
、

心
霊
主
義
的
、
占
星
術
的
な
い
し
秘
教
的
な
給
付
に
向
け
ら
れ
た
契

《講 演》
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約
も
ま
た
ド
民
三
一
一
ａ
条
の
法
文
に
服
す
る
と
考
え
て
い
た
。
し

た
が
っ
て
、
か
よ
う
な
、
合
理
主
義
者
に
と
っ
て
無
意
味
に
み
え
る

行
為
は
今
日
も
は
や
原
始
的
不
能
に
よ
り
無
効
で
は
な

（
１５
）

い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
現
代
化
さ
れ
た
債
務
法
の
適
用
の
も
と
で
も
そ
れ
自
体
と
し

て
有
効
な
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
事
者
が
法
律
行
為
の
外

観
の
み
を
作
り
、
ま
た
は
全
く
諧
謔
表
示
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
場
合

は
、
そ
れ
は
ド
民
一
一
七

（
１６
）

条
ま
た
は
一
一
八
条
に
よ
り
挫
折
す
る
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
よ
う
な
契
約
は
当
事
者
に
よ
り
し
ば
し
ば

真
摯
に
意
図
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
か
よ
う
な
場
合
は
増
え
て
い

る
。い

ん
ち
き
療
法
が
当
事
者
の
一
方
の
不
利
益
に
お
い
て
詐
欺
と
の

限
界
す
れ
す
れ
の
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
は
第
三
者
に
対

す
る
非
難
さ
れ
る
べ
き
目
的
が
追
求
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
は
ド
民

一
三
八

（
１７
）

条
の
適
用
を
受
け
る
。
そ
の
事
例
は
、
例
え
ば
逃
げ
去
っ
た

夫
ま
た
は
愛
人
を
そ
の
意
思
に
反
し
て
帰
還
さ
せ
る
た
め
の
（
呪
術

に
よ
る
）
意
思
の
抑
圧
や
損
害
を
惹
起
さ
せ
る
た
め
の
魔
術
で
あ
る
。

そ
の
限
り
で
ド
民
八
一
七
条
二
文
は
、
こ
れ
ま
で
ド
民
旧
三
〇
六
条

の
関
与
に
よ
り
考
量
さ
れ
て
い
た
問
題
を
提
供
す

（
１８
）

る
。
す
な
わ
ち
ド

民
八
一
七
条
二
文
に
よ
れ
ば
、
も
た
ら
さ
れ
た
（
反
対
）
給
付
の
不

当
利
得
返
還
は
、
給
付
受
領
者
だ
け
で
な
く
、
給
付
者
に
も
良
俗
違

反
の
責
任
が
あ
る
場
合
に
は
、
排
除
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
現
代
化
さ

れ
た
債
務
法
に
よ
れ
ば
、
隠
さ
れ
た
人
間
の
意
図
、
希
望
お
よ
び
期

待
を
良
俗
違
反
の
標
準
で
測
る
こ
と
は
も
は
や
避
け
ら
れ
え
な
い
。

い
つ
行
為
の
相
手
方
の
負
担
と
な
る
弱
み
に
付
け
込
む
い
ん
ち
き

療
法
を
認
め
て
、
ド
民
一
三
八
条
二
項
に
従
っ
て
そ
の
契
約
を
暴
利

行
為
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
問
題
も
ま
た
扱
い
が
難
し

い
。
連
邦
最
高
裁
は
、
ト
ラ
ン
プ
占
い
に
関
す
る
出
発
点
と
な
っ
た

問
題
に
お
い
て
公
序
良
俗
違
反
の
評
決
に
高
す
ぎ
る
要
求
を
し
て
い

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
か
よ
う
な
ま
た
は
同
様
な
サ
ー
ビ
ス
給
付
に
関

す
る
契
約
を
締
結
す
る
者
の
多
く
は
困
難
な
生
活
状
況
に
あ
る
か
、

ま
た
は
容
易
に
人
を
信
じ
る
、
経
験
に
乏
し
い
ま
た
は
精
神
的
に
不

安
定
な
者
が
問
題
に
な
る
か
ら
で
あ

（
１９
）

る
。
そ
れ
は
良
俗
違
反
の
場
合

に
近
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
被
告
は
１
年
間
に
ト
ラ
ン
プ
占
い
の
た
め

に
す
で
に
三
五
、
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
以
上
の
金
額
を
費
や
し
、
継
続
中

の
訴
訟
で
更
な
る
六
、
七
二
三
・
五
八
ユ
ー
ロ
の
支
払
い
の
請
求
を

受
け
た
か
ら
で
あ

（
２０
）

る
。

し
か
し
、
あ
ま
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
で
な
い
事
例
も
あ
る
。
例

え
ば
市
場
で
通
常
の
四
〇
ユ
ー
ロ
の
報
酬
が
ト
ラ
ン
プ
占
い
の
た
め

に
要
求
さ
れ
る
場

（
２１
）

合
、
司
法
は
正
当
な
判
決
の
た
め
に
い
か
な
る
明

ら
か
な
傾
向
も
提
供
し
て
い
な
い
。
か
よ
う
に
年
の
市
に
類
似
し
た

楽
し
い
集
い
が
相
当
な
代
価
で
購
わ
れ
う

（
２２
）

る
。
契
約
の
良
俗
違
反
性

は
、
両
当
事
者
が
、
些
少
の
額
し
か
懐
を
痛
め
な
い
と
い
う
考
え
の

忠
実
な
支
持
者
で
あ
る
場
合
に
も
ド
民
一
三
八
条
に
基
づ
い
て
直
接

に
は
生
じ
な
い
。
誤
導
的
な
秘
教
の
場
合
も
同
様
で
あ

（
２３
）

る
。
従
っ
て

無
意
味
な
契
約
を
ド
民
三
一
一
ａ
条
に
反
し
て
規
定
さ
れ
て
い
な
い

法
的
命
題
に
よ
り
無
効
と
す
る
と
い
う
提
案
が
明
ら
か
に
さ
れ

（
２４
）

る
。

し
か
し
こ
れ
は
ド
民
三
一
一
ａ
条
の
文
言
が
目
的
論
的
な
還
元
（
弱

化
）
に
服
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

無意味な給付約束
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よ
り
よ
い
理
由
が
か
よ
う
な
契
約
を
有
効
と
扱
う
こ
と
を
支
持
す

る：

給
付
の
有
意
味
性
は
、
正
当
な
見
解
に
従
え
ば
す
で
に
ド
民
旧

三
〇
六
条
の
適
用
下
で
標
準
的
な
指
標
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
解

釈
に
よ
り
探
求
さ
れ
る
べ

（
２５
）

き
約
束
さ
れ
た
給
付
が
証
明
で
き
る
方
法

で
も
た
ら
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
例
え
ば
ホ
ロ
ス

コ
ー
プ
の
配
置
は
そ
れ
に
よ
れ
ば
占
星
学
の
ル
ー
ル
ま
た
は
そ
の
他

の
ル
ー
ル
の
顧
慮
の
も
と

（
２６
）

に
可
能
で
あ
っ
た
し
、
今
で
も
可
能
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
契
約
は
有
効
で
あ

（
２７
）

る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
も
そ

も
結
果
が
問
題
に
な
る
の
で
は
な
く
、
一
義
的
に
楽
し
い
集
い
が
前

面
に
現
れ
る
場
合
は
よ
り
一
層
あ
て
は
ま

（
２８
）

る
。
そ
の
最
も
よ
い
事
例

は
、
実
際
は
物
理
学
の
法
則
に
基
づ

（
２９
）

く
、
子
供
の
誕
生
日
や
他
の
家

族
の
祝
い
の
た
め
に
好
ん
で
注
文
さ
れ
る
魔
術
の
芸
当
で
あ
る
。
若

干
の
者
は
ト
ラ
ン
プ
占
い
も
ま
た
は
っ
き
り
と
そ
れ
に
加
え

（
３０
）

る
。

し
か
し
多
く
が
全
く
の
ま
や
か
し
の
よ
う
に
み
え
る
も
の
の
領
域

が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
私
的
自
治
を
そ
の
（
残
り
の
）
限

界
の
中
で
考
慮
し
、
な
に
が
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
か
、

ま
た
な
に
が
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
な
い
か
を
ま
ず
当
事

者
に
判
断
さ
せ
る
べ
き
で
あ

（
３１
）

る
。
わ
け
て
も
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ナ
ン

セ
ン
ス
な
こ

（
３２
）

と
に
よ
る
法
律
上
の
制
度
の
濫
用
と
基
本
法
上
保
証
さ

れ
た
（
基
本
法
四
条
一
項
）
素
朴
な
信
心
深
さ
と
の
間
に
境
界
を
つ

け
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
合
理
主
義
者
が
、
そ
れ

ら
の
い
ず
れ
も
が
危
険
な
旅
行
ま
た
は
女
性
の
愛
の
（
い
い
女
性
が

み
つ
か
る
）
幸
運
を
懇
願
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
場
合
、
白
い
魔
女

の
魔
法
と
シ
ャ
ー
マ
ン
の
儀
式
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
マ
ン
ト
ラ
、
キ

リ
ス
ト
教
の
礼
拝
堂
の
中
の
ろ
う
そ
く
の
点
火
、
仏
教
寺
院
の
線
香

が
燃
え
尽
き
る
こ
と
お
よ
び
神
道
教
会
の
儀
式
の
間
で
ど
こ
に
区
別

を
見
出
す
の
か
明
ら
か
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）

給
付
義
務

出
発
点
と
な
っ
た
事
例
に
お
け
る
連
邦
最
高
裁
の
判
決
の
注
目
に

値
す
る
価
値
は
、
給
付
お
よ
び
反
対
給
付
の
た
め
に
不
能
に
様
々
な

意
味
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
条
件
的
な
牽
連
関
係
の

修
正
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
。

（
ａ
）
給
付
義
務

給
付
義
務
に
関
し
て
は
連
邦
最
高
裁
は
客
観
的
不
能
を
出
発
点
と

し
て
い
る
（
ド
民
旧
二
七
五
条
一
項
、
二
項
）。
そ
れ
は
論
拠
に
つ

い
て
は
概
ね
一
九
〇
〇

（
３３
）

年
の
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
刑
事
事
件
判
決
に
依

拠
す

（
３４
）

る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
そ
の
当
時
非
物
質
的
な
力
に
よ
り
そ
も

そ
も
物
理
的
な
効
力
が
獲
得
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
の
問
題
へ
の
解
答

は
全
く
度
外
視
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
い
ず
れ
に
し
て
も
問
題
に
な
っ

て
い
る
力
の
存
在
は
立
証
さ
れ
え
ず
、（
か
つ
そ
れ
は
）
裁
判
官
に

よ
り
現
実
の
効
果
の
源
泉
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
全
く
同
意
さ
れ
う
る
。
立
証
さ
れ
え
な
い
給
付
を
認
識
可

能
性
の
意
味
に
お
い
て
不
能
と
性
質
づ
け
る
こ
と
は
な
お
さ
ら
に
相

対
化
さ
れ
う
る
、
否
む
し
ろ
相
対
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い：

我
々
は
、

こ
れ
が
文
化
的
状
況
に
適
合
す
る
が
ゆ
え
に
、
自
然
科
学
、
技
術
、

医
術
お
よ
び
認
識
論
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
３５
）

い
。
そ
こ
に
お

い
て
我
々
は
時
代
お
よ
び
（
そ
の
時
代
に
支
配
的
な
）
認
識
の
子
な

《講 演》
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の
で
あ
る
。
魔
法
を
信
じ
た
ま
た
は
今
日
な
お
信
じ
て
い
る
者
と
同

様
で
あ
る
。

（
ｂ
）
反
対
給
付
義
務

給
付
義
務
の
不
能
に
も
か
か
わ
ら
ず
連
邦
最
高
裁
は
、
反
対
給
付

義
務
、
す
な
わ
ち
支
払
い
義
務
を
肯
定
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
双
務

契
約
に
お
け
る
主
た
る
給
付
義
務
の
存
在
が
他
方
の
主
た
る
給
付
義

務
の
存
在
を
条
件
づ
け
る
（
ド
民
三
二
六
条
一
項
）
条
件
的
牽
連
関

係
が
破
壊
さ
れ
る
。
こ
の
繊
細
な
解
決
を
連
邦
最
高
裁
は
、
ト
ラ
ン

プ
占
い
師
の
顧
客
が
ト
ラ
ン
プ
占
い
の
換
価
可
能
性
の
危
険
を
引
き

受
け
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
法
律
上
の
原
則
（
ド
民
三
二
六
条
一

項
）
を
合
意
に
よ
り
排
除
し
た
と
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
す

（
３６
）

る
。

こ
の
こ
と
も
ま
た
出
発
点
に
お
い
て
は
納
得
で
き
る
。
確
か
に
前

述
の
先
例
は
う
ま
く
あ
て
は
ま
ら
な

（
３７
）

い
。
さ
ら
に
法
律
は
厳
密
に
は

給
付
の
債
務
者
が
明
確
に
危
険
を
引
き
受
け
た
事
例
の
み
を
扱
う

（
ド
民
二
七
六
条
一
項
一
文
）。
し
か
し
債
権
者
の
責
任
（
ド
民
三

二
六
条
二
項
一
文
）
は
私
的
自
治
の
枠
内
で
契
約
に
よ
り
相
当
に
定

め
ら
れ
う
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
不
能
給
付
の
注
文

者
に
よ
り
引
き
受
け
ら
れ
た
危
険
の
厳
密
な
確
定
は
、
事
実
審
に
お

い
て
問
題
と
さ
れ
た
。
給
付
義
務
を
負
っ
た
当
事
者
が
全
く
な
に
も

し
な
い
、
ま
た
は
（
例
え
ば
不
完
全
な
ト
ラ
ン
プ
の
札
を
切
る
な

ど
）
明
ら
か
に
瑕
疵
あ
る
こ
と
を
し
た
場
合
に
、
誰
も
支
払
う
義
務

を
負
わ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
単
な
る
給
付
の
瑕
疵

だ
と
い
う
苦
情
の
あ
る
場
合
に
、
事
実
審
裁
判
官
は
ど
の
よ
う
に
反

応
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
給
付
の
実
現
の
た
め
に
追
完
的
な
ル
ー
ル
が

存
在
す
る
限
り
、
そ
れ
が
志
向
さ
れ
う
る
。
そ
れ
は
す
で
に
古
い
法

の
効
力
の
も
と
で
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
作
成
の
場
合
に
そ
う
で
あ
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
占
い
の
場
合
に
も
、
い
つ
も
あ
る
基
本
的
ル
ー
ル
が
存
在

す
（
３８
）

る
。
し
か
し
超
心
理
学
的
な
力
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
も
の
の
発
揮

が
約
さ
れ
た
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
若
干
の
者
は
給
付
の
基
礎

に
な
っ
て
い
る
行
為
を
こ
の
場
合
同
様
に
可
能
と
み

（
３９
）

る
。
私
は
反
対

で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
給
付
者
が
額
に
皺
を
寄
せ
、
緊
張
し
て
水
晶

玉
を
凝
視
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）

ド
民
三
一
一
ａ
条
二
項
の
損
害
賠
償

出
発
点
で
は
損
害
賠
償
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
問
題
は

こ
の
場
合
同
様
に
言
及
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
無
意
味
な
給
付
の
特

徴
は
、
そ
れ
が
し
ば
し
ば
立
証
し
う
る
形
で
は
な
さ
れ
え
な
い
と
い

う
点
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
ａ
）
損
害
賠
償
の
基
礎

契
約
が
当
事
者
の
一
致
し
た
意
思
に
従
っ
て
有
効
で
あ
る
場
合
に
、

ド
民
三
一
一
ａ
条
二
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
は
そ
の
基
礎
に

従
っ
て
存
在
す
る
。
ド
民
三
一
一
ａ
条
二
項
の
責
任
は
帰
責
事
由
を

要
件
と
す
る
。
し
か
し
、
帰
責
事
由
の
不
存
在
の
挙
証
責
任
は
債
務

者
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
（
ド
民
三
一
一
ａ
条
二
項
二
文
）。
そ
の
注

目
に
値
す
る
点
は
帰
責
事
由
の
関
係
す
る
点
で
あ
る：

債
務
者
が
給

付
し
え
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
彼
が
給
付
し
う
る
こ
と
を
契
約
上
引

き
受
け
た
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
出
発
点
に
お
い
て
は
首
尾

一
貫
し
て
い
る
が
、
核
心
に
お
い
て
契
約
締
結
上
の
過
失
責
任
に
適

無意味な給付約束
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合
す
る
。
従
っ
て
ド
民
三
一
一
ａ
条
二
項
の
主
た
る
批
判
点
の
一
つ

は
、
そ
れ
自
体
体
系
と
は
無
関
係
に
契
約
締
結
上
の
過
失
に
基
づ
く

履
行
利
益
の
賠
償
請
求
権
が
導
か
れ
る
こ
と
で
あ

（
４０
）

る
。

損
害
賠
償
請
求
権
は
ド
民
二
五
四
条
の
制
限
的
な
条
項
の
も
と
に

あ
（
４１
）

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
そ
の
条
項
は
ド
民
旧
三
〇
七
条
一
項
二
文
に

お
け
る
と
同
様
し
ば
し
ば
、
す
な
わ
ち
両
当
事
者
が
、
望
ま
れ
た
結

果
が
自
然
科
学
、
技
術
お
よ
び
医
学
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
達
成
さ
れ

え
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
完
全
に
適

用
さ
れ
な
い
。

（
ｂ
）
損
害
賠
償
の
算
定

無
意
味
な
給
付
に
お
け
る
履
行
利
益
の
算
定
は
特
別
の
困
難
を
生

じ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
一
般
的
な
公
平
の
観
点
に
従
っ
て
損
害
の
範

囲
を
確
定
す
る
こ
と
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
を
算
定
す

る
こ
と
が
試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
債
権
者
の
財

産
状
況
が
、
存
在
し
え
な
い
物
が
彼
に
給
付
さ
れ
た
場
合
の
如
く
に

置
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
場
合
に
は
、
困
難
を
提
供
す

（
４２
）

る
。
常

に
仮
定
的
な
問
合
わ
せ
（
取
引
価
値
）、
特
に
約
束
さ
れ
た
利
用
価

値
に
基
づ
く
損
害
評
価
（
ド
民
訴
二
八
七
条
一
項
）
が
残
さ
れ

（
４３
）

る
。

従
っ
て
、
そ
れ
と
並
ん
で
、
債
権
者
が
そ
の
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の

選
択
的
賠
償
を
請
求
し
う
る
が
ゆ
え
に
（
ド
民
二
八
四
条
）、
債
権

者
の
た
め
の
損
害
賠
償
請
求
権
が
関
心
を
も
た
れ
う

（
４４
）

る
。
そ
の
中
に

ド
民
旧
三
〇
七
条
の
非
現
代
的
な
原
則
へ
の
奇
妙
な
抜
け
道
を
見
よ

う
と
す
る
者
は
い
た
ず
ら
好
き
な
人
で
あ
る
。

４

共
通
参
照
枠
に
従
っ
た
法
状
況
の
概

（
４５
）観

出
発
点
と
な
っ
た
事
例
は
共
通
参
照
枠
の
基
礎
の
う
え
で
も
同
様

に
解
決
さ
れ
う
る：

原
始
的
客
観
的
不
能
は
契
約
の
有
効
性
に
影
響

を
与
え
な
い
（
�
―
七：

一
〇
二
条
）。
も
ち
ろ
ん
特
別
に
無
意
味

な
給
付
約
束
の
場
合
不
公
平
な
搾
取
に
よ
る
取
消
（
�
―
七：

二
〇

七
条
）
が
問
題
に
な
る
。
債
権
者
は
、
さ
ら
に
契
約
を
彼
が
支
払
う

に
は
及
ば
な
い
、
す
な
わ
ち
な
さ
れ
た
給
付
の
返
還
を
請
求
し
う
る

と
い
う
効
果
を
伴
っ
て
終
了
さ
せ
う
る
（
�
―
三：

五
〇
九
条
、
五

一
〇
条
）。
し
か
し
終
了
さ
せ
る
権
利
は
、
債
務
者
が
そ
の
給
付
義

務
を
本
質
的
に
も
た
ら
し
え
な
い
こ
と
に
依
存
す
る
（
�
―
三：

五

〇
二
条
）。
こ
の
枠
内
で
現
行
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
と
同
様
に
、

具
体
的
に
約
さ
れ
た
給

（
４６
）

付
お
よ
び
危
険
分

（
４７
）

担
に
関
す
る
同
様
な
考

慮
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
損
害
賠
償
の
算
定
に
お
け
る
問
題

も
ま
た
（
�
―
三：

七
〇
一
条
以
下
）、
ド
イ
ツ
法
の
場

（
４８
）

合
と
区
別

す
る
に
及
ば
な
い
。

５

三
つ
の
解
答

み
な
さ
ん
私
は
今
や
な
お
三
つ
の
出
発
点
で
設
定
さ
れ
た
問
題
の

解
答
を
な
す
義
務
を
負
う
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
の
設
問
―
私
は
ト
ラ
ン
プ
占
い
師
に
料
金
を
支
払
わ
ね
ば
な

ら
な
い
か
。
彼
女
か
ら
請
求
さ
れ
た
料
金
が
相
当
で
あ
る
限
り
、
か

つ
私
が
生
活
上
の
危
機
に
瀕
し
、
ま
た
は
軽
率
に
信
頼
し
、
未
経
験

で
あ
り
、
ま
た
は
心
理
的
に
不
安
定
で
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
問

《講 演》
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題
は
肯
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
最
後
の
点
は
各
自
判
断
す
る
こ
と

で
あ
る
。

第
二
の
設
問
―
私
の
日
本
へ
の
旅
行
は
幸
運
で
あ
っ
た
か
。
私
が

非
常
に
注
意
深
く
、
有
望
で
客
に
親
切
な
人
々
に
め
ぐ
り
合
っ
た
が

ゆ
え
に
、
こ
の
問
題
も
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
。

第
三
の
設
問
―
私
は
い
い
女
性
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

こ
れ
は
誰
で
も
関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
も
同
様
で
あ

る
。御

傾
聴
あ
り
が
と
う
。
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D
rs.１４

／６８５７
,S.５４

,zur
Stellungnahm

e

des
B
R
.

（
連
邦
参
議
院
の
立
場
に
つ
い
て
）、a.a.O

.,S.１７
f.

（
７
）

G
egenaeusserung

der
B
R
eg.

（
ド
イ
ツ
連
邦
政
府
の
反

対
意
見
）,a.a.O

.

は
明
確
で
あ
る
。

（
８
）

詳
し
く
は
、W

indel,
Z
G
S
２００３

,
S.４６６

ff.;
ders.,

JR

２００４
,S.２６５

ff.

（
９
）

そ
れ
に
つ
き
既
に
、W

indel,Z
G
S
２００３

,S.４６６
ff.

（
１０
）

B
egr.zu

para.３１１
a,B

T
-
D
rs.１４

／６０４０
,S.１６４

.

（
１１
）

詳
し
く
は
、E

m
m
erich,D

as
R
echt

der
L
eistungssto-

erungen,６
.A

ufl.,２００５
,para.３

R
n.４

ff.

（
１２
）

Inst.３
,１９

,１
.

す
で
にG

aius,
Inst.３

,９７

も
同
様
で
あ
る
。

（
１３
）

G
runew

ald,JZ
２００１

,S.４３３
,４３５

;C
anaris,JZ

２００１
,S.

４９９
,５０５

f.

（
１４
）

限
界
づ
け
に
つ
き
、
以
下III.１

.

（
１５
）

B
G
H
,U

rt.v.１３
.１

.２０１１
,III

Z
R
８７

／１０
,R

n.１６
.

（
１６
）

C
anaris,a.a.O

.

（
１７
）

B
egr.

para.３１１
a,

B
T
-
D
rs.１４

／６０４０
,
S.１６４

は
こ
れ
を

指
示
す
る
。

（
１８
）

V
gl.L

G
K
assel,N

JW
-
R
R
１９８８

,S.１５１７
f.

（
１９
）

B
G
H
,U

rt.v.１３
.１

.２０１１
,III

Z
R
８７

／１０
,R

n.２１
.

（
２０
）

B
G
H
,U

rt.v.１３
.１

.２０１１
,III

Z
R
８７

／１０
,R

n.２
.

（
２１
）

同
旨：

L
G

Ingolstadt,N
St

Z
-
R
R
２００５

,S.３１３
f.

（
２２
）

V
gl.

L
G

Ingolstadt,
a.a.O

.

同
旨：

B
G
H
,
U
rt.

v.１３
.１

.

２０１１
,III

Z
R
８７

／１０
,R

n.１１
.

無意味な給付約束
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（
２３
）

本
来
の
言
葉
の
意
味
に
従
え
ば
、
そ
の
概
念
は
、
単
に
事
情

を
心
得
て
い
る
人
に
の
み
理
解
さ
れ
る
考
え
を
指
し
、
内
容
的

に
特
定
さ
れ
る
精
神
的
態
度
を
指
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
２４
）

空
想
上
の
動
物
や
永
久
機
械
に
つ
き
同
旨：

Schw
arze,

D
as

R
echt

der
L
eistungsstoerungen,２００８

,para.４
R
n.

５
.

し
か
し
、
彼
は
、
魔
術
の
力
、
魔
法
、
超
心
理
学
的
な
影
響

お
よ
び
悪
魔
祓
い
の
た
め
の
行
為
を
実
行
可
能
な
も
の
と
す
る
。

C
anaris,JZ

２００１
,S.４９９

,５０５

に
よ
っ
て
も
ま
た
考
慮
さ
れ

る
。E

m
m
erich,D

as
R
echt

der
L
eistungstoerungen,６

.

A
ufl.,２００５

,para.５
R
n.７

,para.３
R
n.２３

は
、
今
で
は
相

対
的
で
あ
る
。
そ
の
命
題
は
、A

rp,
A
nfaengliche

U
n-

m
oeglichkeit,１９８８

,S.１５４
ff..

に
よ
り
詳
し
く
基
礎
づ
け
ら

れ
た
。

（
２５
）

B
G
H
,U

rt.v.１３
.１

.２０１１
,III

Z
R
８７

／１０
,R

n.１１
.

（
２６
）

ケ
ル
ト
の
樹
木
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
に
関
す
る
著
作
権
に
つ
き
、

B
G
H
Z
１１５

,S.６９
.

（
２７
）

同
旨：

L
G

Ingolstadt,N
StZ

-
R
R
２００５

,S.３１３
,３１４

.

反

対：
O
L
G

D
uesseldorf,

N
JW

１９５３
,
S.１５５３

＝
M

D
R

１９５３
,
S.５４９

;
E
m
m
erich,

D
as

R
echt

der
L
eistungssto-

erungen,６
.A

ufl.２００５
,para.５

R
n.２３

.

（
２８
）

B
G
H
,
U
rt.

v.１３
.１

.２０１１
,
III

Z
R

８７
／１０

,
R
n.１１

;
L
G

Ingolstadt,a.a.O
.

（
２９
）

そ
れ
に
つ
き

R
avert,

G
S

Sonnenschein,２００３
,
S.８４５

ff.;ders.,H
ocus

P
ocus-

G
eschichten

von
alten

Z
auber-

buechern,２００４
.

（
３０
）

L
G

Ingolstadt,N
St

Z
-
R
R
２００５

,S.３１３
,３１４

m
.N

w
.

（
３１
）

こ
の
方
向
に
先
鞭
を
つ
け
た
も
の：

A
rp,

A
nfangliche

U
nm

oeglichkeit,１９８８
,SS.２１４

f.,１５４
f.

（
し
か
し
、
契
約

は
将
来
的
に
は
契
約
上
の
債
務
と
し
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
）。
ド
民
三
一
一
ａ
条
に
つ
き
、G

runew
ald,

JZ
２００１

,
S.

４３３
,４３４

.

（
３２
）

V
gl.

Schw
arze,

D
as

R
echt

der
L
eistungsstoerun-

gen,２００８
,para.４

R
n.５

.

（
３３
）

R
G
St３３

,S.３２１
,３２２

f.

（
３４
）

B
G
H
,U

rt.v.１３
.１

.２０１１
,III

Z
R
８７

／１０
,R

n.１０
.

（
３５
）

そ
れ
に
つ
き
、W

indel,Z
Z
P
１１２

（１９９９

）,S.３８５
,３９１

m
.

N
w
.

（
３６
）

B
G
H
,U

rt.v.１３
.１

.２０１１
,III

Z
R
８７

／１０
,R

n.１６
f.

（
３７
）

B
G
H
,
N
JW

２００２
,
S.５９５

（
テ
ィ
ッ
ク
タ
ッ
ク
ト
ゥ
と
い

う
ポ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
サ
ー
ト
旅
行
の
挫
折
に
関
す

る
）；

B
G
H
,N

JW
１９８０

,
S.７００

（
売
却
さ
れ
た
土
地
の
ア
ウ

フ
ラ
ッ
ス
ン
グ
の
同
意
の
拒
絶
）.

（
３８
）

V
gl.L

G
Ingolstadt,N

StZ
２００５

,S.３１３
f.

（
３９
）

魔
力
、
魔
術
、
超
心
理
学
的
な
影
響
お
よ
び
悪
魔
祓
い
に
つ

き
同
旨：

Schw
arze,

D
as

R
echt

der
L
eistungsstoerun-

gen,２００８
,para.４

R
n.５

.

同
旨：

E
rm

an,B
G
B
,１２

.A
ufl.

２００８
,para.２７５

R
n.５

a.E
.[W

esterm
ann].

（
４０
）

そ
れ
に
つ
き
詳
し
く
は
、W

indel,JR
２００４

,S.２６５
ff.

《講 演》
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（
４１
）

C
anaris,

JZ
２００１

,
S.４９９

,５０６
;
M

uenchK
om

m
B
G
B
,

B
d.II.５

.A
ufl.,２００７

,para.３１１
a
R
n.６８

[E
rnst].

（
４２
）

G
runew

ald,
JZ

２００１
,
S.４３３

,４３５

は
こ
れ
を
看
過
す
る
。

彼
は
、
そ
の
価
値
が
極
端
に
高
い
、
な
い
し
計
算
し
え
な
い
と

信
じ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
、
明
ら
か
に
完
全
な
窮
迫
を
前

提
と
し
て
い
る
。

（
４３
）

C
anaris,JZ

２００１
,
S.４９９

,５０５
f.

は
反
対
の
見
解
で
あ
ろ

う
。
彼
は
、（
厳
密
な
）
損
害
の
評
価
の
可
能
性
な
し
に
零
を

出
発
点
と
す
る
。

（
４４
）

M
uenchK

om
m
B
G
B
,B

d.II,５
.A

ufl.,２００７
,para.３１１

a

R
n.

３１
[E

rnst]
;
E
m
m
erich,

D
as

R
echt

der
L
eis-

tungsstoerungen,６
.A

ufl.,２００５
,para.５

R
n.７

.

（
４５
）

以
下
に
つ
い
て
は
、B

asedow
／H

opt／Z
im

m
erm

ann

（H
rsg.

）,H
andw

oerterbuch
des

E
uropaeischen

P
riva-

trechts,２００９
,B

d.I,S.６５
,６７

[F
aust].

（
４６
）

上
記III.１

.

（
４７
）

上
記III.２

.b.

（
４８
）

上
記III.３

.

﹇
参
照
条
文
﹈

ド
民
旧
二
七
五
条
（
責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
る
不
能
）

「（
１
）
債
務
者
は
、
給
付
が
彼
の
責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事

由
に
よ
る
、
債
務
関
係
発
生
後
に
生
じ
た
事
情
に
よ
り
給
付
が
不

能
に
な
っ
た
限
り
、
給
付
義
務
を
免
れ
る
。（
２
）
後
発
的
に
生

じ
た
債
務
者
の
給
付
の
主
観
的
不
能
は
、
債
務
関
係
発
生
後
に
生

じ
た
客
観
的
不
能
と
同
視
さ
れ
る
。」

ド
民
旧
三
〇
六
条
「
不
能
給
付
に
向
け
ら
れ
た
契
約
は
無
効
で
あ

る
。」

ド
民
旧
三
〇
七
条
（
消
極
的
利
益
）「（
１
）
不
能
給
付
に
向
け
ら
れ

た
契
約
の
締
結
に
際
し
て
給
付
の
不
能
を
知
り
、
ま
た
は
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
者
は
、
相
手
方
が
契
約
の
有
効
を
信
頼
し

た
こ
と
に
よ
り
被
っ
た
損
害
の
賠
償
の
義
務
を
負
う
。
し
か
し
、

そ
れ
は
相
手
方
が
契
約
の
有
効
な
場
合
に
有
す
る
利
益
の
額
を
超

え
え
な
い
。
賠
償
義
務
は
、
相
手
方
が
不
能
を
知
り
ま
た
は
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
生
じ
な
い
。」

ド
民
一
三
八
条
（
良
俗
違
反
の
法
律
行
為
、
暴
利
）「（
１
）
良
俗
に

反
す
る
法
律
行
為
は
無
効
で
あ
る
。（
２
）
特
に
、
あ
る
者
が
相

手
方
の
強
制
状
態
、
無
経
験
、
判
決
財
産
の
欠
缺
ま
た
は
著
し
い

意
思
の
薄
弱
を
利
用
し
て
自
己
ま
た
は
第
三
者
に
、
給
付
と
著
し

く
不
均
衡
な
財
産
的
利
益
を
そ
の
給
付
の
た
め
に
約
束
さ
せ
ま
た

は
付
与
さ
せ
る
法
律
行
為
は
無
効
で
あ
る
。」

ド
民
二
七
五
条
（
給
付
義
務
の
排
除
）「（
１
）
給
付
請
求
権
は
、
こ

れ
が
債
務
者
ま
た
は
誰
で
も
に
と
っ
て
不
可
能
に
な
っ
た
と
き
は

排
除
さ
れ
る
。（
２
）
債
務
者
は
、
こ
れ
が
、
債
務
関
係
の
内
容

お
よ
び
信
義
誠
実
の
原
則
の
顧
慮
の
下
に
、
債
権
者
の
給
付
利
益

と
著
し
い
不
均
衡
に
あ
る
費
用
を
必
要
と
す
る
限
り
、
給
付
を
拒

絶
し
う
る
。
債
務
者
に
期
待
さ
れ
る
べ
き
緊
張
の
決
定
に
際
し
て

は
、
債
務
者
が
給
付
障
害
に
つ
い
て
責
め
を
負
う
べ
き
か
ど
う
か

無意味な給付約束
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も
ま
た
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。（
３
）
債
務
者
は
、
さ
ら
に
、

彼
が
給
付
を
自
ら
な
す
義
務
を
負
い
、
か
つ
そ
れ
が
彼
に
と
っ
て

債
権
者
の
給
付
利
益
と
と
も
に
、
彼
の
給
付
の
障
害
と
な
っ
て
い

る
事
情
を
考
慮
し
て
、
期
待
さ
れ
え
な
い
場
合
に
も
、
給
付
を
拒

絶
し
う
る
。」

ド
民
三
一
一
ａ
条
（
契
約
締
結
に
お
け
る
給
付
障
害
）「（
１
）
債
務

者
が
二
七
五
条
一
項
〜
三
項
に
従
っ
て
給
付
を
す
る
必
要
が
な
く
、

か
つ
給
付
障
害
が
す
で
に
契
約
締
結
に
際
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
、

契
約
の
有
効
性
と
抵
触
し
な
い
。（
２
）
債
権
者
は
、
そ
の
選
択

に
従
い
、
給
付
ま
た
は
二
八
四
条
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
範
囲
に

お
け
る
費
用
の
賠
償
の
代
わ
り
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
う
る
。
こ

れ
は
、
債
務
者
が
契
約
締
結
に
際
し
て
給
付
障
害
を
知
ら
ず
、
か

つ
そ
の
不
知
に
つ
い
て
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
も
な
い
場
合
に
は

適
用
さ
れ
な
い
。
二
八
一
条
一
項
二
文
お
よ
び
三
文
お
よ
び
五
項

が
適
用
さ
れ
る
。」

ド
民
三
二
六
条
（
反
対
給
付
義
務
の
免
責
と
給
付
義
務
の
排
除
の
場

合
の
解
除
）「（
１
）
債
務
者
が
、
二
七
五
条
一
項
〜
三
項
に
従
っ

て
給
付
を
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
場
合
は
、
反
対
給
付
義
務
は
消

滅
す
る
。
一
部
給
付
の
場
合
は
、
四
四
一
条
三
項
が
準
用
さ
れ
る
。

一
文
は
、
債
務
者
が
、
債
務
の
本
旨
に
従
わ
な
い
給
付
の
場
合
に
、

二
七
五
条
一
項
〜
三
項
に
従
っ
て
追
完
履
行
を
す
る
必
要
の
な
い

と
き
は
適
用
さ
れ
な
い
。（
２
）
債
権
者
が
、
債
務
者
が
ド
民
二

七
五
条
一
項
〜
三
項
に
従
っ
て
給
付
を
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
事

情
に
つ
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
ま
た
は
主
と
し
て
責
任
を
負
い
、
ま
た

は
こ
の
、
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
情
が
、
債
権
者

が
受
領
遅
滞
に
陥
っ
た
と
き
に
生
じ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
反

対
給
付
請
求
権
を
保
持
す
る
。
し
か
し
、
彼
は
、
彼
が
給
付
を
免

れ
た
こ
と
に
よ
り
節
約
し
、
ま
た
は
彼
の
労
働
力
を
他
の
方
法
で

用
い
る
こ
と
に
よ
り
取
得
し
、
ま
た
は
悪
意
で
取
得
す
る
こ
と
を

懈
怠
し
た
利
益
を
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

ド
民
訴
二
八
七
条
（
損
害
の
算
定
、
請
求
権
の
額
）「（
１
）
当
事
者

間
で
損
害
が
発
生
し
た
か
ど
う
か
、
損
害
額
ま
た
は
賠
償
さ
れ
る

べ
き
利
益
が
い
く
ら
か
に
つ
き
争
い
が
あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
が

こ
れ
に
つ
い
て
任
意
の
確
信
に
従
っ
て
す
べ
て
の
事
情
の
考
慮
の

も
と
に
決
す
る
。
求
め
ら
れ
る
立
証
ま
た
は
職
権
に
よ
る
専
門
家

の
鑑
定
が
命
じ
ら
れ
る
べ
き
か
、
ま
た
ど
の
程
度
命
じ
ら
れ
る
べ

き
か
は
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
。
裁
判
所
は
、
損
害
ま
た

は
利
益
に
つ
き
立
証
者
を
尋
問
し
う
る
。
四
五
二
条
一
項
一
文
二

項
〜
四
項
が
準
用
さ
れ
る
。」

共
通
参
照
枠

�
―
七：

一
〇
二
条
（
原
始
的
な
不
能
ま
た
は
処
分
権
限
ま
た
は
権

能
の
喪
失
）「
契
約
は
、
そ
れ
が
締
結
さ
れ
た
と
き
に
、
引
き
受

け
ら
れ
た
債
務
の
履
行
が
不
能
で
あ
っ
た
、
ま
た
は
一
当
事
者
が

契
約
が
関
わ
る
財
産
の
処
分
権
限
ま
た
は
権
能
を
有
し
な
か
っ
た

と
い
う
だ
け
の
理
由
で
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
無
効
と
は
な
ら

な
い
。」

�
―
七：
二
〇
七
条
（
不
公
平
な
濫
用
）「（
１
）
契
約
締
結
時
に
、

《講 演》
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（
ａ
）
そ
の
当
事
者
が
、
相
手
方
に
従
属
し
、
ま
た
は
相
手
方
と

の
間
で
信
頼
関
係
を
有
し
、
経
済
的
に
窮
乏
し
ま
た
は
緊
急
の
必

要
が
あ
り
、
軽
薄
、
無
知
、
無
経
験
で
あ
り
、
ま
た
は
交
渉
の
技

術
に
欠
け
、
か
つ
（
ｂ
）
相
手
方
が
こ
の
こ
と
を
知
り
ま
た
は
知

る
こ
と
を
合
理
的
に
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
契
約
締
結

の
状
況
お
よ
び
そ
の
目
的
か
ら
み
て
、
超
過
利
益
ま
た
は
ひ
ど
く

不
公
平
な
利
益
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
初
の
当
事
者
の
状
況
を

濫
用
し
た
と
き
は
、
一
当
事
者
は
契
約
を
取
り
消
し
う
る
。

（
２
）
取
消
権
を
有
す
る
当
事
者
の
要
求
に
基
づ
い
て
、
裁
判
所

は
、
そ
れ
が
合
理
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
誠
意
お
よ
び
公
平
な
取

引
の
要
求
が
観
察
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
合
意
さ
れ
た
か
も
し

れ
な
い
と
こ
ろ
に
従
っ
て
そ
れ
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
契
約
を
適

合
し
う
る
。

（
３
）
裁
判
所
は
、
取
消
し
の
相
手
方
が
そ
れ
を
受
領
し
た
後
不

当
な
遅
滞
な
く
、
か
つ
そ
の
当
事
者
が
そ
れ
を
信
頼
し
て
活
動
す

る
前
に
、
通
知
を
し
た
当
事
者
に
知
ら
せ
た
限
り
、
不
公
平
な
濫

用
に
つ
い
て
取
消
し
の
通
知
を
受
領
し
た
当
事
者
の
要
求
に
基
づ

い
て
同
様
に
契
約
を
適
合
し
う
る
。

�
―
三：

五
〇
二
条
（
本
質
的
不
履
行
に
よ
る
解
除
）「（
１
）
債
権

者
は
、
債
務
者
の
契
約
上
の
債
務
の
不
履
行
が
本
質
的
で
あ
る
と

き
は
、
解
除
し
う
る
。

（
２
）
契
約
上
の
債
務
の
不
履
行
は
、（
ａ
）
契
約
締
結
時
に
債

務
者
が
そ
の
結
果
を
予
見
せ
ず
、
か
つ
合
理
的
に
予
見
し
な
か
っ

た
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
場
合
を
除
き
、
そ
れ
が
本
質
的
に
債
権

者
か
ら
、
履
行
の
全
部
ま
た
は
重
要
な
一
部
に
か
か
わ
る
、
債
権

者
が
契
約
の
も
と
で
期
待
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
を
奪
う
場
合
、

ま
た
は
（
ｂ
）
そ
れ
が
意
図
的
で
あ
り
ま
た
は
不
注
意
に
よ
り
、

か
つ
債
権
者
に
債
務
者
の
将
来
の
履
行
が
信
頼
し
え
な
い
と
信
ず

る
理
由
を
与
え
る
場
合
に
、
本
質
的
で
あ
る
。」

�
―
３：

五
〇
九
条
（
契
約
上
の
債
務
へ
の
効
果
）「（
１
）
本
章
の

解
除
の
場
合
、
契
約
に
基
づ
く
債
務
者
の
残
存
債
務
ま
た
は
残
存

債
務
の
重
要
な
部
分
は
消
滅
す
る
。

（
２
）
し
か
し
、
解
除
は
、
紛
争
の
解
決
の
た
め
の
契
約
の
条
項

ま
た
は
解
除
後
に
す
ら
作
用
す
べ
き
他
の
条
項
に
影
響
を
与
え
な

い
。

（
３
）
本
章
に
よ
り
解
除
す
る
債
権
者
は
、
存
在
す
る
損
害
賠
償

請
求
権
ま
た
は
不
履
行
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
た
支
払
請
求
権
を
保

持
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
債
務
者
の
今
や
消
滅
し
た
債
務
の
不
履

行
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
債
権
者
が
有
し
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な
損

害
賠
償
請
求
権
お
よ
び
不
履
行
に
つ
い
て
の
合
意
さ
れ
た
支
払
い

請
求
権
を
有
す
る
。
か
よ
う
に
消
滅
し
た
債
務
に
関
し
て
債
権
者

は
、
単
に
解
除
権
の
行
使
に
よ
り
損
失
を
惹
起
し
ま
た
は
寄
与
し

た
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。」

�
―
三：

五
一
〇
条
（
履
行
に
よ
り
受
領
さ
れ
た
利
益
の
原
状
回

復
）「（
１
）
本
章
の
解
除
に
よ
り
解
除
さ
れ
た
契
約
関
係
ま
た
は

契
約
関
係
の
解
除
さ
れ
た
部
分
の
相
手
方
の
履
行
に
よ
り
利
益
を

受
け
取
っ
た
当
事
者
（
受
領
者
）
は
、
そ
れ
を
返
還
す
る
義
務
を

負
う
。
両
当
事
者
が
返
還
義
務
を
負
う
と
き
は
、
両
債
務
は
牽
連

無意味な給付約束
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関
係
を
有
す
る
。

（
２
）
履
行
が
金
銭
の
支
払
い
で
あ
る
と
き
は
、
受
け
取
っ
た
額

が
返
還
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）（
金
銭
で
は
な
い
）
利
益
が
移
転
可
能
で
あ
る
限
り
に
お

い
て
、
そ
れ
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
返
還
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
移
転
が
不
合
理
な
努
力
ま
た
は
費
用
を
惹
起
す
る

と
き
は
、
そ
の
利
益
は
そ
の
価
値
の
支
払
い
に
よ
り
返
還
さ
れ
う

る
。

（
４
）
利
益
が
移
転
し
え
な
い
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
�
―

三：

五
一
二
条
（
利
益
の
価
値
の
支
払
い
）
に
一
致
し
て
そ
の
価

値
の
支
払
い
に
よ
っ
て
返
還
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
５
）
利
益
の
返
還
義
務
は
、
そ
の
利
益
か
ら
得
ら
れ
た
自
然
果

実
ま
た
は
法
定
果
実
に
及
ぶ
。」

﹇
解
説
﹈
千
葉
大
学
で
の
ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
の
第
二
の
講
演
の
テ
ー

マ
は
、
原
始
的
不
能
給
付
を
目
的
と
す
る
契
約
の
有
効
性
と
い
う
現

在
日
本
の
債
権
法
改
正
の
一
つ
の
眼
目
と
な
っ
て
い
る
問
題
に
関
わ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
も
ま
た
、
訳
者
が
ボ
ッ
フ
ム
留
学
中

に
ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
と
の
対
話
の
中
で
生
ま
れ
た
。
同
教
授
か
ら
は

新
し
く
書
い
た
論
文
の
抜
き
刷
り
を
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
中
に
こ

の
問
題
に
関
す
る
も
の
が
二
―
三
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
質
問
と

意
見
の
交
換
を
行
っ
た
。
ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
は
、
す
で
に
そ
れ
ら
の

論
文
の
中
で
、
ケ
ン
タ
ウ
ル
ス
（
想
像
上
の
動
物
）
の
売
買
を
目
的

と
す
る
契
約
も
有
効
だ
と
い
う
二
〇
〇
二
年
の
ド
イ
ツ
新
債
務
法
の

立
場
を
維
持
し
て
お
ら
れ
る
が
、
訳
者
は
、
原
始
的
不
能
給
付
を
目

的
と
す
る
契
約
の
う
ち
、
債
務
者
が
そ
の
給
付
を
保
証
し
た
な
い
し

請
合
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
有
効
と
み
る
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
制
限
説
を
と
っ
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
日
本
の
判
例
、
通
説
は
、
ロ
ー
マ
法
、
旧
ド
イ
ツ
民

法
の
立
場
で
あ
る
、
原
始
的
不
能
給
付
を
目
的
と
す
る
契
約
は
無
効

だ
と
い
う
考
え
方
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
民
三
一
一

ａ
条
一
項
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
四：

一
〇
二
条
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
原
則

三
・
三
条
、
共
通
参
照
枠
�
―
七：

一
〇
二
条
な
ど
は
、
原
始
的
不

能
給
付
を
目
的
と
す
る
契
約
を
一
般
的
に
有
効
と
す
る
立
場
を
と
っ

て
お
り
、
日
本
の
債
権
法
改
正
提
案
も
ま
た
、
反
対
の
合
意
の
な
い

限
り
と
い
う
制
限
つ
き
で
は
あ
る
が
、
一
般
的
に
原
始
的
不
能
給
付

を
目
的
と
す
る
契
約
を
有
効
と
す
る
立
場
を
提
案
し
て
い
る
（﹇
三
、

一
、
一
、
〇
八
﹈）。
現
在
こ
の
問
題
を
議
論
す
る
意
義
は
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。

ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
顧
客
が
ト

ラ
ン
プ
占
い
師
に
自
分
の
運
命
を
占
っ
て
も
ら
う
と
い
う
事
例
を
提

示
す
る
。
こ
の
よ
う
な
契
約
は
、
日
本
で
は
、
占
い
師
に
占
っ
て
も

ら
う
こ
と
の
対
価
と
し
て
そ
こ
そ
こ
の
代
金
を
支
払
う
が
、
こ
れ
は

正
し
い
運
命
を
教
え
て
も
ら
う
（
そ
れ
に
基
づ
く
指
図
を
得
る
）
こ

と
の
対
価
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
占
い
師
の
能
力
（
普
通
は
限
り
あ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
）
に
応
じ
た
占
い
お
よ
び

そ
の
結
果
の
教
示
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
得
る
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
（
い
わ
ば
当
た
る
も
八
卦
、
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
）、

《講 演》

４２



後
で
占
い
が
当
た
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
上
の
対
価
を
支
払
う
義

務
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
当
た
ら
な
か
っ
た
た
め
に
損
害
を
被
っ
た

と
し
て
も
、
普
通
損
害
賠
償
請
求
は
行
わ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
日

本
で
は
給
付
不
能
の
問
題
と
し
て
は
扱
わ
れ
な
い
の
が
通
常
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
判
例
は
、
こ
れ
を
原
始
的
不
能

の
問
題
と
し
て
扱
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
立
場
で
は
、

占
い
師
は
（
対
価
が
安
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
顧
客
に
対
し

て
占
い
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
正
し
い
運
命
を
教
示
す
る
義
務

を
負
担
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
そ
の
前
提
の
も
と
で
は
、
こ
の

占
い
師
の
義
務
が
不
能
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
可
能
で
あ
る
か
が
問

題
と
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

ド
イ
ツ
で
は
債
務
法
改
正
前
は
占
い
師
の
か
よ
う
な
義
務
は
不
能

（
契
約
は
無
効
）
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
新
法
の
も
と
で
は
義
務

が
不
能
だ
と
し
て
も
契
約
は
有
効
と
な
る
（
判
例
（
三
七
頁
注

（
１
）
参
照
））。
ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、

外
国
貿
易
に
関
す
る
（
そ
の
た
め
原
始
的
不
能
か
後
発
的
不
能
か
が

わ
か
り
に
く
い
）
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
（
国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際

連
合
条
約
）
の
規
定
お
よ
び
ド
イ
ツ
旧
法
下
の
、
原
始
的
不
能
給
付

を
目
的
と
す
る
場
合
で
も
、
当
事
者
が
結
果
を
保
証
す
る
意
思
で

あ
っ
た
場
合
に
、
契
約
を
有
効
と
し
、
履
行
利
益
の
賠
償
を
認
め
る

実
務
を
出
発
点
と
す
る
こ
と
、
お
よ
び
売
買
お
よ
び
請
負
契
約
に
お

け
る
権
利
ま
た
は
物
の
瑕
疵
担
保
責
任
規
定
が
原
始
的
な
権
利
ま
た

は
物
の
給
付
不
能
を
目
的
と
す
る
契
約
を
有
効
と
す
る
立
場
と
整
合

性
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
訳
者
は
、
国
内
の
取
引

で
は
原
始
的
不
能
と
後
発
的
不
能
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
少
な
い
こ
と
、
お
よ
び
権
利
ま
た
は
物
に
原
始
的
瑕
疵
が
あ
る
こ

と
と
給
付
の
原
始
的
不
能
と
は
同
じ
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

は
賛
成
で
き
な
い
。

新
債
務
法
が
原
始
的
給
付
不
能
を
目
的
と
す
る
契
約
を
一
般
的
に

有
効
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
占
い
や
魔
術
、
占
星
術
な
ど
の
給
付
を

目
的
と
す
る
契
約
が
有
効
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ヴ
ィ
ン
デ

ル
教
授
は
、
そ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
で
も
、
良
俗
違
反
、
暴
利
行

為
（
ド
民
一
三
八
条
）、
諧
謔
表
示
（
ド
民
一
一
八
条
）、
詐
欺
取
消

（
ド
民
一
二
三
条
）
な
ど
の
適
用
が
な
さ
れ
う
る
こ
と
を
認
め
る
。

ま
た
占
い
師
に
占
っ
て
も
ら
う
契
約
の
よ
う
な
（
原
始
的
不
能
給
付

を
目
的
と
す
る
？
）
契
約
を
有
効
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
よ
う
な
契

約
を
な
に
か
意
味
あ
る
も
の
と
す
る
判
断
（
リ
ス
ク
）
は
当
事
者
が

負
う
べ
き
も
の
と
す
る
。
原
始
的
不
能
給
付
の
反
対
給
付
義
務
の
存

続
（
ド
民
三
二
六
条
一
項
）
も
こ
れ
か
ら
導
か
れ
る
。
同
教
授
は
さ

ら
に
、
原
始
的
不
能
給
付
を
目
的
と
す
る
契
約
を
締
結
し
た
場
合
の

当
事
者
の
負
担
す
る
損
害
賠
償
責
任
に
関
す
る
ド
イ
ツ
新
民
法
の
規

定
（
三
一
一
ａ
条
二
項
）
も
ま
た
首
尾
一
貫
し
て
い
る
と
す
る
。
そ

し
て
ド
イ
ツ
新
債
務
法
の
こ
れ
ら
の
規
定
が
共
通
参
照
枠
の
規
定
と

基
本
的
に
同
様
で
あ
る
こ
と
を
付
言
す
る
。﹇
ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
は
、

二
〇
一
一
年
三
月
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
の
講
演
を
同
年
一

一
月
に
順
延
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
に
こ
の
講
演
原
稿
に
基
づ
く
論
文

を
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
無
意
味
な
給
付
が
約
束
さ
れ
た
場
合
、

注
文
者
（
債
権
者
）
が
無
意
味
で
あ
る
こ
と
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け

無意味な給付約束

４３



た
場
合
は
、
注
文
者
が
反
対
給
付
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

彼
が
給
付
が
無
意
味
で
あ
る
こ
と
の
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
か
っ
た
と

き
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
お
よ
び
出
費
賠
償
の
請
求
権
（
ド

民
三
一
一
ａ
条
二
項
）
が
問
題
に
な
る
こ
と
を
明
記
さ
れ
て
い
る

（P
.A

.
W

indel,
O
kkultistische

T
ribunale?,

Z
G
S

２０１１
,
S.

２２１

―２２２

）。﹈

ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
の
考
え
方
と
訳
者
の
立
場
の
違
い
は
、
ケ
ン
タ

ウ
ル
ス
の
売
買
の
よ
う
な
馬
鹿
げ
た
（
誰
が
見
て
も
有
効
と
す
べ
き

で
な
い
）
契
約
が
締
結
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
そ
れ
を
有
効
と
す
る

か
ど
う
か
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
ド
民
三
一
一
ａ
条
一

項
に
よ
り
一
般
的
に
は
有
効
と
さ
れ
る
が
、
暴
利
行
為
（
ド
民
一
三

八
条
二
項
）
や
諧
謔
表
示
（
ド
民
一
一
八
条
）
に
よ
り
無
効
と
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。
無
意
味
な
契
約
は
無
効
だ
と
す
る
ル
ー
ル
を
解

釈
論
と
し
て
立
て
る
見
解
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
教
授
は

こ
の
立
場
は
必
ず
し
も
支
持
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
訳
者
は
、
Ｐ

Ｅ
Ｃ
Ｌ
四：

一
〇
二
条
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
原
則
三
・
三
条
、
Ｄ

Ｃ
Ｆ
Ｒ
�
―
七：

一
〇
二
条
が
、
原
始
的
に
不
能
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
け
で
契
約
は
無
効
と
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
契
約
原
則
が
原
始
的
不
能
給
付
を
目
的
と
す
る
契
約
の
す

べ
て
の
事
例
を
積
極
的
に
有
効
と
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
原
始

的
不
能
給
付
を
目
的
と
す
る
場
合
で
も
そ
の
よ
う
な
契
約
を
（
債
務

者
が
給
付
の
実
現
を
確
約
し
た
と
み
ら
れ
る
場
合
に
は
）
有
効
と
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
う
る
と
緩
や
か
に
解
す
る
立
場
を
支
持
し
た
い
。

《講 演》

４４



ペ
ー
タ
ー
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
御
略
歴

ペ
ー
タ
ー
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
教
授
主
要
業
績

（
１
）

単
著
、
注
釈

D
er

Interventionsgrund
des

para.６６
A
bs.１

Z
P
O

als

P
rozessfuehrungsbefugnis

（
訴
訟
遂
行
権
能
と
し
て
の
ド
イ
ツ

民
事
訴
訟
法
六
六
条
一
項
の
訴
訟
参
加
事
由
）（
博
士
論
文
）

（D
ecker’s

V
erlag

）,１９９２

U
eber

die
M

odi
der

N
achfolge

in
das

V
erm

oegen
einer

natuerlichen
P
erson

beim
T
odesfall

（
死
亡
に
際
し
て
の
自
然

人
の
財
産
に
お
け
る
相
続
の
態
様
に
つ
い
て
）（
教
授
資
格
取
得
論

文
）,（R

.v.D
ecker

）,１９９８

Jaeger,
H
enckel

und
G
erhardt

（H
rsg.

）,G
rosskom

m
en-

tar
zur

Insolvenzordnung,
B
d.

II,
para.８０

―８３
,８５

―８７
,９１

,

９４
―９６

,

（de
G
ruyter

）,２００７
;
B
d.

V
I,

para.
２０７

―２１６
,

（de

G
ruyter

）,２０１０
.

一
九
五
九
年
に
生
ま
れ
る
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
お
よ
び
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
で
法
律
学
を
学
ぶ
。
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク

州
司
法
大
臣
か
ら
第
一
回
お
よ
び
第
二
回
国
家
試
験
（
司
法
試
験
）
免
状
を
授
与
。
一
九
九
一
年
に
法
学
博
士
号
を
取
得
。
一
九
九
六
年
に
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
法
学
部
か
ら
民
法
お
よ
び
民
事
訴
訟
法
の
教
授
資
格
取
得
免
状
の
授
与
を
受
け
る
。
現
在
民
法
教
授
協
会
、
民
事
訴
訟
法

教
授
協
会
、
国
際
民
事
訴
訟
法
科
学
協
会
、
ラ
イ
ン
地
区
法
律
家
会
議
、
ル
ー
ル
法
律
学
協
会
、
法
律
学
教
育
協
会
お
よ
び
ド
イ
ツ
大
学
会
議

会
員
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
お
よ
び
バ
イ
ロ
イ
ト
大
学
で
教
鞭
を
取
っ
た
後
、
一
九
九
八
年
に
ボ
ッ
フ
ム
ル
ー
ル
大
学
の
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・

ツ
ァ
イ
ス
教
授
の
後
継
者
と
し
て
民
事
訴
訟
法
お
よ
び
民
法
教
授
に
招
聘
さ
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
ル
ー
ル
大
学
法
学
部

長
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
は
ル
ー
ル
大
学
法
学
部
副
部
長
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
ル
ー
ル
大
学
教
育
、
大
学
組
織
お
よ
び
基
金

委
員
会
会
員
。
二
〇
〇
九
年
に
は
ル
ー
ル
大
学
法
学
部
臨
床
法
律
学
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

４５
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（
２
）

論
文

D
ie

R
echtsbehelfe

des
Schuldners

gegen
eine

V
oll-

streckung
aus

einer
unw

irksam
en

notariellen
U
rkunde

（
無
効
な
公
正
証
書
に
基
づ
く
執
行
に
対
す
る
債
務
者
の
法
的
救

済
）,Z

Z
P
１０２

（１９８９

）,S.１７５

―２３０
.

Z
ur

prozessualen
Stellung

des
einfachen

Streithelfers

（
単
な
る
紛
争
援
助
者
の
訴
訟
上
の
地
位
に
つ
い
て
）,Z

Z
P

１０４

（１９９１

）,S.３２１

―３４８
.

Z
ur

persoenlichen
H
aftung

von
O
rgantraegern

fuer
In-

solvenzverschleppungsschaeden
（
破
産
引
き
伸
ば
し
に
よ
る

損
害
に
対
す
る
機
関
構
成
員
の
人
的
責
任
）,K

T
S

１９９１
,
S.４７７

―

５２０
.D
ie

V
erteilung

der
B
efugnisse

zur
E
ntscheidung

ueber

V
erm

oegenserw
erb

zw
ischen

（G
em

ein-

）Schuldner
und

K
onkurs-

（Insolvenz-

）V
erw

alter
bzw

.
V
ollstreckungs-

glaeubiger
nach

geltendem
und

kuenftigem
H
aftun-

gsrecht

（
現
行
お
よ
び
将
来
の
責
任
法
に
よ
る
（
共
同
）
債
務
者

お
よ
び
競
売
（
破
産
）
管
理
人
な
い
し
強
制
執
行
債
権
者
間
の
財
産

取
得
に
関
す
る
判
決
を
求
め
る
権
限
の
分
担
）,

K
T
S

１９９５
,

S.

３６７

―４０９
.

Z
ur

E
rledigung

der
H
auptsache

in
den

klassischen

V
erfahren

der
freiw

illigen
G
erichtsbarkeit

（
非
訟
事
件
の

古
典
的
手
続
に
お
け
る
本
案
の
解
決
に
つ
い
て
）,

Z
Z
P

１１０

（１９９７

）,S.１８９

―２２６
.

Z
ur

elterlichen
Sorge

bei
F
am

ilienpflege

（
家
族
扶
養
に

お
け
る
親
の
監
護
に
つ
い
て
）,F

am
R
Z
１９９７

,S.７１３

―７２４
.

U
eber

P
rivatrecht

m
it

V
erfassungsrang

und
G
run-

drechtsw
irkungen

auf
der

E
bene

einfachen
P
rivatrechts

（
憲
法
上
の
順
位
を
伴
っ
た
私
権
と
単
純
私
法
の
平
面
へ
の
基
本
権

の
作
用
に
つ
い
て
）,D

er
ST

A
A
T
３７

（１９９８

）,S.３８５

―４１０
.

D
ie

B
edeutung

der
para.１７

A
bs.２

,１７
a

G
V
G

fuer
den

U
m
fang

der
richterlichen

K
ognition

und
die

R
echtsw

eg-

zustaendigkeit

（
裁
判
所
の
審
理
の
範
囲
お
よ
び
司
法
の
管
轄
に

と
っ
て
の
裁
判
所
構
成
法
一
七
条
二
項
、
一
七
ａ
条
の
意
味
）,Z

Z
P

１１１

（１９９８

）,S.３８５

―４１０
.

W
elche

W
illenserklaerungen

unterliegen
der

E
in-

schraenkung
der

T
aeuschungsanfechtung

gem
.para.１２３

A
bs.２

B
G
B
？

（
ど
の
よ
う
な
意
思
表
示
が
ド
民
一
二
三
条
二
項
の

詐
欺
取
消
の
制
限
に
服
す
る
か
）,A

cP
１９９

（１９９９

）,S.４２１

―４５４
.

D
ie

F
eststellung

der
gem

ischtw
irtschaftlichen

G
m
bH

auf
politische

Z
iele

（
政
治
的
目
的
に
基
づ
く
混
合
経
済
的
有
限

会
社
の
設
立
）,Z

oegU
２２

（１９９９

）,S.５２

―６５
.

D
arf

der
B
etreuer

sein
A
ufenthaltsbestim

m
ungsrecht

gegenueber
dem

B
etreuten

zw
angsw

eise
durchsetzen？

（
世
話
人
は
被
世
話
人
に
対
し
て
強
制
的
に
居
住
決
定
権
を
貫
徹
し

う
る
か
）,B

tP
R
A
X
１９９９

,S.４６

―５１
.

D
ie

Insolvenzordnung
:
R
eform

im
B
anner

von
M

asse-

《講 演》
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anreicherung,
U
nternehm

enssanierung
und

Schuldbefrei-

ung
（
破
産
法：

財
産
の
集
積
、
企
業
の
再
生
お
よ
び
債
務
免
責
の

旗
印
の
下
で
の
改
革
）,JU

R
A

１９９９
,S.１

―１０
.

Soll
am

L
aienrichterw

esen
festgehalten

w
erden？

（
素

人
裁
判
官
に
固
執
す
べ
き
か
）,Z

Z
P
１１２

（１９９９

）,S.２９３

―３１３
.

D
ie

A
ufrechnungslage

als
objektiv-verm

oegensrechtli-

cher
T
atbestand

（
客
観
的
財
産
法
的
な
構
成
要
件
と
し
て
の
相

殺
適
状
）,K

T
S
２０００

,S.２１５

―２３８
.

D
er

insolvenzrechtliche
G
leichbehandlungsgrundsatz

und
seine

A
usw

irkungen
auf

die
A
bw

icklung
schw

e-

bender
A
ustauschvertraege

（
破
産
法
上
の
平
等
原
則
と
そ
の

浮
動
的
交
換
契
約
へ
の
作
用
）,JU

R
A

２００２
,S.２３０

―２３５
.

M
ankoleistungen

im
m
odernisierten

Schuldrecht

（
現
代

化
さ
れ
た
債
務
法
に
お
け
る
過
少
給
付
）,JU

R
A

２００３
,
S.

７９３

―

７９８
.U
nsinnige,

rechtlich
unm

oegliche
und

verbotsw
idrige

L
eistungversprechen

（
無
意
味
な
、
法
的
に
不
能
な
お
よ
び
禁

止
さ
れ
た
給
付
約
束
）,Z

G
S
２００３

,S.４６６

―４７２
.

W
as

nie
sich

fuegt,
w
as

nie
gelingt

―
―System

atis-

ierungsversuche
zu

para.３１１
a

B
G
B

（
処
分
し
え
な
い
も
の
、

成
功
し
な
い
も
の
―
ド
民
三
一
一
ａ
条
の
体
系
化
の
試
み
）,

JR

２００４
,S.２６５

―２７１
.

D
ie

U
nbeachtlichkeit

von
K
onzernverrechnungsbe-

fugnissen
und

w
irkungsgleichen

D
rittaufrechnungsm

oeg-

lichkeiten
im

Insolvenzverfahren

（
破
産
手
続
に
お
け
る
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
の
差
引
勘
定
権
能
と
そ
れ
と
効
果
の
同
じ
第
三
者
相
殺
可

能
性
の
無
顧
慮
）,K

T
S
２００４

,S.３０５

―３２０
.

Z
ur

Justizfoerm
lichkeit

der
zivilprozessualen

G
uetever-

handlung

（
民
事
訴
訟
上
の
和
解
手
続
の
法
廷
で
の
様
式
）,

Schilken／K
reft／W

agner／E
ckhardt

（H
rsg.

）,F
estschr.f.W

.

G
erhardt,K

öln
２００４

,S.１０９１

―１１１３
.

L
ebensform

en

―Status

―P
ersonenstand

:
G
rundlagen

und
P
roblem

e

（
生
活
の
様
式
―
身
分
―
個
人
の
地
位
）,

StA
Z

２００６
,S.１２５

―１３３
.

T
ranssexualitaet

als
B
ew

aehrungsprobe
fuer

die
D
i-

chotom
ie

von
E
he

und
eingetragener

L
ebenspartner-

schaft

（
婚
姻
と
登
録
さ
れ
た
生
活
共
同
体
の
二
分
法
の
た
め
の
厳

格
検
査
と
し
て
の
性
転
換
）,JR

２００６
,S.２６５

―２６９
.

D
er

B
ew

eis
diskrim

inierender
B
enachteiligungen

（
差

別
に
よ
る
不
利
益
の
立
証
）,R

dA
２００７

,S.１

―８.

B
ew

eisproblem
e
des

A
G
G

im
Schuldrechtsverkehr

（
債

務
法
の
交
流
に
お
け
る
差
別
禁
止
法
の
挙
証
問
題
）,Z

G
S
２００７

,
S.

６０

―６５
.

T
ransidentitaet

und
R
echt

（
性
転
換
に
お
け
る
同
一
性
と

法
）,

G
ross／

N
euschaefer-R

ubel／
Steinm

etzer

（H
rsg

.

）,

T
ranssexualitaet

und
Intersexualitaet,

B
erlin

２００８
,
S.６７

―

７９
.W

ie
ist

die
haeusliche

P
flege

aus
dem

N
achlass

zu

４７

ペーター・ヴィンデル教授主要業績



honolieren？

（
家
族
扶
養
は
遺
産
か
ら
ど
の
よ
う
に
報
酬
が
支
払

わ
れ
る
べ
き
か
）,Z

E
V
２００８

,S.３０５

―３０８
.

P
ersonenrechtliche

G
renzen

der
V
ertragsbindung

（
契

約
拘
束
の
人
の
法
に
基
づ
く
限
界
）,

B
utzer／K

altenborn／
M

eyer

（H
rsg.

）,F
estschr.

f.
F
.E
.
Schapp,

B
erlin

２００８
,
S.

８５９

―８７１
.

M
odelle

der
U
nternehm

ensfortfuehrung
im

Insolvenz-

eroeffnungsverfahren
（
破
産
宣
告
手
続
に
お
け
る
企
業
再
生
モ

デ
ル
）,Z

IP
２００９

,S.１０１
―１１０

.

A
n

der
Schnittstelle

von
gerichtlicher

und
ausserge-

richtlicher
Schuldenbereinigung

（
裁
判
上
お
よ
び
裁
判
外
の

債
務
整
理
の
一
局
面
）,

B
ernreuter／F

reitag／L
eible／Sippel／

W
anizek

（H
rsg.

）,F
estschr.

f.
U
.
Spellenberg,

M
ünchen

２０１０
,S.１３１

―１４８
.

H
aeusliche

P
flege

als
H
erausforderung

an
das

Z
ivil-

recht

（
民
法
に
お
け
る
挑
戦
と
し
て
の
家
族
扶
養
）,E

rbR
２０１０

,

S.２３８

―２４３
.

Ist
der

M
ensch

eine
juristische

P
erson？

（
人
間
は
法
人

な
の
か
）,G

oedicke
／
H
am

m
en

／
Schur

／
W

alker

（H
rsg.

）,

F
estschr.f.J.Schapp,T

übingen
２０１０

D
er

G
rundsatz

der
Selbstverantw

ortung
und

das
Insol-

venz

（
自
己
責
任
の
原
則
と
破
産
）,R

iesenhuber

（H
rsg.

）,D
as

P
rinzip

der
Selbstbestim

m
ung,

M
ohr

Siebeck
２０１１

,
S.

４４９

―４８６
.

D
ie

B
edeutung

der
E
uropaeischen

M
enschen-

rechtskonvention
fuer

das
P
rivatrecht

（
私
法
の
た
め
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
意
味
）,JR

２０１１
,S.３２３

―３２７
.

D
ie

N
achhaftung

fuer
M

asseverbindlichkeiten

（
破
産
財

団
債
務
の
た
め
の
事
後
責
任
）,K

T
S
２０１１

A
ktuelle

B
ew

eisfragen
im

A
ntidiskrim

inierungspro-

zess

（
差
別
禁
止
手
続
に
お
け
る
現
実
の
証
明
問
題
）,

R
dA

６４

（２０１１

）,S.１９３

―１９９
.

O
kkultische

T
ribunale？

（
占
星
術
の
法
廷
）,

Z
G
S

１０

（２０１１

）,S.２１８

―２２２
.

《講 演》

４８


